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　電車のドアが開き、乗客を吐き出す。我先に階段に向かおうと周りが足早になる中、神か峰みね匠たくみは自分の足が重さを増す気分だった。

　人ごみに押し流され、いやいや歩く匠は今朝起きた時からずっとその重みを感じている。地球の重力が一夜にして増してしまったかのように、ベッドから体を起こすのも一苦労だった。

　その原因は明白。改札をくぐり人々がそれぞれ散っていく中、自分と同じ服を着て、自分と同じ目的地へ向かう背中を見て匠は、ひっそりとため息をつく。

　二学期が始まったのだ。

　コミュ障である匠にとって学校とは、楽しいところではない。青春を謳おう歌かしている連中を横目に空気と同化して一日をやりすごすことに慣れているつもりだが、なにせ二学期だ。修学旅行に文化祭と、コミュ障にとっては頭が痛くなる材料が山積みである。

　今まで通り、自分をいないものとして切り抜けるのは簡単だ。だが……もしかしたら将来、その選択を悔やむことになるかもしれない。

　ちょっと前なら、その可能性を思いつくことすらしなかった。そんな匠を変えたのは、一つの出会いだ。

　匠たくみはスラックスのポケットにあるスマートフォンに意識を向ける。学校さえなければ、こっちに集中できるのだが、と。

　半年ほど前に配信され、匠も二ヶか月げつ前に知人の頼みでプレイを始めたというソーシャルゲーム──《戦せん極ごくヤヲヨロズ》。その特徴を一言で言い表すと、普通のゲームではない。

　端末上でプレイするのではなく、生身の体を異界へと転送し、戦いにさらすゲーム。己の願いを賭かけたバトルロイヤル──なんの説明もされずそんな舞台へと招かれた匠は、翻ほん弄ろうされながらもパートナーの強力さのおかげでここまで生き残れている。

　自分をここまで導いてくれたパートナーを始め、戦いを通じて交流してきた他のプレイヤーや『運営』。そんな面々が匠に、とっくの昔に諦あきらめたはずの、他者と交わる生き方を思い出させてしまっていた。

　いっそのことそれらを「煩わずらわしい」と一いつ蹴しゆうできるほど達たつ観かんできていればよかったのだが、匠にはまだ未練があった。あのパートナーとともに歩み、かつては持っていたはずの、他者のためだろうが、自分が正しいと思ったことのためには迷いなく動ける愚ぐ直ちよくさを取り戻したい──そんな想おもいが匠の内に芽め吹ぶいていた。

　とはいえ、急に今までの生き方を変えられるようなら世話はない。煮え切らないまま校門までたどり着く。そこでは生活指導の教師と生徒会役員どもが、夏休みではしゃいでしまった連中をしょっ引こうと待ち構えていた。何人か、彼らのもくろみ通り検問に引っかかっていたが、匠についてはお咎とがめなし。校則違反となっている『勉学に不要なものの所持』──ゴツいヘッドフォンをつけていようと、見逃す始末だ。

　これは、匠が特権を持っているというわけではなく、単に教師や生徒会に気付かれていないだけだ。極端に存在感が薄い──そんな特徴を、匠は持っていた。

　そのはずなのに──




「見つけたっ☆」




　匠の首に「がしっ」と腕が回され、背中に二つの柔らかな感触が当たった。

「──っ!?」

　似たようなシチュエーションは何度も経験している匠だが、あり得ない。『こちら側』の世界でこの感触を覚えることはないはずだった。

　なにより、耳元でした声が違う。鼓こ膜まくをくすぐったのは耳になじんでいる静かな声ではなく、アニメのキャラクターめいた独特の響きを持っていた。

　混乱する匠の耳元で、さらに耳を疑うような発言が続く。

「やっと会えた！　アイリの王子様っ☆」

　やっと？　王子様？

　匠たくみはまるで意味が分からなく、おそるおそる首を動かして背後にいる人物を見る。感動でうるんだ瞳ひとみが、熱い視線を匠に注いでいた。

　色しき素そは全体的に薄く、白い肌にハシバミ色の瞳と髪が映える。匠が見慣れた東洋風の顔立ちではなく、どことなく西洋の血を感じさせた。

「な、な、なっ……なんだ、あんた……!?」

　匠の問いに、背後に回った少女は不服そうに唇を尖とがらせる。

「えー、ショックだなぁ。これでも、ちょっとは有名人になったつもりだったのにぃ」

　ぷんぷん、という感じでこちらをにらんでくる少女が口にしたキーワード。『有名人』ということで、ふと思い当たる。そういえば、同じクラスにアイドルをやっているということで休みがちな女子がいることを。

　芸能人というか、他人に興味がないためすっかり存在を忘れてしまっていた。なんて名前だったっけ、と脳内を検索しているうちに突如、門の前に立っていた生徒会役員が声を上げた。

「ア……アイリーンだぁああああ！」

　それを契けい機きに、嵐あらしのような声が巻き起こる。熱ねつ狂きようの渦の中心にいる当の本人は、匠の首に回していた腕を振って、可か憐れんな笑みを周りに向けた。













「えへへぇ！　みんな、おっはよー☆」

　うぉおおおおお！　と、これまた暴風のような声が空気を揺らす。野太い声がほとんどだが、中には「アイリちゃんだー」「アイリちゃん、やっほー」と黄色い声も交じっていて、アイリは彼女たちにも手を振っていた。

　呆ぼう然ぜんとしながらも匠たくみは、クラスメイトの名前を思い出す。桃もも瀬せアイリ。出席番号は二八番で、席は廊下側の列の、一番後ろ。

　アイリがファンサービスを行っている間に、匠はこれ幸いと逃げ出す。こんな観衆のど真ん中にいるなど、ずっと人の視線を避けるように生きていた匠には耐えられなかった。

　ややあって、匠がいなくなっていることに気付いたのかアイリの声が聞こえてくる。

「あれぇ？　神か峰みねくん？　どこぉ？　アイリ、置いてっちゃイヤだよ？」

　そんな声を背にして、匠はとっとと昇降口へと向かって靴を履はきかえる。上履きにつま先を引っかけた匠は、リノリウムの床をぺたぺたと鳴らしながらため息をついた。

（冗談じゃない）

　匠の人生は、目立つことを避けるのが第一だった。誰も頼らず、誰にも頼られず──そこにいるとすら、認識されない。そんな存在が匠にとっての目標だ。

《戦せん極ごく》をきっかけに、主義を変えようとしたのが、数週間前のこと。今までの自分でいるか、新しい自分を目指すか──葛かつ藤とうを抱いて登校してきた途端に、今のアイリである。アイリがどういう理由で自分を見つけたのかは知らないが、いきなりアイドルの『王子様』とやらになれるほど匠は器用じゃない。

　しばらくは今まで通り、ひっそりと息をひそめてやり過ごそう。アイリも、そのうちまた仕事のせいで学校を休むようになるだろう。そう考えて匠は、落ち着きを取り戻す。

　この後、匠は自分の見込みの甘さを痛感することになる。




　桃瀬アイリはアイドルとはもっと程遠い、何かだった。
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　二学期開始早々からイレギュラーがあった匠たくみは、慎重に教室の空気をうかがう。匠がいくら生まれつき存在感に欠けるといえども、あれだけの注目を集めれば一いち躍やく時の人となりかねない。

　注意を分散するべく、ぞろぞろと群れて教室に入る一団の最後尾にまざる。息をひそめるようにして席に着いた匠は、ほっと胸をなでおろした。問題、なし。誰も匠を気にしない、いつもどおりの教室だ。

　匠はＨＲが始まる直前に着くように登校しているので、ほどなくしてチャイムが鳴るだろう。案の定、スマートフォンをいじっている間に担任の教師がやってきた。

　ほぼ同時に、足止めを食らっていたアイリも教室に到着する。空気が動き、クラスメイトたちの視線がアイリに集まるのを匠は感じた。

　一拍置いて、先ほどと同じくアイリの特徴的な声が響き渡る。

「みんな、おはよーっ」

　返されるのは、洪水のようなあいさつ。匠はそれに乗じず、むしろ居心地の悪さを感じていた。

　あいさつを返した男子のうちの一人が、アイリに問う。

「アイリーン！　二学期は学校、来られるの!?」

「うんっ。二学期って、いろいろイベントあるでしょ？　アイリ、みんなと思い出つくりたいなぁ、って事務所に相談したら、オッケーもらえたんだぁ。みんな、よろしくね☆」

「「「フゥウウウウ───！」」」

　教室の一部が、にわかに盛り上がる。アイリの発言が本心なのかリップサービスなのかは知れないが、周りと反比例するように匠の感情は冷えていく。

　そういう反応は匠だけに限らない。盛り上がっているのはクラスの六割くらいで、匠を含む残り四割は周囲との温度差に困こん惑わくし、顔をしかめていた。リア充と非リアが同時に存在する──久しぶりに味わう教室の空気に匠は小さくため息をつく。

　もっとも、教室にアイドルがいようと周りがそれではしゃいでいようと、匠にとってはどうでもいいことだ。学校のことなどより、考えるべきことが匠にはある。

　チャイムが鳴る。まだ年若い担任の教師が、どことなくやりづらそうに注意を自分に集めようとした。

「えー、みなさん。出席をとります」

　クラスメイトたちは点呼に応こたえながらも、やはり気持ちは浮ついたまま──アイリを意識している。この状況は、匠にとってありがたかった。教室全体の注意がアイリに集まっているということは、匠たくみがスマートフォンをいじっていようが誰も意に介かいさないということだ。

　並ぶアイコンの一つをタップ。『未成年者は課金をするときには保護者の許可を得てからにしろ（要約）』というメッセージを読み飛ばして画面を連打すると、メインメニューが表れる。

　二学期が始まった以上、夏休み中のようにいつでもプレイできるというわけではないのだがそれでもやはり、気になる。スタミナの調整にミスはないか、もしかしたらランクアップによるスタミナ回復を見落としていないか。万全を期しているつもりではあるが、確信を持てないのが匠の小心者たるところである。

　スタミナについては問題ない。放課後となり、帰宅するまでに回復するスタミナから逆算して今後のプランを再確認。もう頭に刻み込んだはずだが、念のため《クエスト》に挑むのに消費するスタミナも確認しておこう──などと考えながらスマートフォンに指を滑らせていた匠は、瞠どう目もくする。

　由ゆ々ゆしき事態となっていた。匠の目が画面に表示されている文字を繰り返し追う。

（アホかあの運営……っ）

　衝撃のあまり手が震えはじめ、さらに全身にまで震えが伝でん播ぱする。

（こんな時間にゲリラダンジョン解放されても、学生たちはプレイできないだろっ！）

　一日のうち一時間だけ、不定期に現れるボーナスステージ。それがゲリラダンジョンだ。しかし、ちょっと考えればわかること。今日は九月一日。一部の地域ではもっと早く夏休みが明けるところもあるというが、九月一日と言えば全国的に『二学期が始まる日』だ。

　だというのに、九月一日の午前中にゲリラダンジョンを解放するというこの所しよ業ぎよう。学生に限らず、真っ当に働いている社会人もプレイするなということだろうか。運営は、『ニート以外は死ね』という方針なのか。そんなゲームなら、滅んでしまえばいい。幸い、自分は今のところ一銭も課金していないしサービスを停止されたところでダメージは軽い。くたばれー。

　ひとしきり呪じゆ詛そを吐き出してすっきりすると匠は、穏やかな心でこう思った。

（サボるか）

　始業式なんて、どうせ校長が最近あったニュースについて感想を語るだけ。優先順位としては「はまっているソシャゲでゲリラダンジョンが解放されている」の方がはるかに上だろう。

　そうと決めると、匠は算段を立て始める。いざという時に、迷いなく動けるように、だ。

　脳内でシミュレートを繰り返していると、担任の話が終わったのか「きりーつ」と号令がかかった。ぞろぞろとクラスメイトたちが廊下に並びだす中、何人か『式が始まる前に便所に行っておこう』と離れる連中がいる。彼らの流れに乗って匠は列を離れ、便所をスルーしてその先に進む。

　選択授業などで使う特別教室が集まる別館側へ廊下を歩くと匠たくみは、周囲をうかがう。これから始業式だというのにこんなところをうろついている生徒はおらず、こちらにいるのは匠だけだ。

　離脱、成功。ここからは一人。誰かに見つからないうちにと、匠は人目につかない場所まで足早に移動する。

　別館の階段は、辺りに窓もないということで完全な死角だ。ここまでくれば大丈夫だろうとは思うが、念のため周囲をもう一度確認。耳を澄ませ、誰も近寄ってくる気配がないことを確認すると匠はスマートフォンを取り出す。

　指し紋もん認にん証しようでロックを解除し、アイコンをタップ。匠はさらに、画面左下に表示される【転送】というアイコンに触れる。

　画面中央に表示される【転送しますか？】という一文。その下に並ぶ二つのボタン──右側にある【ＯＫ】の方に触れる。

　階段の上に現れたのは、簡易な門を意味する建築物──鳥居だ。淡く光を放つそれに向かい、匠は階段の端を登っていく。

　始業式なんて、形式だけのかったるい行事に出ている場合ではない。

　心躍おどる戦場が、この先にあるのだから。





　　　○






　上りのエレベーターに似た、重力が増す感覚。内臓が足もとに引き寄せられることに耐えていると、体にかかる負荷が不意に軽くなる。

　それは、転送が終わったことを示す証あかし。匠が立つ位置は、先ほどまでいた校舎の一角と様変わりしている。

　匠が立っているのはリノリウムの床ではなく、石いし畳だたみの上。舗ほ装そうされた道はまっすぐ伸びて、匠がくぐった鳥居と社やしろとをつないでいる。

　豊かな緑に囲まれた境けい内だい。そこは時間に関かかわらず、常に黄昏たそがれ色に染まっている。《戦せん極ごくヤヲヨロズ》の舞台にして神々が姿を現すことができるその空間を、匠たちは《隔かく離り世よ》と呼び、

「タクミ」

　背後から声がしたと思うや否や、たゆん、と先ほど匠が感じた以上の質量が背中に押し当てられた。

　これこそ、匠が慣れ親しんだ感覚。ｈｓｈｓハスハス──と息遣いを首筋に感じると、耳元にささやきかけられた。

「なんですか、さっきの女は？　なんであろうと、とりあえず背中の感触を上書きさせてもらいますね」

　たゆん、たゆんと何度も押しつけられる。慣れ親しんでいるからなにも感じないのか、と問われればそうではない。その蠱こ惑わく的てきな感触は匠たくみの脳を融とかし、棒立ちさせるのに充分だった。

　できれば、いつまでもこの感触に浸ひたっていたい。かといって、周りにはほかのプレイヤーもいるのだ。匠がいつも呪のろうバカップルのごとき有り様をさらすのは本意ではない。

　とはいえ邪険に振りほどくこともできなく、匠はいつものように弱々しく彼女の名前を呼ぶ。

「ミカ。とりあえず、放してくれる？　耳元、くすぐったくて落ち着かない」

「ええ。私の目を見て話せると言うのなら、そうしてください」

　背中からやわらかい感触が離れ、匠は振り返る。目の前に立つのは、きらびやかな金髪の少女だ。

　芸術的なカーブを描く体を緋ひ色いろの衣で包んだその姿は、地味な匠と対照的に存在感を放つ。彼女こそ、匠とともに《戦せん極ごく》を戦うパートナー。軍神や雷神として語られる、タケミカヅチその人である。正体の秘ひ匿とくと、単に「長いから」という理由から匠は『ミカ』という愛称で呼んでいる。

「で、なんなのですかあの女は？」

　問うてくるミカは、声こそ淡々としたものだが明らかに苛いら立だっていた。情緒が顔に出にくいだけで、内面そのものは激しいことを二ヶか月げつほどの付き合いで思い知らされている。今だって『キレていませんよ？　私をキレさせたら大したものですよ？』という状態だ。

　一触即発。匠は慎重に答えを返す。

「知らないよ。クラスメイトだけど、喋しやべったこともない。むしろ、初めて見た気がする」

「ほう？　……ウソをついているかどうか、とりあえずｈｓｈｓハスハスさせてもらいますね」

「お前、別に匂においで真偽を判断するとかそういう特技ないよね!?　ただｈｓｈｓしたいだけだよね!?」

　ツッコミを入れてはみるものの、拒否はできない。匠はもう一度抱きしめられると、耳元でミカの息遣いを感じる。

　このままだとこれから戦闘だというのに下半身の事情で動きづらくなってしまう。匠は必死に難しいことを考えようとした。

　しばらく『人はなぜ生きるのか』ということに思いを馳はせていた匠だが、そろそろ自制心の限界が訪れようとしてきていた。気分的にはカウントダウンをする爆弾を目の当たりにしている感じで、デジタルな数字がゼロに近づいていき──

「お待たせしました。今日のタクミ分のチャージ、完了です」

　爆弾を解体するときのセオリーどおり、それはゼロになるコンマ何秒前というところでストップ。ミカが匠たくみから離れ、満足げにしていた。

　匠は心拍数が正常に戻るまで、そわそわとシャツの襟えり元もとが乱れていないか確かめたり、ネクタイを締め直したりと時間を稼ぐ。その間にもミカは視線を外さず、瞬まばたきを忘れたように匠を凝視していた。

　落ち着かないが、匠は頭を切り替える。大きく息を吸い込むと、ミカに向き直った。

「さて……このタイミングで来たんだ。お前にタクミ分とやらをチャージさせるためだけに来たわけじゃないってのは、わかってるよな？」

「無論です」

　パシン、とミカが自分の手のひらを拳こぶしで打つ音が響く。さすが軍神、タケミカヅチ。いざ戦いとなると、こんなにも頼もしくなる。

「ところで、今日のゲリラは耐性系のアイテムのドロップ率上昇、でしたか？」

「そ。デバフばら撒まく敵が多くなってきたんで、強化しておきたいと思ってたんだ。お前がベストコンディションでいてこそ、俺も働けるってもんだしな」

　ミカという強烈な光があってこそ、自分の特性──影の薄さは活いきる。相手がミカを警戒すればするほど、匠は敵の意識の外で自由に動ける。

　そのファイトスタイルはここのところ、洗練されてきたという自負が匠にはある。プレイヤーたちの間でも、ウワサされているそうだ。『タケミカヅチのプレイヤーは、消えるらしいぞ』──と。

　先ほどまでの憂ゆう鬱うつが、だんだんと昂こう揚ように変わってくる。いつからだろうか──最初は不安で仕方なかったこの紅あかい戦場に来ることが、楽しくなり始めたのは。

　好戦的な笑みすら浮かべて匠はダンジョンへ転送する門となる鳥居へと歩みだす。

「始業式が終わるまで三〇分、ってところか。本当は一時間めいっぱい使いたいところだけど、仕方ないな」

「ええ。いざ、参りましょう」

　二人は並び、ともに歩き出す。

　その姿には今や、《戦せん極ごく》のプレイヤーのうち五人しか確認されていない存在──《ミリオン》としての風格すら備わっていた。





　　　○






《戦極》での戦いは、二つに大別される。

　一つはプレイヤー同士が戦う、《デュエル》。これは《戦極》での生命線──その喪そう失しつが敗退条件ともなる奉納点フエイスを賭かけて行われるものだ。

　そしてもう一つが、これから匠たくみたちが行おうとしているもの──《クエスト》。こちらはマガツと呼ばれる敵性プログラムとの戦いであり、いわゆるＣＰＵ戦になる。

　匠たちの体が鳥居を通じて転送されると、さっそく目の前にマガツが現れた。牛の頭をした二メートルほどの巨きよ躯くと、その手に携える己の身の丈ほどもある金棒──いわゆる牛ご頭ずというものを連想させるマガツだ。

《戦せん極ごく》に参加する神々は日本神話をベースにしているが、「牛頭って日本神話じゃなくない？」などというツッコミを入れるのを匠はもう諦あきらめている。マガツもプレイヤーたちが連れる神々も、統一性のないごった煮。それが《戦極》だ。

　牛の頭をしたマガツの目が、ぎょろりと匠を見み据すえる。人が持つ雰囲気を決定的に欠く不気味さに匠は尻込みしかけるが、その寸前で口の端を上げる。

　怖おじることはない。

　自分は一人じゃない。ともに戦うパートナーが、隣に居るのだから。

　カランカラン、と社やしろについている鈴のような音がスマートフォンのスピーカーから鳴り響く。それをスイッチに、匠の意識はさらに研ぎ澄まされていった。

「行くぞ、ミカ」

「はい」

　二度目の鈴の音。三度目のそれが鳴り響くときが、開始の瞬間だ。

「どうぞタクミはそこでご観戦を」

　ミカはその場で小さく跳ぶと、リラックスした状態で着地する。三つ目の鈴が鳴り響くと同時──

　ミカの姿が、匠の視界から消えた。

　再び姿を現したときには、ミカの拳こぶしがすでに牛の鼻面を打ち抜いている。ダウンしたところに追い討ち──足を振り上げてからの、踏みつけ。牛面のマガツは電光石火の二撃で光のエフェクトとなり、虚こ空くうに散っていった。

　あの牛頭も、別にザコというわけではない。数週間前の匠たちだったら苦戦──いや、敗北していただろう。

　それを今は、一いつ蹴しゆう。ひょんなことから無課金主義の匠ではとてもじゃないが手に入れられないほどの資産を得ることになり、それが匠たちの戦力を飛ひ躍やく的に強化していた。

【ランク１１２　所持奉納点フエイス１，６９９，０１３】──これが他者の目に映る匠の戦力であるが、普通なら目を疑う。同程度のランクならば奉納点は70万に達していれば相当な強つわ者ものであるし、なにより奉納点が１００万を超えているというのは《戦極》のプレイヤーにとって特別視される。

　数週間前に行われた、大番狂わせ。匠は《戦極》のプレイヤーの中でも上位五指に入るほどの存在を打ち負かし、その資産を総取りすることによって今の力を手にしていた。ミカのもともとの強さにそれを増強するアイテムと奉納点フエイスがそなわった今、匠たくみたちの勢いを止められるものはごく僅わずかだろう。

　もっとも当のミカは、いまだ全盛期の力を取り戻せていないと納得していない様子。どうやら《戦せん極ごく》はレベルに応じて神々の力に補正をかけているようで、レベル65という現状ではミカにとってもどかしいようだ。

　それでもミカの力はすさまじく、次々と現れるマガツを打ち倒していく。そのテンポのよさは、見ている匠に爽そう快かい感を与えた。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく。まさにそんな言葉がふさわしい戦いぶり。あっという間にボスまでたどりつくが五戦目──ボスとの戦いだけは、匠もゆったりと構えてはいられなかった。ドシン、ドシン、と地響きを立てながら現れるその巨体に匠も気を引き締める。

　ご観戦を、と言われたがこの威い容ようを見せられては悠々としてなどいられない。勝てないわけではないが、手を抜けばあっさりゲームオーバーになる。現れるのはそういう相手だ。

　さきほどの牛ご頭ずの二倍はあろうかという巨体は、鋼のような筋肉に覆われている。今まで屠ほふられた牛頭の総大将といったところだろうか。巨きよ躯くの主は鼻息を吐き出すと、周囲に生い茂る木々の葉を揺らすほどの咆ほう哮こうを上げる。

　びりびりと、空気の震えが匠たちの体の芯しんまで伝わる。同胞を屠られた怒りを顕あらわにした牛頭の王は、巨大な金棒をミカに向かって振り下ろしてきた。

　巨躯にありがちな、鈍重なイメージとかけ離れたスピードで地面を砕く金棒。しかしそこに、ミカはいない。

　縮しゆく地ち──極限まで無駄をそぎ落としたその歩法は、ミカを雷光の速度で運ぶ。瞬まばたきをする間どころか、瞬きすら許さずにミカはボスの真横まで移動していた。

　ボスの丸太のような足を刈り、傾かしいできた体を右のショートアッパーで出迎える。脇腹に突き刺さる一撃は、ボスの巨体を軽々と浮かせた。

　ボスの顔が耐え難がたい苦痛にゆがむ。それでさえもミカにとってはあくまでも布石──技の初動だ。ミカは先の一撃を放った反動で左にひねっていた体を、解き放つ。そこから放たれる一撃はボクシングで言うところの『ガゼルパンチ』とよく似ており、

　──ズガンッ！

　雷鳴にも似た音とともに、その一撃はボスを屠った。

　相手を浮かせるショートアッパーと、そこから繋つながる渾こん身しんの一撃。双そう角かくを以もって敵を誅ちゆうす。その技の名をミカはこう呼ぶ。

「絶ぜつ招しよう、《鹿ろつ角かく》──問題なく、打てるようですね。いい実験になりました」

　光となって散っていくボスに、匠は苦笑する。この強敵ですら、実験台に過ぎないのか──と。

　立ち尽くしていた匠は、正気に返ると小さく肩をすくめる。

「出る幕無し、か」

　このゲリラダンジョンはそこそこ難易度が高く、ともすれば手助け──スキルを使うなり、代替執行オルタナテイブで助けに入るなりといったことも考慮に入れていた。だというのに、蓋ふたを開けてみれば余裕のパーフェクト勝利だ。

　ミカはそれを誇るわけでもなく、平然とした顔で告げる。

「無論です。言ったでしょう？　そこでご観戦を、と。この程度の相手にタクミの手を煩わずらわせるようでは、高速周回などできません。さぁ、さっそくもう一周です」

　どうやらミカは、匠たくみが思っている以上に強くなっているらしい。自分のパートナーの戦力を把握しておくのもプレイヤーの仕事だが、匠はすぐさまミカへの評価について修正を検討する。

「ったく……一時間めいっぱい使う必要もないかもしれないな、この調子だと」

　半ば冗談で言った言葉。

　それが冗談でないことが証明されたのは、三〇分後のことだった。
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　現世に戻った匠は、何食わぬ顔で教室に戻る。案の定、匠のサボりに気づいている者はいないようだった。

　提出物の回収だけして、その日は放課。クラスメイトたちの「この後、どこに遊び行こうか」という話し声を遮るように匠はヘッドフォンをつけようとし、その間にも《戦せん極ごく》のことを考えていた。

『慢まん心しん、ダメ、絶対』を合言葉にしている匠だが、それでも先ほどのミカの無双っぷりを思い出すとニヤけそうになる。強くなったとは思っていたが、日に日にその実感を凌りよう駕がする結果をミカは出してくれる。自分が強くなっているわけではないが、『俺ＴＵＥＥＥＥ』という感覚を味わえるとは思っていなかった。

　勾まが玉たまも奉納点フエイスも潤じゆん沢たく。たまには《デュエル》の申請を待つのではなく、こちらから挑んでみようか──そんなことを考えていた、その矢先だ。

「神か峰みねくんっ」

　ハシバミ色の髪がなびき、匠の前で止まる。匠は音楽を再生しようとスマートフォンに滑らせかけた手を止めて、目の前に現れた人物をまじまじと注視した。

「えっと……なに、桃もも瀬せさん？」

　人見知りオーラを遺い憾かんなく発揮しながら応じる匠にアイリも、もじもじと気ぜわしい様子で続ける。

「あの……ね？　その、おっ、お話ししたいことがあるんだけど、いいかな？」

　アイリの態度は思春期男子に期待を抱かせるには充分なものだったが、マイナス思考に染まりきった匠たくみはすぐさま甘い展開を却下した。アイドルともあろうお方がこの地味系コミュ障をわざわざ捉つかまえてする話など、ロクなものでないに決まっている。『ライブのチケット余っちゃってるんだけど、買ってくれないかな☆』──と法外な金銭を巻き上げようという魂こん胆たんだろう。

　そこまで考えると匠は、目を逸そらし気味に、ぼそぼそと告げる。

「……ごめん。用事、あるから」

　本当は、ないけれど。スタミナが回復してから《隔かく離り世よ》に行く気満々だけど。

　アイリの横を通り過ぎて、今度こそヘッドフォンを耳元に運ぼうとする間際、アイリから告げられる。

「化学講義室。あそこ、放課後すぐだったら誰も来ないから」

　匠は振り返らない。だが──

「待ってる。来てくれるまで、ずっと」

　背中にかけられる声ににじむ切実さは、匠の心に届いた。
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　匠の通う高校は、教室の数が妙に多い。これは、進路によって履修する科目が違うことと、学力によっては同じクラスでも別の授業を受けることになるという事情などによるそうだ。

　渡り廊下から匠は、自分の教室がある本館から特別教室が散在する別館に向かう。アイリが指定した化学講義室はその最上階で、ほぼ、最さい果はてと言ってもいい。隣に化学実験室や化学準備室があるが、そちらは鍵かぎがかかっていて授業以外での使用は禁じられている。

　匠が向かっている化学講義室は、読んで字のごとく選択科目で化学を選んでいる生徒たちが授業を受ける教室だ。選択が生物である匠にとっては、初めて訪れる場所でもある。

　別館に来たあたりで生徒の数は激減し、匠の足音だけがぺたぺたと響く。アイリがどんなつもりで自分を呼び出したのか、期待と不安を抱えて匠が歩いていると、ポケットの中でスマートフォンが震えた。

《戦せん極ごく》のアプリが告げる、着信の通知。アプリに通話機能を備えている《戦極》だが、それはプレイヤー同士には限らない。

　匠がポケットからスマートフォンを取り出すと、そこにはミカの名前が表示されていた。匠たちが日常を送る世界──いわゆる現世では、ミカたち神々は姿を現すことができず、こうしてアプリの機能を使ってコミュニケーションをとることになる。

【通話を許可しますか】という一文の下にある【許可】のボタンをタップして匠は電話に出た。

「もしもし？」

《行くつもりなのですか》

　どことなく棘とげのある雰囲気のミカに、匠たくみは後ろめたさを覚える。

「しょ、しょうがないだろ？　いつまでも待たせておくわけにはいかないし、とっとと用件を聞いておいたほうがいい。ここで無視して、ムダに波風立たせるのもなんだし」

　ミカの独占欲の強さは匠にとってもう知れたことであるし、今回もわざわざアイリのために時間を割くのに一言物申す、ということだろう。手短に誤解を解いておき、匠は会話を打ち切ろうとする。

「ってことだから、切るぞ」

《いえ、念のためこのままにしておいてください》

「このままって、通話機能をオンのままに、ってことか？」

《ええ、そうです》

　アイリとなにを話すのか聞いておこうというつもりだろうか？　と考えて、匠は軽い気持ちで返す。

「だから、大丈夫だって。お前が心配してるようなことにはならないから。っていうか、通話状態にしてなくても俺が何を話すかっていうのは筒抜けだろ？　見えてないだけで、そこにいるんだから」

《ですから、念のためです。……妙に嫌な予感がします》

「……まあ、そこまで言うんだったら」

　匠はバッテリーの残量を確認する。肝心な時に充電切れ、ということになったら目も当てられないが、残量には充分な余裕があった。

　スマートフォンをスラックスのポケットに突っこみ、教室の中をうかがう。教室の奥では、アイリが壁に背を預けて立っていた。

　ややうつむきがちで、緊張しているのが伝わってくる。その瞳ひとみは不安に揺れながらも、確固とした意思を宿している──と、いうのが今までコミュ障なりに観察眼を磨いてきた匠の印象だ。

　どう声をかけたものかな、と匠が悩んでいると、不意にアイリが顔を上げる。ばっちり目が合ってしまい、匠は気まずそうに教室に入った。

「ど、どうも」

「来て、くれたんだ……っ」

　アイリの声が、感極まったように上ずる。匠はどこかやりづらそうに、声を発した。

「話って、なに？」

　手っ取り早く済ませてしまおうと、単刀直入に問う。アイリはせわしなく目を泳がせたりもじもじと自分の指をからませたりして、唇を開いた。

「あ、あの……、あの……っ」

　もどかしさを感じながらも、匠たくみは続きを待つ。この流れはアレなのか、いやしかし俺なんかが──と期待しないように自分を律していると、アイリが一度、大きく深呼吸をした。

　釣られて、匠の心拍数まで上がってくる。心臓の音は意識すれば意識するほど大きくなり、やがてアイリから決意を込めた瞳ひとみで見み据すえられ──




「好き……ですっ！　アイリと、つきあってくださいっ！」




　遠くから聞こえるざわめきを、さらに遠のかせるような響きが匠の鼓こ膜まくを震わせた。

　何か、答えなければならない。そう思った匠は、委い縮しゆくした喉のどから精いっぱいの言葉を絞り出すが──

「……はい？」

　口から洩もれたのは、何とも情けない声だった。

　加えていうと自分の太もものあたり──スラックスのポケットの中から呪じゆ詛そが流れているような気がする。呪詛というか、低周波治療器のような電流が流れているような気もする。匠のスマートフォンには、そんな機能はなかったはずだが。

　太ももに鈍にぶい痛みを感じながらも匠の目は、アイリにくぎ付けになっていた。アイドルという、住む世界が違うはずの少女は上目づかいに匠を見つめてくる。

「お、お返事、聞かせてほしいな……。アイリじゃ、だめ？」

　匠は頭の中を整理しようとする。とりあえず考える材料を得るため──また、時間稼ぎのために問い返す。

「えっと……俺と桃もも瀬せさん、接点なんてないだろ？　告白される理由にまるで心当たりがないんだけど」

「接点なら、あるよ」

　と、匠に向かってアイリのスマートフォンが掲かかげられる。

　画面に並ぶアイコン。その中に匠は見慣れた──同時に目を疑うものを見つける。

　シンプルな、四本の直線で構成されるアイコン。門を意味するそれは、《戦せん極ごくヤヲヨロズ》のものに他ならなかった。

「それ──」

　匠が目を見開いていると、アイリから満面の笑みを向けられる。

「この前の《デュエル》、見てたんだ。神か峰みねくん、すっごいカッコよかった。それでね、アイリも自分で信じられないんだけど……本当にあるんだね、一目ぼれって。アイリ、神峰くんがせー君を倒した瞬間、『きゅんきゅぅん♡』ってきちゃったの」

「せ、せー君？」

　誰それ？　という戸惑いを見せると、アイリから補足を入れられる。

「せーしろー君。速水はやみ征せい士し郎ろう君のことだよぉ」

　匠たくみの脳裏に、これまでの中でも間違いなく一番の激戦がよみがえった。

　廃課金勢にして、有力ギルドの一角──《清せい流りゆうファンド》のギルドマスター、速水征士郎。彼を倒せたのは、ほとんど偶然だ。向こうからコンタクトをとりにきてくれて、慢まん心しんを誘うようにふるまう機会を与えてもらえなければ匠は取るに足らない存在として一いつ蹴しゆうされていただろう。

　加えて、征士郎が引き起こしたバグによる特別な一戦での勝利こそ、運によるところが大きい。スペシャルガチャ──何が起こるかわからない、という特別なガチャで当たりを引かなければ、マガツと成り果てた征士郎たちに潰つぶされていた可能性も捨てきれない。

「桃もも瀬せさん……もしかして、ギルドメンバーだったの？　《清流ファンド》の」

「んーん。そういうわけじゃないんだけど、せー君とは前から個人的にお友達でね？　せー君、なんかいっつも思いつめてたっていうか、お金で世界を変えたーい、みたいなところがあったの。だからアイリ、誘ってあげたんだぁ。《戦せん極ごく》ならそれ、叶かなうかもしれないよ、って」

「……っ！」

　匠は愕がく然ぜんとする。アイリの言葉が意味するところは、アイリがあの廃課金プレイヤーよりも古株だ、ということだ。

　匠の反応にアイリは、慌てたようにつけ加える。

「……あっ！　ご、誤解しないでねっ？　せー君とは、ただのお友達でなんともなかったからっ！　アイリの初恋は、間違いなく神か峰みねくんだよ？」

　そこを気にしているわけではないが、匠としては心の整理がまだつかない。

「……や、気持ちは嬉うれしいけど、さすがに、話が急すぎるっていうか」

「だっ、だよねっ。アイリも、いきなりこんなこと言っちゃ迷惑かな、って思ったのっ。でも──」

　アイリがそう告げた瞬間、ぞくっ、と匠の背中に悪寒が走った。

　コミュ障という特性が告げる知らせ。周囲の視線を恐れ、周りの空気を察知することに特化した匠の感覚が、アイリの変へん貌ぼうを悟り警けい鐘しようを発したのだ。

　ミカも同じものを感じたのだろう。呪じゆ詛そではなく、鋭い警告が発せられた。

『タクミ！　今すぐこちらへ転送を！』

　匠はすかさずポケットからスマートフォンを取り出す。匠がするのと同じように、アイリも画面に指を滑らせた。

「──神峰くんのことが欲しくなっちゃったんだから、しかたないよね？」

　アイリが告げると同時に、その背後に現世では見られないはずのエフェクトが浮かぶ。

　代替執行オルタナテイブ──《戦せん極ごく》において、神ではなくプレイヤーが攻撃をするためのシステム。奉納点フエイスを使用し、攻撃がヒットした場合には消費した数値に比例したダメージを相手に与えるというものだ。

　エフェクトはすなわち、プレイヤーがいくら奉納点を消費したかを示すもの。だが今、アイリの背後に浮かんでいるのは【零ゼロ】というものだった。

　ありえるはずがない。代替執行の下限値は五百。そもそも、下限にかかわらず奉納点の消費なしに代替執行を使えるわけがない。

　だが、現実としてアイリの手からは光の剣が伸びている。アイリは笑顔のまま、剣を持った手を真まっ直すぐ突きこんできた。

　反射的に匠たくみは横に跳び、アイリの持つ剣は壁を穿うがつ──というよりは、透過した、というほうがふさわしいだろう。なんの抵抗もなく壁から剣を引き抜いたアイリは、すぐさま横なぎに剣を匠に向かって振り払った。

　切っ先がわずかに匠の体に届き、ネクタイが風圧で浮く。その間に匠は、行動を起こしていた。

　匠は画面を見ないまま、指を滑らせる。成功するかどうかはわからない。だが二ヶか月げつ近く、何度となく繰り返し続けてきた動作を手が覚えていてくれていることを祈る。

　スマートフォンのホームボタンをプッシュ、指し紋もん認にん証しよう、画面右上にある《戦極》のアイコンをタップ、アプリが起動したら画面左下にある『転送』のボタンに触れ──

　思惑通り、現世と《隔かく離り世よ》をつなぐ門──鳥居が教室に現れる。匠は『端を通る』などというマナーを忘れ、転がり込むように鳥居をくぐった。

　刹せつ那な、体を包みこむ重力が増す気配。自分の体が無事、ミカが指示してくれたとおり転送されていることを感じた匠は一息つく。

　だが、完全に脱力することはできない。もしかしたら、アイリも匠を追って《隔離世》に向かっているのかもしれないのだから。

　体を包む重さがふっと軽くなり、前のめり気味に匠は《隔離世》に現れる。そのまま転びそうになるが、匠の視界に移るのはωを思わせる谷間だった。

　思いきり顔から突っ込んだ結果、むにゅん、という心地いい感触に包まれる。窮きゆう地ちも忘れてその感触と匂においを堪たん能のうしたくなるが、耳じ朶だを打つ切羽詰った声がそれをさせなかった。

「タクミ！　見事です！」

　匠は顔を上げると、すぐさま体を翻して臨戦態勢を取る。

「あいつ──桃もも瀬せさんは!?　追いかけてきていないか!?」

　匠の問いに、ミカが返したのは抱ほう擁ようだった。

「はい。こちらまで追ってくることはありません。……ご無事で、なによりです」

　きつく、絡められる腕。体に押し付けられるたわわな感触に匠たくみはのぼせていたが、それも最初のうちだけ。いつまでたってもミカが離れる様子はなく、むしろ徐々にこめられる力が増してきているような気がする。

「ミカ、ギブギブギブ。命の危機を感じてきた」

「ギブミーハグということですね。お任せを」

「違う違う！　このままだと締め殺されるから！」

「これは失礼しました」

　と、ミカは腕を放す。解放された匠は、ようやく愚痴を吐けるくらいに落ち着いた。

「──ふう。しっかし、なんだってんだよ、いったい」

「現世での代替執行オルタナテイブの使用──それも奉納点フエイスの消費無しに。そんなものを表す言葉はたった一つでしょう」

　ミカからの言葉に匠の顔が、にわかに鋭くなる。

「チート、か」

　いわゆる、不正行為を意味する用語。アイリのやったことは、そうでもないと説明がつかない。

　今回の件だけでなく、匠たちはチートに縁がある。そのことについてミカが触れた。

「あの女は、速水はやみ征せい士し郎ろうと繋つながりがあるようなことを言っていました。速水征士郎が使ったチートの出来損ない──バグの出所があの女だとすれば」

「つじつまが合う、な」

「あの女が大本なのか、もしくは裏でチートツールなるものが秘密裏に配られていてそれを使っているだけなのかはわかりませんが」

「ま、どっちにせよ不正を行っているプレイヤーを野放しにするって話はないだろ。『運営』に通報とかできるんだっけ？」

　と、匠は《戦せん極ごく》のメインメニューを見る。まず目に付くのは【フレンド】というアイコン。フレンドには通話をしたりＩＭインスタントメツセージを飛ばしたりする機能はあるが、『運営』はフレンドではないので当然ここからコンタクトを取ることはできない。

　次に匠は【その他】のアイコンをタップする。【運営からのお知らせ】や【ヘルプ】、【オプション】といった項目が集まっていたことを思い出し、そこから問い合わせのようなものがないかと思ったが──

「……え？」

　画面が切り替わる直前、信じられないものが見えたような気がしたのでまたメインメニューに戻る。

　そんなことあるはずがない。どうせただの見間違いだろう。不安から目をそらそうとし──匠は、見間違いでなかったことを知って愕がく然ぜんとする。

「どうしました、タクミ？」

　様子のおかしい匠たくみにミカが、不思議そうに声をかけてくる。匠は混乱したままスマートフォンの画面を見せるが、

「……え、あ、いや……これ」

　画面の右上に表示されている奉納点フエイス。

　それは匠の知っているものから激減して、もはや二桁けたばかりを残すほどになっていた。
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「なん……だよ、これ？　どうなってるんだ？」

【所持奉納点19】──無機質に画面が告げる事実に、匠の声が震える。奉納点の下に表示されている、勾まが玉たまに至っては【０】──完全になくなっていた。なにか表示のエラーなんじゃないかと思って画面を切り替える。

　匠の指が画面の下に並ぶアイコンの一つ、【アイテム】と表示されているものに触れた。切り替わった画面は、さらに匠を驚かせる。

　なにも、ない。速水はやみ征せい士し郎ろうから勝ち取ったはずのレアアイテムも、匠が自力でこつこつ育ててきた平凡なアイテムも、すべてなくなっていた。

　血の気が引き、卒倒しそうになる。ぐらつく匠の肩が、横から支えられた。

「タクミ」

「──ミ、ミカ」

　匠の目が不安で泳ぐ。どういうことかは知らないが、この不始末をなんと詫わびればいいのだろう──おびえる匠にかけられたのは、意外にも静かな声だった。

「みなまで言わなくても結構。状況は理解しているつもりです」

　匠たくみの体が抱え直され、ミカと向き合う形になる。匠と違って揺れない、まっすぐな視線が匠を貫いたかと思うと、

「それもこれも、タクミがあの女の甘言に釣られたのが原因。いえ、私も過ぎたことについてとやかく言うつもりはありません。今後、このようなことがないように注意していただきつつ、私からも保険をかけさせていただければと思うだけのことでして」

　なにやら雲行きが怪しくなってきた。匠はひきつった笑顔で、ミカの真意を量ろうとするが、

「ほ、保険って──ッ!?」

　延えん髄ずいに一瞬、強烈な痛みが走る。《隔かく離り世よ》では痛覚が現世の十分の一まで軽減されているはずだが、いまだ経験したことのない感覚だ。

　匠が目を白黒させていると、ミカが『ｂ』という感じでサムズアップしてみせる。まるで意味がわからずますます混乱していると、淡々と告げられた。

「秘ひ孔こうを突きました。これで、今後タクミが浮気をしようものならばタクミの体はピプーコリコリとなります」

「なにそれ!?　どうなるのか具体的に想像できなくて怖いんだけど!?」

「せめて痛みを知らず、安らかに死んでください」

「死ぬの!?　死ぬような秘孔なの!?」













「ちなみに今からでも選べますがどちらがいいですか？　頭が破裂するのと、背骨が真っ二つに折れるのと」

「どっちもいやだよ！　え、この効果って永続なの!?　もう、一生頭が破裂するか背骨が真っ二つに折れるかのリスクを背負いながら生きていくしかないの、俺!?」

　動転する匠たくみと対照的に、ミカはあくまでも無表情を貫く。

「まあ、ご安心ください。今のはただの冗談です」

「お前が言うと冗談に聞こえないんだよ」

　ほっ、と一息つくと、ミカが匠の首筋を愛いとおしそうに撫なでながら言う。

「何も起こりませんよ。……タクミが浮気をしない限りは」

「やっぱり冗談でも何でもないじゃないか！」

　匠はしきりに、自分の首元を気にする。どうなっちゃうんだよ俺の体、と青ざめる一方で、匠はこうなった原因について反省する。

「……その、心配させたなら、ごめん。別に、桃もも瀬せさんのことは、なんとも思ってないから。桃瀬さんも、俺みたいなのにこう思われるのは心外だろうけど」

　あくまでも低い自己評価。ミカも言い過ぎたとでも思ったのか、気まずげに目を逸そらし、肩を落とした。

「いえ。私こそ、みっともないところを見せました。タクミが私以外の女に気を取られたと思ったら、いてもたってもいられなくて」

「ミカ……」

　匠にとって、ミカの反応は正直嬉うれしい。人によっては『重い』と捉とらえられるかもしれないが、匠にとってはそれくらいがちょうどよかった。

　かつての経験から人との絆きずなを疑うようになってしまった匠にとっては、依存してもらえるくらいでようやく安心できる。これで、神様じゃなかったらなー、などと匠が考えていると、ミカがまた首筋を撫でてくる。

「ですが、念のため秘ひ孔こうの効果は解除しませんね？」

「……はい」

　つい、敬語になった。死の恐怖と隣り合わせなのは変わらないのかー、と思いつつ、

「それより、問題は奉納点フエイスのことだ。これもやっぱり桃瀬さん……いや、もう桃瀬でいいや。あいつの仕業だろうな」

　匠が問うと、ミカから静かな首肯が返ってくる。

「そう考えるのが妥当でしょう。というか、あの女だけでも手一杯だというのにこれ以上ルールに従わない連中がいるとか考えたくないですね。ただでさえ、あの公式チートが控えているというのに」

　ミカから告げられる言葉に匠の顔が、いっそう苦々しくなった。

「……あぁ。まったくだよな」

　この《戦せん極ごく》という戦いを勝ち抜いていくうちに匠たくみは、とある存在を伝え聞いていた。

　曰いわく、『絶対に勝てないイベント戦』──ＲＰＧで言えば強制敗北を課すような存在。特例としてプレイヤーを持たず、神単独でこの戦いに参加している。それがこの国の最高神として祀まつられる一柱、天照大神アマテラスオオミカミである、とのことだ。

　直接戦ったことはないものの、軽い会話を交わしただけで匠はかの存在がただ者ではないと感じさせられた。目下のところどうにかすべきはアマテラスのみ──と思っていたところで、その慢まん心しんを思い知らされるようにつまずいた、というわけだ。

　頭を抱えたくなっていると、スマートフォンが振動した。画面には、《戦極》のアプリによる通話機能が、許可を求めていることを告げている。

　この機能はパートナーかフレンド同士でしか使えないものだが、匠のフレンドは今のところたった二人。発信元は、その新しい方であり匠は緊張しつつ通話を許可するボタンをタップする。

「もしもし？」

　一呼吸置いて、少女の声が返ってきた。

『……もしもし。アタシ。えーと……いま、大丈夫？』

「ああ。どうした？」

『えっと……なんか、ね？　今、《戦極》プレイしようとしたら、奉納点フエイスとアイテムと勾まが玉たまがなくなってて。バグならバグでそのうち戻るんだろうけど、アタシ以外のプレイヤーはどうなってんだろうと思って、連絡したわけ』

　匠の全身から血の気が引く。この現象はどうやら、彼女にまで及んでいるらしかった。

　背中にじっとりと嫌な汗がにじむ。匠は、なんとか声を絞り出した。

「ごめん。それ、俺のせいかも」

『……は？　それ、どういうこと？』

「や、こっちも今、状況を整理してる段階っていうか」

　匠の返事に相手は、考え込むような間を挟んで続けた。

『今どこ？　どこにいようと、来られるなら《ラウンジ》まで』

「や、すでにいるよ。今、どのへん？」

『森の中なんだけど……あー、説明しづらいわね。そっちはどこ？』

「鳥居の前。最初に出てくるところ」

『そ。んじゃ、そっち行くわ。ちょっと待ってて』

　と、一方的に告げられて通話が切れる。待っている間、匠は自分の体のことが気になってそわそわしつつ尋たずねた。

「なあ、ミカ。浮気の定義ってなんなの？　これからあいつと話したら俺の体がピプーコリコリとやらになったりしない？　あいつにトラウマ植えつけることになりかねないんだけど」

「……」

　ミカはまじまじと匠たくみを見つめるだけで、何も言わない。

「なんで何も言ってくれないの!?　不安になるんだけど！」

「いえ、匠の貞てい操そう観念について感心していただけです。……異性と会話するだけで浮気になるんじゃないかと警戒する程なのですね」

「いや、念のためだよ、念のため」

　などと話しているところで、凛りんと澄んだ声が匠の耳を打った。

「お待たせ。よかった。案外、あっさり見つかって」

　かけられた声に匠は顔を上げる。少女の二人連れがこちらへ歩み寄ってきているところだった。

　声を発した少女に匠は、「いつものことながら隙すきがないな」という印象を抱く。細い手足は華きや奢しやというよりは引き締まっている、というべきだろう。ミカと比べるとなだらかで、無駄をそぎ落としたプロポーションは匠に、一振りの刀のような芸術性があると思わせた。

　匠の数少ないフレンドの一人、Ｌｕｎａルナ。《プレアデス》というデビューしたてのアイドルグループのメンバーである彼女は、学校帰りなのか制服にメガネという姿だ。休オ日フモードなのか、アイドルらしいオーラも今日は控えめである。

　気分によってするときとしないときがあるのか、今日は髪をツインテールにせずにそのまま。一方、彼女のパートナーはいつもと同じポニーテールだ。

「ってか、人多すぎない？　一応、平日でしょ？　ヒマ人ばっかりなんだから、もー」

　Ｌｕｎａの横でぶーぶー文句を垂れているのが、Ｌｕｎａのパートナーであるチロ。小さな体に不釣り合いな巨乳の少女、という姿で現れているが、その正体はかの龍りゆう神じん、ヤマタノオロチである。八つの頭も蛇っぽさも持たないがただ一つ、ほおずき色の目だけが伝でん承しよう通りだった。

　Ｌｕｎａはいつものダウナーな調子で、匠に問う。

「で、アンタのせいってどーいうこと？　説明してもらえる？」

　オーラが抑え目といえども美少女の冷たい視線というのは、匠にとってはやりづらい。言うべきことを整理しておいたつもりでも、しどろもどろになってしまう。

「いや、なんかチート使ってるやつに奉納点フエイスとかぶっこ抜かれて？　もしかしたらそれが、あんたの方にまでいったんじゃないかなー、って」

　こんな珍しい現象が、同じタイミングで起こるという可能性は低いだろう。Ｌｕｎａに心当たりがないのだったら『匠の変化がＬｕｎａにまで影響を与えた』、と考える方がしっくりくる。

　グダグダな説明から要点をくみ取ってくれたのか、Ｌｕｎａルナは状況を簡潔にまとめる。

「つまりはこういうこと？　あんたのせいで、ギルドメンバーのアタシにまで被害がおよんだって、そういうわけ？」

「そ、そう……なんだけど」

　匠たくみが気まずさで目を逸そらしていると、Ｌｕｎａの横でチロが何やら水を操っていた。ぷしゅーっ、と水を四方に動かしていたチロは、無邪気な笑みでＬｕｎａに問いかける。

「見て見て、おねえちゃん！　水芸！　これって、なにかに応用できると思わない？　たとえば、役立たずを内側から爆ばく発はつ四し散さんさせたりとか！」

「そうね。せめて散り際くらい、楽しませてほしいよね」

　ロクでもない相談が交わされていた。匠は、とにかく誠意をもって謝ることしかできず頭を下げる。

「悪いっ！　この埋め合わせは、絶対なんとかする！」

　匠の頭上で「ふん」と鼻を鳴らす音がした。

「冗談だって。ってか、アンタにはでっかい借りがあるしこれでチャラじゃない？」

「でも──」

　匠はＬｕｎａに貸しを作ったつもりなんてない。征せい士し郎ろうとの《デュエル》を肩代わりしたことについては完全に匠の都合だ。













　Ｌｕｎａルナがいてくれたから、あんな行動に踏み切れた。そう言い返そうとすると、不意にＬｕｎａも身をかがめて目の高さを合わせてくる。

「負おい目に思うんだったら、なんでもいいからこの状況を解決するアイディア出す。それが今のアンタにできる最善。違う？」

　ごもっともな意見に何も言い返せないでいると、Ｌｕｎａは体を起こして続ける。

「あと、アンタ。喋しやべるときキョドりすぎ。戦ってるときはもっと堂々としてんじゃん。なんなの？」

　言いづらいことをよくもまあ、こんなストレートに言ってくれるものだ。匠たくみは不快感を覚えるどころか、いっそすっきりするくらいだった。

「そこは、大目に見てくれ。苦手なんだ、人と目を合わせるの」

　匠の開き直りっぷりのせいか、Ｌｕｎａはねちねちと責めることはなく、改めて本題に入る。

「で、なんか心当たりがあるみたいだったけど、どういうことなの、これ？　っていうか、チートって、あれだよね？　ズルとかイカサマみたいなやつ、だったよね？」

　もともとゲームをしないのか、そういう用語に疎いらしい。確認してくるＬｕｎａに匠はうなずいた。

「ああ。たぶん、《戦せん極ごく》に本来備わっているシステムとは別のルートでこの攻撃は行われている。んで、肝心なのが俺を襲ったやつなんだけど……桃もも瀬せアイリ。同業者なら、顔くらい知ってるだろ？　あいつが、現世でも代替執行オルタナテイブを使ったんだ」

　Ｌｕｎａは目を丸くすると、注意深く尋たずねてくる。

「アタシと同業ってことは、あの桃瀬アイリ、ってことでいいんだよね？」

「ああ。アイドルグループ、《ＳＴＥＬＬＡステラ☆》のメンバー。あいつだ」

　確認が取れるとＬｕｎａは、盛大にため息をついた。

「……ったく。リタイアさせてもまだ邪魔してくるか、あのバカは」

　Ｌｕｎａの反応に匠は、疑問を覚える。

「リタイア、って？」

　苦々しい顔のままＬｕｎａが、自分とアイリにまつわる事情を明かした。

「あんたも前に戦った、速水征士郎あのバカ。《ＳＴＥＬＬＡ☆》がいる事務所はあいつとつながりがあったっていうか……簡単に言うとウチらの仕事、横からかすめ取ったのがあのバカのサポート受けた《ＳＴＥＬＬＡ☆》だったわけ」

　そう説明するＬｕｎａの横でチロは「ぐぬぬ」とうなって怒りをあらわにする。

「ムカツクーっ！　だいたいなんなのよ、あの『☆』って！」

「落ち着いて、チロ。事務所の都合で本人たちには関係ないことかもしれないし……少なくとも、あのバカが投資する価値がある、って思うくらいの実力はあるやつらだよ」

「うー……そうなんだけど」

　Ｌｕｎａルナは腕組みをすると、不服そうな顔をしながらもアイリを称しよう賛さんする。

「特に桃もも瀬せアイリ、ね。あの子は、すごいわ。あれほど生まれながらにしてのアイドルって、なかなかいないんじゃない？」

「そうなの？」

　匠たくみの好みと程遠いので、あまりぴんと来ない。マイノリティを気取るわけではないが、匠としてはアイリのようにいかにもアイドル、という感じで愛あい敬きようを振りまくタイプはどうも苦手だ。

　しょせんは、個人の趣味の問題。とやかく言わずに匠はＬｕｎａの説明を待つ。

「アイドルの大事な要素に、アタシはオーラってものがあると思ってる。どれだけ歌とかダンスが上う手まかろうが、ファンのことを第一に考えられるサービス精神があろうが、他のアイドルが持っていない一発芸的な特技を持っていようが、最終的にはそれを持ってるやつが勝つ。どうしても目を引かれてしまう、絶対的な引力──オーラってものを持つやつが」

「はあ。オーラ、ね」

　抽象的で匠にはぴんとこない。「スピリチュアルやね」というぼんやりとした感想しか出てこない匠を気遣ってか、Ｌｕｎａが補足を入れた。

「一口にオーラって言っても、いろいろあるけどね。レッスンでそれっぽいものを身につけられもするし、アタシもそうあろうとしてる……っていうよりは、フツーはそうなの。アイドルをやっているうちにオーラの出し方ってものを体感して、オンとオフを使い分ける。それが大多数」

　ちらっ、とＬｕｎａがメガネをずらして見せる。一瞬の仕草の間に、Ｌｕｎａの存在感が増したように匠は感じた。

　理論ではなく、自らの感覚としてＬｕｎａの言っていることが理解できる。感心しているとＬｕｎａではなく、チロがドヤ顔を向けた。

「ふふん。どうよ？　これが、プロってものよ」

「ああ。わかりやすかった。でも、それが普通ってことは、桃瀬は違うってことか？」

　ん、とＬｕｎａはうなずき、彼女の言うところのオーラをオフに戻してから続ける。

「桃瀬アイリは、天然。素質と、恵まれた家庭環境。それで培つちかわれたあの子の愛されオーラに太刀打ちできるのは、今の芸能界じゃほんの一握り。《プレア》だと、まっひーくらいかな。対抗できるの」

　Ｌｕｎａの言う『まっひー』なる人物が何者なのかは知らないが、アイリが特別な才能を持っていることは伝わった。

「さすが、詳しいな」

　感心する匠たくみに対して、Ｌｕｎａルナの表情は厳しいままだ。

「目立つからね、あの子。やっぱ、ライバルとして意識しちゃうっていうか。向こうはそんなこと、ぜんぜん思ってないんだろうけど。現場が一緒だったときちょっと話したんだけど、本当に裏表なくていい子なんだよね」

　Ｌｕｎａには《戦せん極ごく》のプレイヤーとして以上に、同じアイドルとして複雑な思いがあるようだ。虚こ空くうを睨にらむ目に宿っているのは、対抗心だけというわけではないように見えた。

　と、Ｌｕｎａは何か思い出したようにつけ加える。

「《戦極》でもちょっとエピソードがあってさ。あの子、ギルドに入ってないんだけどその理由ってのがすごいの」

「へえ。なに？」

　興味を惹ひかれ、匠がＬｕｎａに注目すると、不意にその顔が見たことのないような満面の笑みになり、

「『ギルドに入っちゃうと、アイリはそのギルドのものになっちゃうでしょぉ？　でも、アイリはみーんなのアイドルだよっ☆　だからギルドに入れないんだぁ、ごめんねぇ☆』──って、言ったそうよ」

　裏声でそんなことをのたまうＬｕｎａに、匠は放心する。普段はめったに表情を崩さないミカでさえも「うわぁ」という顔をしていた。

　匠たちの反応に、Ｌｕｎａが頬ほおを染める。

「ア、アタシが言ったんじゃないから！　アイリが言ったことだから！」

「ご、ごめん。ちょっと、いつものあんたとギャップがありすぎて」

　回復までしばらく時間がかかりそうだ。Ｌｕｎａも盛大にため息をつく。

「自分でも『ないわ』って思った。でもこれ、あの子は素で言えるんだよ？　すごくない？」

「す、すごい。確かに、すごい」

　すごいけどＬｕｎａのモノマネの似てなさもそれに匹ひつ敵てきするので今後は封印しておいた方がいいと思う。指摘してしまったらＬｕｎａの機嫌を損ねるかな、などと気を遣って口を閉ざしていると、Ｌｕｎａが自じ嘲ちようめいた笑みをこぼした。

「まったく。こっちがキャラ作ってクール＆ドライ演じてるってのに、参るよね」

　本来ならアイドルなんて柄ではなかった、と匠は聞いている。Ｌｕｎａの苦労を推おし量はかるものの、知った風な口はきけなくて簡単に告げるにとどまった。

「……まあ、お疲れ」

　気の抜けた匠の言葉を気にする風でもなく、Ｌｕｎａから問われる。

「それにしてもチート、か。あの子、そういうのに詳しくなさそうだけど簡単にできるもんなの、それって？」

　匠は、ネットを巡回しているときにたまたま見つけた動画を思い出して答える。

「普通のソシャゲだと、ツールさえあれば小学生でもできるっぽい。スタミナ回復させたり、《戦せん極ごく》で言う勾まが玉たまを無限増殖させたり」

「なにそれ超便利」

　目を輝かせるＬｕｎａルナに、匠たくみは釘くぎを刺しておく。

「やめとけ。普通のソシャゲだったら『あちゃー、運営に怒られてアカウント消されたわー』で済むけど、あの『運営』だぞ？」

「う。それは、確かに」

　Ｌｕｎａが顔を引きつらせる。Ｌｕｎａは以前、『運営』の一人である少女のことを、はっきり「苦手」と語っていた。匠の予想以上に、この一言は効果的だったようだ。

　なにより、匠はその危険性を知っている。

　速水はやみ征せい士し郎ろうを倒した後の、特別な一戦。チート──正確にはそのできそこないのバグに頼った征士郎は、醜しゆう悪あくな化け物へと変へん貌ぼうした。

　あの出来事の再来となるかもしれない。そんなことを危き惧ぐする一方で、匠はふとその征士郎について気になる。

「そういや、速水征士郎ってあの後どうしてる？」

「さあ？」

　あっけらかんと答えるＬｕｎａに、匠は眉まゆをひそめた。

「さあ、って。兄妹きようだいだろ」

「一緒に住んでないし。事務所に寮があるから、そこ暮らしなの」

「あー、そういうこと」

　芸能界の事情には疎い匠だが、そっちのほうが都合のいいことが多いだろう──などと納得していると、Ｌｕｎａが半眼を向けてきた。

「ところで、なんであのバカの名前が出てくるわけ？」

　征士郎とＬｕｎａこと速水流る奈なは実の兄妹のわけだが、その仲の悪さは匠に強く印象付けられている。一般的な『仲の悪い兄妹』ではなく、もっと根が深いものを感じたほどだ。

　Ｌｕｎａの強い視線にたじろぎつつ、匠は答える。

「や、あいつもチート使ってたなー、って」

「あいつも？　チートって、そこまで広まってんの？」

　匠はあくまでも推測にすぎないが、自分の考えを口にする。

「っていうか、どうも桃もも瀬せが征士郎を《戦極》に招待したらしい。だから桃瀬つながりで征士郎もチート使ってたんじゃないかな、っていう疑いが濃い」

「ったく。人のことを疑っておいて、自分はズルするとか。ほんっとどんな神経してるんだか」

「同感。棚に上げる、ってのはまさにあのことだな」

　だが、思えば匠たくみとＬｕｎａルナを引き合わせたのはまさに征せい士し郎ろうの図ずう々ずうしさのおかげだ。Ｌｕｎａにチート疑惑を持っていた征士郎が匠に協力を求めた、というのが二人が出会うきっかけだった。

　そういう意味では、感謝の一つくらいはしてやってもいいのかもしれない、と思っているとＬｕｎａはため息交じりに言う。

「あいつのことだけど、プレイヤーとしてはリタイアしてるでしょ。アタシたちに奉納点フエイスとか、入ってきてるわけだし。ってか、倒した本人なんだからアンタが一番よく知ってるようなもんだけど？」

　Ｌｕｎａの言うことももっともだが、

「リタイアの瞬間見てるわけじゃないから」

「そういや、《デュエル》の最後の方、急に画面暗くなって見えなくなったんだけど、それもチートってやつの影響？」

「たぶんな。とにかく、どんな末路になるかわかったもんじゃない。怪しいものには手を出さないのが得策だ」

　匠がまとめたところでＬｕｎａが、それまでの不機嫌さを取り払った声を急に上げた。

「あ、そうだ。アイリと言えばもう一つ、ちょっとしたウワサを聞いてたんだった。あの子、かなりの古参プレイヤーらしいって。《戦せん極ごく》が始まった、ほぼ最初のころからいるみたい」

《戦極》がリリースされたのはおよそ半年前。匠がプレイを始めたのが二ヶか月げつ前──七月上旬のことなので、アイリは匠の三倍近いプレイ時間を費やしているということになる。

「古参、か」

　半年で古参というのもどうかと思うが、それを「たった半年」と片付けてしまうのは、この謎なぞが多いゲームでは早計だろう。匠たちは知らない《戦極》の裏ルートが、古参プレイヤーたちの間では知られているのかもしれない。

　匠がこれまでの会話をまとめて考えこんでいると、それまでのやり取りを見守っていたミカが口を挟んできた。

「結局、奉納点の減少にはどう対応しましょう？」

　乗じるように、チロも険のある声を放ってくる。

「そうそう。チートの件よりも、こっちの方が当面の課題でしょ」

　ミカたちの言うことももっともだ。Ｌｕｎａが現状を整理する。

「奉納点がないってことは、リタイアの危険性があるってだけじゃなくて、パートナーやアイテムの強化もできなくなるってことよね」

　匠はうなずき、補足を入れる。

「だな。加えて言えば、スキルの使用も制限される。高レベルの《クエスト》には行けないと思っておいた方がいい」

「たしかに、上位の《クエスト》だと道中はともかくボス戦がキツいかな」

　Ｌｕｎａルナの言うとおり。《クエスト》はクリアするごとに難易度と報酬が高いものが解放されるようになっているが、その敵──いわゆるマガツが手ごわくなってきていた。

　気を抜くと、ザコにさえも一撃もらっただけでＨＰを半分以上持って行かれ、ボスの中にはＨＰが半分以下になると攻撃のパターンと威力が増す──プレイヤーたちの言うところの『発狂モード』に入るのが多くなってきた。発狂モード時の攻撃を食らうと一撃でゲームオーバーなど、ざらである。

　というのが上位《クエスト》の難易度だ。かといって、今さら低レベルの《クエスト》に挑んだところでその報酬は微々たるもので、匠たくみは頭を悩ませる。

「奉納点フエイス稼ぎ、か。定じよう石せきとしては『うたかた回し』で安定なんだけど」

　匠の言う攻略法、『うたかた回し』は土日のみ解放される《クエスト》の一つ、《うたかたの宴うたげ》を周回するというものだ。《クエスト》の中では難易度や消費するスタミナに対して報酬である奉納点が断トツに高く、リタイアのリスクもないということでこの方法で奉納点を蓄たくわえてから《デュエル》に臨のぞむプレイヤーも多いが、

「それって、週末まで待つってこと？　余裕かましてると周りに置いてかれない？」

　Ｌｕｎａからの指摘に、匠も力なくうなずく。

「やっぱそうだよなぁ……」

　まだ月曜日。週末までは遠い。その間に周りのプレイヤーは、ガンガン強化されていくのだ。いくらミカやチロが強力なパートナーといえども、後れをとるようになるかもしれない。

　もっとも、これらの悩みを根本から解決する手段がないわけでもない。Ｌｕｎａはそのことについて切り出す。

「課金って、するタイプ？」

　Ｌｕｎａの問いに匠が返すのは「する」でも「しない」でもなく、

「無理」

　というものだった。

　できるのならばこんなことで悩むことはない。究極のところ、勾まが玉たまさえあればスタミナ使い放題──地道だろうとなんだろうと奉納点を稼ぐことができる。

　廃課金勢だった征せい士し郎ろうの資産を勝ち取ったことでしばらくゆとりのあるプレイができると思った矢先にこれである。Ｌｕｎａも難しい顔で腕組みをした。

「アタシも、完全に無課金ってわけじゃないけどノーマルダンジョンを勾玉使って周回っていうのは効率的にちょっと、ね」

　その一言は匠にとって、意外である。

「アイドルなんだから、金なんて余るほど持ってるんじゃないの？」

「デビューしたてだし、そんなお金ないって。懐具合は、フツーの女子高生と変わんない……っていうか、むしろ、フツーにバイトしてる子たちの方がお金持ってるかも」

　Ｌｕｎａルナが告げる横でチロは、感慨深そうに目を細める。

「やっと、ぼちぼち仕事増えてきたかなー、ってところだからね。これもマネージャーの土下座のおかげかしら」

　なにやら世せ知ち辛がらさがにじみ出る。が、今考えるのは社会のことではなくソーシャルゲームのことだ。

「一発だけでいいからスキル撃てる奉納点フエイスがあれば、なんとかなるんだけど」

「まあ、そうね」

　Ｌｕｎａも同意する。二人ともたった一発──それだけで相手をＫＯし、奉納点を総取りする自負と、パートナーへの信頼がある。

　ミカが現在もつ最大威力のスキル、《アースブレイカー》の消費奉納点は十万。手持ちの戦力でクリアできる《クエスト》を周回して貯ためようとすれば、一週間はかかるだろう。週末の《クエスト》を待つのと変わらず、この案も却下となる。

　匠たくみはなにか奉納点を増やす方法がないかと、『そもそも奉納点とは何ぞや』というところから考え直した。

　奉納点を得るには、《クエスト》をクリアするか、《デュエル》で勝つか。《デュエル》においては【１０００点】を基準とし、自分と対戦相手のランク差や《デュエル》がタイムアップした時点での残りＨＰ差によって勝者は奉納点を獲得、敗者は同じだけの奉納点を失う。ランク差が離れていればいるほど、ＨＰ差が離れていればいるほど数値は大きくなる。

　この原則とは別にタイムアップを待たずに相手のＨＰを削りきる──いわゆるＫＯ勝利をした場合には相手が所持している奉納点を総取りできるというルールがあるが、これには期待しない方がいいだろう。スキルが使えない現状でＫＯ勝利をするなんて、相手がわざと負けてくれでもしない限り不可能だ。

　ここまで考えて匠は、ふと思いついた。

「──ん？」

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうに声をかけてくるＬｕｎａを、匠は制する。

「や、ちょっと待って。……あり、かな？　これ」

「とりあえず、言うだけ言ってみれば？　ありかなしかは、みんなで判断すればいいし」

　なるほど、それもそうだ。一人で戦っているわけではないのだから。

　匠は息を吸い込み、脳に酸素を送りこむ。断片的な情報をつなぎ合わせ、自分の思いつきを言語化する。

「奉納点フエイスを借りる、ってのはどうだ？」

　匠たくみの発言に、Ｌｕｎａルナが眉まゆをひそめて返す。

「借りるって……どういうこと？」

　匠は『誰かに説明する』ということに慣れていないながらも、なんとか言葉を尽くしてわかりやすいように伝える。

「スキル一発撃てるくらいの報酬になるように、《デュエル》にわざと負けてもらうんだよ。ＨＰ差調整して。んで、他のプレイヤーをリタイアさせてそいつの奉納点を総取り。今度はこっちがわざと負けて、借りた分を返す。……いや、借りた分だけだと、貸す側にはメリットがないな。利子でもつける、とか」

　匠の提案を検討するかのように、Ｌｕｎａたちがうつむいたまま黙りこむ。

　やがて、Ｌｕｎａが最初に口を開いた。

「その、借りるっていうプレイヤーに心当たりはあるわけ？」

　それをきっかけにチロが続き、

「バトルロイヤルってルールで他のプレイヤーに奉納点を貸すようなお人よしなんて、もうとっくにリタイアしてるんじゃない？」

　ミカからも、諭すように作戦の穴を指摘される。

「逆に返そうという段階で、借りた以上の奉納点を奪われるリスクがこちらに伴います」

　非難轟ごう々ごうというか、そろって容赦ない。コミュ障である匠にＬｕｎａが言うような知人など当然いるはずもなく、そこからしてこの作戦は他力本願だ。

「そこは、お前のフレンドに、いない？　こう、熱心なファンとか」

　請うような匠の視線にＬｕｎａが、あっさりと肩をすくめる。

「残念。アタシにもそんなリスキーな方法に付き合ってくれるフレンド、いないから。そもそも、ファンをあてにするってのもアタシのキャラ的にね」

「キャラってなにさ？」

　要領を得ない返事に匠が首をかしげると、チロが業を煮やしたように声を上げた。

「さんざん言ってるでしょ!?　おねえちゃんは、クール＆ドライ！　そういうキャラとして売ってるの！　それなのに自分がピンチだからって他の誰かに泣きつくようなこと、できると思う!?　今いるフレンドだって、おねえちゃんから申請したんじゃなくて向こうから来た申請を受けてやってる、っていうスタンスなの！」

　沸点の低さに戸惑いつつ、匠は言い返す。

「だったら、なんで俺にはフレンド申請飛ばしてきたんだよ？」

「えっ？」

　不意を突かれたようにＬｕｎａが目を丸くする。次第にその目が泳ぎ、クールな彼女らしからぬ落ち着かない様子を見せた。

「そ、それは、その──」

　柄じゃなく、弱々しい声を漏らすＬｕｎａルナに代わってチロが声を張り上げた。

「そんなの、例大祭フエスで借りがあったから慈じ悲ひ深くもおねえちゃんがちょっと力を貸してやろうって思っただけに決まってるでしょ!?　別に助けてもらった時にちょっとカッコいいって思ったりしたとかそんなんじゃないんだから！　勘違いしないでくれる!?」

「こっ、こらっ、チロッ！」

　Ｌｕｎａが止めてももう遅く。匠たくみは沈ちん痛つうな表情でうつむく。

「……はい。神か峰みね匠、勘違いしません」

　もともと自己評価が低いこともあって、今のようなことを言われると加速度的に落ち込む。ツンデレだ、などと浮かれる心の余裕は匠にはない。

　そんな匠の二の腕に、たゆん、とした感触が寄せられる。

「タクミ、気に病むことはありません。こんな胸の平らな女などいなくても、私がいるではないですか」

　ミカの挑発に、チロが声帯の限界に挑むような声を張り上げる。

「誰の胸が平たいですって!?　これがおねえちゃんのベストサイズなのよ！　ケンカ売ってんなら買うわよおらぁあああああ！」

「別にケンカを売ったつもりはないのですが？　あなたのアビリティが《フラッド・ブラッド》だったか《フラット・チェスト》だったかなど、私にとってはどうでもいいことです」

「売ってるわよね？　それ、完全にケンカ売ってるわよねぇ!?」

「ふ、二人ともストップ！　ちょっと、アンタもなにか言ってよ！」

　ヒートアップするパートナーたちを止めようとするＬｕｎａだが、匠は周りの音が一切届いていない様子で一人、つぶやき続ける。

「別に勘違いなんかしてないし。そもそも俺が誰かに惚ほれられること？　なんてありえないんですけど？」

「うわっ、なんか面倒くさいことになってる」

　こうしている間にもミカとチロは一触即発。Ｌｕｎａはすかさず、間に入る。

「はい、ストップ！　お互い、まずは落ち着いて！」

　渋々、といった感じで二人が矛を収めると、匠の頭にこつん、と軽くチョップが振り下ろされた。

「あんたも。チロだって、冗談で言ってるんだからマトモに受け止めないの」

「じょ、冗談？」

　目を白黒させる匠に、チロが身を乗り出し、

「おねえちゃん!?　別にあたしは冗談でもなんでも──むごぉ！」

　なにかを言いかけたところで、口をふさがれる。Ｌｕｎａルナはいつもの冷静さを取り戻して匠たくみに尋たずねてきた。

「アンタの方こそ、どうなの？　フレンドにいないの？」

「いや。俺、そもそもあんた以外には一人しかフレンドいなくてさ。その人も俺と似た主義っていうか、フレンドとか、そういうつながりをうっとうしいみたいに思ってる人で」

　最後まで言うまでもなく、「あまりあてにはならない」ということはＬｕｎａに伝わったらしい。Ｌｕｎａの口から、ため息が漏れた。

「八方塞ふさがり、ってわけね」

　空気が重くなる中、ミカだけは相変わらずの迷いのない調子で提案する。

「いっそ、他のプレイヤーに助力を請うのはどうでしょう？　ソーシャルゲームとは本来、そういうものなのでは？」

「まぁ、そうなるか。正直、気乗りはしないんだけど背に腹は代えられないっていうか、今さら手段をえり好みできないっていうか。さっきの奉納点フエイスを貸すって案はリスクがあるから却下するにしても、ギルドメンバーを募ってみるのはありかもな」

　ギルドメンバー同士で互ご助じよ的に奉納点を分け合う──正確には、《デュエル》で勝利したときの奉納点をメンバーの間で分配する、という機能がある。これを使えば新しいギルドメンバーに稼いできてもらうこともできるのだが──

「え？　増やすの、ギルドメンバー？」

　意外なことに、Ｌｕｎａが顔をしかめるので匠は彼女の意見をきく。

「そうだけど、イヤか？」

「……って、いうわけじゃないんだけど、せっかくなんだから、もうちょっと、アタシだけでもいいんじゃないかなーっていうか──」

　またＬｕｎａらしからぬ、煮え切らない態度。Ｌｕｎａの本音を見抜こうと匠は、怪け訝げんそうな視線を向けるが、いつものクールな様子はどこへやら、そわそわと目を逸そらされた。

「なっ、なんでもない！　ほんと、なんでもないから！」

　なんでもないと言うからには、これ以上の追及は避けるのが賢明だ。自分がされて嫌なことはしない。匠の行動原理の一つである。

　そうなると代案はもはや、あのあてにならない男をあてにするしかないわけで──

「とりあえず、ダメ元で俺のフレンドに頼んでみる。結果が出たら、また連絡するけど、あんまり期待しないでくれ」

　匠が告げるとＬｕｎａは、素早く踵きびすを返して立ち去る。

「わ、わかった！　それじゃっ。チロ、行くよっ」

「あっ、おねえちゃん！　急にどうしたのよ、もーっ！」

　足早に遠ざかっていく背中を見送りながら匠たくみは、あれこそが本来のＬｕｎａルナ──速水はやみ流る奈ななんじゃないかと感じる。だからだろうか──最後にもう一つだけ、確かめたいことがあった。

「あっ、あのさっ。……あんた、前に『勝ちたい理由がある』って言ってたよな？　それって、やっぱりあのウワサ──優勝者に与えられる、世界を思い通りにできる力が目的なのか？」

　Ｌｕｎａが足を止める。深呼吸をするように肩が一度だけ上下に動き、振り返った。

　匠を見み据すえるのは先ほどまでの、あわただしい少女ではない。匠が良く知るＬｕｎａへと変へん貌ぼうしていた。

「もし、『アタシが負けた時にそれを代わりに叶かなえよう』なんて思ってるんだったら、とんだお節介。そもそもこんなところで負けるわけないし」

　Ｌｕｎａらしい返事。

　しかしＬｕｎａは、自らそれを否定する。

「……って、『Ｌｕｎａ』だったら言うんだけどさ、『速水流奈』として言わせてもらう。なりふり構っていられないから。アタシが求めるのは千ち尋ひろが──妹が死なずにすんだ世界。その目標のためならなんだってするし、立ちふさがるならアンタでもぶっ潰つぶす」

　病床に臥ふしていた妹のため、妹に希望を与える『アイドル』という道を選んだ、という経緯を匠は以前、聞いている。

　改めて不退転の意志を突きつけられた匠は、自然と笑みを浮かべていた。

「あぁ、わかった。ありがとな。あんたの理由、話してくれて」

　この感覚は、久しぶりだ。ずっと誰かと交わることを避けていたせいで、他人の本気を受け止めることなんてなかった。

　自分の本心を、真っ向からぶつけてきてくれる。そんな存在がいることは、匠にとって心地いい。顔をほころばせる匠に、Ｌｕｎａがはにかんだように唇を尖とがらせる。

「なっ……なんでアンタがお礼言うのよ？　意味わかんない」

「たしかに。なんでだろうな？」

　口に出すのは恥ずかしく、はぐらかす。そんな匠の態度が不服そうに、Ｌｕｎａの口調が鋭くなった。

「アンタは、どうなの？　なんか願い事、あるの？」

「いや。それが、なんにも」

　匠が《戦せん極ごく》を続けているのは『誰かとともに戦うため』と『誰かのために戦うため』だ。いわば戦い続けることそのものが目的になっている。

　そもそも例のウワサが本当かどうか眉まゆ唾つば物で、ウソだった場合の落胆は計り知れない。なので匠は「勝ったらそのときに考えよう」くらいのつもりだ。

《戦せん極ごく》に祈りを託すＬｕｎａルナにとっては、匠たくみの姿が異質なものとして映るだろう。だがＬｕｎａは疑うことなく、ただそっけなく告げる。

「じゃ、なんか思いついたら教えて。気が向けば、アタシがついでに叶かなえてあげるから」

　と言い残し、今度こそＬｕｎａは去っていった。





　　　○






《ラウンジ》に残った匠は、今や唯一の希望ともいえるフレンドに連絡を取る。《戦極》のアプリに備わっているＩＭインスタントメツセージの機能を使ってコンタクトを取ると、《ラウンジ》で落ち合うこととなった。

　待ち合わせ場所として指定された小さな社やしろに来たところ、フレンドの姿はまだない。どうやら、匠たちの方が先に着いたようだ。

　首を伸ばし、周りを一いち瞥べつしても特徴的な枯れ草色の頭は見えない。スマートフォンに目を落とし、現状を再び整理しようとしたところで声がかけられた。

「おーい、坊ぼん。お待たせ」

　顔を上げると、玉たま砂じや利りを踏みしめる音をさせながら胡う散さん臭くさい風体の男が近寄ってきている。和服に包まれた長身痩そう躯くは「すらり」などという格好のいいものではなく、むしろ「ひょろり」というほうがしっくりくる。顔の上半分を前髪で覆った風ふう貌ぼうは年齢がよくわからないが、本人いわくアラサーとのこと。

　諫いさ早はや鉄てつ舟しゆう、というのがこの男の名だ。刀剣鑑賞という趣味を通じて知り合った、匠が唯一、親しいと呼べる人間であり、匠をこの奇妙なゲームに誘った張本人である。

「ども。呼び出してすみません、テツさん」

　頭を下げた拍子に匠は、鉄舟が持っているものに気づく。コンビニにも売っているような、ポピュラーなカップ酒だった。

「昼から酒……ですか」

　自じ堕だ落らくぶりをとがめるつもりはないが、声はつい呆あきれたようなものになる。匠の指摘をのらりくらりと受け流し、鉄舟が酒に口をつけた。

「そりゃ、僕ぁ三六五日がのんびりのどかな呑のん兵べ衛え日和だ。坊は今日から二学期かい？　ご苦労なことだね、学生は」

　酔いが回って上機嫌なのか、鉄舟は肩を上下に揺らす。詳しく聞いたことはないが、どうにも鉄舟には職に就いている様子がなかった。

　にもかかわらず、刀剣趣味に関しては鑑賞だけでなく蒐しゆう集しゆうもしているらしく、匠も鉄舟のコレクションを何点か見せてもらったことがある。そういうところも、鉄舟の得体の知れなさの一つだ。

「そんなことより、折り入って頼みってなんだい？　ずいぶんと切羽詰った感じじゃないか」

　鉄てつ舟しゆうからの問いに匠たくみはアイリの襲撃のところから話そうかと思ったが、とりあえず要点だけ伝えることにする。

「実は、奉納点フエイスが今ギリギリでして」

「ああ。さっき見たら減ってたね。アイテムの強化にでも使った？　ミカ様のレベルは上がってないし、まさか二人が今さら《デュエル》で負けるってのも考えづらい」

　奉納点の使い道は二つだ。パートナーやアイテムの強化、及びスキルや代替執行オルタナテイブなど戦闘での使用である。減少する要因としては鉄舟の言うとおり、《デュエル》での敗北というのもある。

「そういうわけじゃないんですが、ちょっとテツさんにわざと《デュエル》で負けてもらって、奉納点を貸してもらえないかと。利子つけて返しますんで」

　鉄舟にとっても損な話じゃない、というところをさりげなく強調する──が、匠の頼みは、あえなく一いつ蹴しゆうされた。

「ふーん。ま、なんにしろお断りだね。僕と坊ぼんは確かにフレンドだけどね、いつかは戦う敵でもあるんだぜ？　相手に塩を送るようなマネはしたくないな」

　鉄舟の言うことも、もっともだ。利子をつけて返すからといって、その提案を鵜う呑のみにするかどうかは鉄舟にゆだねられることになる。

「そこを、なんとかっ」

　改めて頭を下げると、ミカも匠の横で頭を下げた。

「テッシュウ。わたしからも、お願いします」

「やー、ミカ様に頼まれると、僕としても弱ったものなんですけどねぇ」

　総髪をガシガシと掻かく鉄舟。しばらく重苦しい沈黙が立ち込めたかと思うと、鉄舟が声を発した。

「とりあえず、二人とも顔を上げてもらうとして」

　言われたとおりにすると、鉄舟が長い前髪の向こうから視線を送ってくる。

「らしくないね、坊。自分のことは自分で何とかする──誰も頼らず、誰にも頼られずが君の信条じゃなかったかい？　僕が坊をただのコミュ障扱いじゃなく、一目置いているのはそのへんがしっかりしていたからなんだけどね。ピンチだからってあっさり手のひら返すようじゃ、がっかりだぜ？」

　口調こそ飄ひよう々ひようとしたものだが、下手な答えを返せない雰囲気がある。鉄舟にしては珍しい態度であり、だからこそ匠は真しん摯しに答えを考える。

「たしかに、俺一人の問題だったら自力で何とかします。リタイアするのだって、俺の油断のせいだって諦あきらめられます」

　そうだ。人ともっと関かかわろうと主義を変えても、そこは曲げない。自分のツケは、自分で払う。それができてこそ、支え合うという関係が成立すると匠たくみは思っている。

「けど……ギルドメンバーにも迷惑かけてるんです。あいつは、俺のとばっちりでリタイアさせていいような奴やつじゃない。それだけは、なにがなんでも避けたいんです」

　鉄てつ舟しゆうはなにかを思案するように、カップ酒を持っていない方の手で顎あごを撫なでる。

「なんだい、つまりアレかい？　Ｌｕｎａルナのために、自分の主義を曲げてまで僕に頭を下げに来たってわけかい？」

「そういう、ことでして。この通りです！」

　もう一度、深々と頭を垂れる。鉄舟の返事はなく、匠はおそるおそる視線を上げて様子をうかがった。

　鉄舟はグビグビとワンカップを飲みほすと、今度は懐からスキットルを取り出してそれも呷あおる。いきなりアル中がブーストをかけ始めたことに匠が戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、「やってらんねぇ」とでも言いたげに吐き捨てられた。

「ますます坊ぼんの要求に応こたえたくなくなってきたね。こっちは三〇年近く女子とお喋しやべりしてない人生なんだ。なにが悲しくてリア充の手伝いなんてしなくちゃいけないんだい？」

「リッ、リア充っ!?　俺が!?」

　前髪で隠れていなければ、半眼が見えていただろう。そう確信させる口調で鉄舟は言う。

「そーだよ。ミカ様にＬｕｎａ。それにどうせ、Ｌｕｎａのパートナーのロリ巨乳ちゃんのフラグも立つだろ。そんな状況の人間をリア充と呼ばずになんと呼ぶのさ？　妬ねたましい、妬ましい。僕の目を緑色にするつもりかい？」

　目が緑色になる、というのが嫉しつ妬との慣用句的表現であると匠は、どこかで聞いたことがある。なんにせよ、自分がそんな立場にいるということがにわかには信じられなかった。

「フッ、フラグだなんて、そんなっ。あるはずないよな、ミカ？」

　援軍を頼むとミカは匠の腕に自分の腕をからめつつ答えを返す。

「ええ。そんなもの立とうものなら、片っ端からへし折ります」

　軍神から頼もしいお言葉がいただけた。頼もしすぎて、鳥肌が立ちそうになる。

　ミカの決意表明と腕に当たる感触のせいで匠が体を硬直させていると、鉄舟の体がゆらりと幽ゆう鬼きのように揺れた。

「あのね？　僕も、別にこの世すべてのカップルが憎いというわけじゃないよ？　初々しい高校生カップルとか見たら微笑ほほえましいと思うくらいの心の余裕は持ってるよ？　持ってるつもりだよ？　でもさ、こうも人目をはばからずにいちゃつかれると『爆発しろ』とかじゃなく『爆発させるか』って気分になるんだよ」

　包み隠さない鉄舟の呪じゆ詛そに、匠も率そつ直ちよくな意見を返す。

「サイコパスの思考ですよそれ」

「犯罪係数が振り切れている感じですね」

　ミカも匠たくみの言葉に同意。匠は彼女いない歴れき＝イコール年齢のアラサーとこれ以上、異性がどうこうという話をしたくなく、いっそのこと開き直る。

「そもそも《戦せん極ごく》に巻き込んだのがテツさんっていうか、招待キャンペーンでレアアイテム手に入れたわけですよね？　その借りを返す、ってことになりませんか？」

「貸し借りの話ってなるとー、借りが多いのは坊ぼんの方なんですけどー。坊が読みたがってた本とか今までたくさん貸してるんですけどー」

　口論になると、敬語になり始める。匠は小学生のころが懐かしくなるというか、「本当にアラサーなのか、この人」と思った。

　匠は渋じゆう面めんでため息をつく。それを交渉終了の合図としたのか、鉄てつ舟しゆうも元の態度に戻った。

「ってことで、結論は変わらないよ。奉納点フエイスを借りたいなら他をあたりな、他を」

「わかりました。時間とらせて、すいません」

「それはいいさ。こちとら、時間だけはたっぷりある」

　スキットルに口をつけながら、ひらひらと手を振って送り出そうとする鉄舟に匠は振り返る。

「あ、でも一つ。桃もも瀬せアイリには気をつけてください。あいつ、チート使ってるんで《デュエル》したとき、予想外のことになるかもしれません」

「桃瀬アイリって、アイリーン？　アイドルの？　あの、わがままボディの？」

「わがままボディって……テツさん、たまに思ってたんですけど、語ご彙いがオッサンくさいんで注意したほうがいいですよ」

「ご忠告どーも。でも、アイリーンがチートねぇ。あんなにかわいいのに」

　どことなく寂しげにうそぶく鉄舟に、匠の声が非難めいたものを帯びる。

「テツさん、ああいうのがタイプなんですか？」

「いま一番『がんばれ♡　がんばれ♡』ってしてほしいアイドルだよ」

　鉄舟のあけすけな物言いに、匠は赤面した。

「あの、ミカがいる前でそういう話は、ちょっと」

　急に挙動不審になったのが疑問なのか、ミカが首をかしげる。

「今の会話の流れに、どこかためらうようなことが？　テッシュウがアイリに激励してもらいたいと言っていただけでしょう？」

「あーいや、うん、そうなんだけど」

　神々は俗ぞく世せのことについて疎いわけでもないのだが、それでも先ほどの鉄舟の言い回しは特殊な符ふ牒ちように入る。なんとか上う手まいこと話題を変えられないか──と匠が考えていると、ミカは興味をなくしたように鉄舟に向き直った。

「ところで好みのタイプということでふと気になったのですが」

「はいはい、なんですか？」

　へらへらした笑みで応じる鉄てつ舟しゆうにミカは、駆け引きを用いずに問う。

「今さらですがテッシュウ。あなたのパートナーは、どちらへ？　思えば、いつもいなかった気がします」

　匠たくみも、「そういえば」と気づく。鉄舟がパートナーを連れているところを見たことがなかった。

　フレンド同士といえども、お互いの情報がすべて筒抜けになるというわけではない。中でもパートナーの情報は厳重に伏ふされていて、相手の能力を見破る《アナライズ》という効果を持つアイテムでも、レアリティが高いものでしかできなくなっている。

　鉄舟を敗退させず、ここまで勝ち残らせたパートナー。それはいったい、どんな神なのか──

　まっすぐ見み据すえるミカに鉄舟は、面目なさそうに苦笑する。

「いやー、なにぶんシャイなやつでして。ミカ様にも紹介しておくべきなんでしょうが、どうかお見逃しを」

　毒気の抜けた言葉に、ミカもあっさりと納得する。

「コミュ障、ということですか。ならばこちらも強くは言えませんね」

「だな」

　匠もコミュ障の端くれ。会いたくない相手に無理やり会わされる苦痛を知る人間だ。

　ならばそっとしておいてやろう。自然とそういう結論になり、その場を後にした。
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　鉄舟の協力を得られず、この情けない報告をしなければならないのか、と匠の気が重くなった。

　悩んでいても仕方ないのだが、Ｌｕｎａルナに送るメッセージの文面をああでもないこうでもないと考える。スマートフォンに指を滑らせているうちに、メッセージの着信を告げる一文が画面に表示された。

　すわ、Ｌｕｎａがしびれを切らして連絡をよこしてきたか、と戦せん々せん恐きよう々きようとする匠。しかし、通知はＬｕｎａからのものではなく、運営からのもので──

【復刻！　サマーフェスガチャ！　二十四時間限定！　手に入れそこねたレアアイテムをゲットするチャンス！】

　文章は排出されるアイテムについての詳細へと続いているが、匠はそれを読むまでもなく膝ひざから崩れ落ちそうになる。その様子を心配したのか、ミカから声がかけられた。

「タクミ、どうしました？」

「……いや、だいじょうぶ。なんでもない」

　答える匠たくみの声には生気がない。それもそのはず──サマーフェスガチャには匠がどうしても欲しいアイテムがあった。

　水着だ。

　パートナーに装備するアイテムは、通常ならばなにを装備しようがグラフィックに変更はない。だがこのサマーフェス限定アイテム──水着だけはパートナーの見た目を変えるという機能が実装されている。

　ＵＲウルトラレアという上から二番目のレアリティなこともあり、ビジュアル的な意味だけでなく性能面も優れている。だからこそ、性能を言い訳に装備させられる。そんな素敵なアイテムであり、本来ならば手持ちの勾まが玉たまをいくらか消費してでもガチャを引いていたのに──それが、ない。アイリのせいで、征せい士し郎ろうから勝ち取った勾玉はすべて失われている。

　よりにもよってこのタイミングで──絶望に打ちひしがれ、目を虚うつろにしているとミカがスマートフォンと匠の顔の間で手を振る。

「とても大丈夫なようには見えないのですが」

「……いや、だいじょうぶ。なんでもない」

「なにやら、気付けが必要なようですが、いつもと同じでは刺激が足りないかもしれませんね。どうしたものでしょうか」

「……いや、だいじょうぶ。なんでもない」

　うわー、水着、うわー。未練のあまり喉のどから手を召喚できそうな気でいると、匠の視界が前触れなく闇やみに包まれた。

「これだと、どうでしょうか？」

「……いや、だいじょうぶ。なんでも──」

　言いかけたところで、異変に気づいた。

　匠は視界がふさがれていること、ミカの声が上からしてきたこと、顔がなにやら温かくて柔らかな感触に包まれていることから総合して自分の状況を推測する。

　──ミカの胸に顔を埋めているのではないか、と。

　遠のいていた意識が一気に覚かく醒せいする。たまらず、声を上げた。

「ミ、ミカ!?　お、お前、なにやってんのお前!?」

「ようやく正気に戻りましたか」

「戻った！　戻ったから離して！　ヤバイ！　これ、依存性が高すぎる！」

「離して、とはおかしな話ですね。タクミの方から私に抱き着いているのですが。そうやってきつく抱いてくれるのは、まんざらではありません」

「……っ!?」

　匠は、ようやく気付く。無意識的に、自分の体がこの状況を求めていることを。

　依存性が高いどころの話じゃない。匠たくみは何となく、ミカがよくｈｓｈｓハスハスしてくる理由を理解した気がした。この多幸感を知ってしまったら、何度も繰り返したくなってしまう。

　しかし、ここでミカの体におぼれるのはメンツにかかわる。気合で自分の体をミカから引きはがし、新鮮な空気で肺を満たした。

　桃色に染まっていた脳がクリアになっていく感覚。ムッツリスケベゲージが減少していくのを実感すると、匠は面目なく頭を下げる。

「手間、かけさせたみたいでごめん」

「手間というほどのことではありません。なんでしたら、タクミがしてほしいのならいつだってしてもいいのですよ？」

　どうぞ、という感じに両腕を開くミカ。はだけた胸元に目が行くのを自覚しつつも、匠は目を逸そらすことができなくなる。

「い、いつでもって、お前、それは……っ」

　脳が先ほどの感触を再生させる。匠は声を張り上げることで未練を振り切った。

「と、とにかく、まー、あれだな！　ガチャは見送りとして、運営に桃もも瀬せの件、報告しておきたいよな！」

「それもそうですね。しかし、どうやってコンタクトをとったものでしょうか」

「そこなんだよな。ちょくちょく会ってる気がするけど、実は今まで向こうから来てくれているばかりで、こっちから呼んだことは一度もないっていうか」

　匠は、自分のチュートリアルを担当した神しん出しゆつ鬼き没ぼつの巫み女こを思い浮かべる。《ラウンジ》はどこかの神社をモデルにしているようだが、社務所にでもいるのだろうか？

　案ずるより産むがやすし。匠は歩き出しながら、ミカに呼びかける。

「ミカ。とりあえず、社務所に行ってみよう。あいつがいるかどうかしらないけど、いなかったらその時考えればいいし」

「それが良いでしょう。じっとしていても始まりません」

　たしか社務所は向こうだったな、と匠たちが歩き出すと同時。じゃらん、と金属がぶつかり合う音が匠の耳に届いた。

「──っ!?」

　音がした方向に振り返る──が、森然とした境けい内だいの風景が広がるばかりで匠の知る紅白の衣装は見当たらない。

　例の人物を探しているせいで、幻聴でも聞いたのだろう。そう思って匠が再び足を踏み出したその瞬間だ。

「匠くん」

　来た。もう耳になじんだ声。背後をとられようといつものようには驚かないぞ、と涼しい顔で振り向こうとし──

「って、誰────っ!?」

　結局、目の前に立つ見知らぬ少女に驚きよう愕がくの声を上げることになった。

　匠たくみの知る運営の少女──財たから部べほのかに似ているが、着ている服が劇的に違う。ほのかのトレードマークといえば巫み女こ装束であるが、目の前の少女は白いブラウスに紺のスカートという、地味な格好だ。

　特徴のない、どこにでもありそうな女子の制服。『深しん窓そうの令嬢』といった風情の少女は、頬ほおに手を添そえて微笑ほほえむ。

「記憶喪そう失しつにでもなった？　わたしよ、わたし。財部ほのか」

　と、これもまたトレードマークの一つである賽さい銭せん箱ばこをどこからともなく取り出す。ほのかは募金箱ほどのそれを上下にゆすり、

「ってわけでー、夏ガチャ復刻！　あの時手に入れられなかったレアアイテムを、今度こそゲット！　これがラストチャンスと断言はしないけどもしかしたらこの機会を逃したら二度と手に入らないかも！」

　いつもの射しや幸こう心しんを煽あおるセールストークを始める。おかげで匠は目の前にいる人物が財部ほのかだという確信を持ったが、やはり気になるところがある。

「いや、ちょっと待って？　課金云うん々ぬんの前に、なにその格好？」

　イメクラ？　という喉のどまで出かかった言葉を飲みこむ。匠が今までほのかに抱いてきたイメージと目の前の現実との折り合いをつけようとしていると、ほのかは当然のように答える。













「なにって、二学期始まったから。着替えてからでも良かったんだけど、面倒くさかったからこのまま来ちゃった。やっぱりこっちの方が涼しくていいわねー。どう？　わたしの制服姿は？」

　くるっ、とその場で回転して決めポーズ──横ピースだ。ますます、現役の女子高生には見えなくなってきた。

「……学生、だったの？」

「そのリアクション、どういう意味かしら？」

　ほのかの声のトーンが、ほんのわずかに落ちる。人の気配に敏感な匠たくみでなければ聞き逃してしまうくらいの差だったが、匠はとっさに言い繕つくろった。

「あ、いや、『運営』なんてやってるもんだから、てっきり社会人だと思ってただけで」

　実年齢より老けて見えるわけではない、ということを言葉には直接出さずに匂におわせる。匠の目もく論ろ見みは成功したようで、ほのかから追及はなかった。

　これ幸いと匠は、会話の主導権を握ろうとまくしたてる。

「ちょうどいいや。前にあったバグ騒動の犯人、わかった。不正ってことで、アカウント凍結とかできるか？」

　多くのソーシャルゲーム同様、《戦せん極ごく》にもその規定がある。この不可思議なゲームにどんな手を使って干渉したのか、という疑問は残るが、実際にアイリがそういう手段をとっているのなら、運営も規定どおり厳げん粛しゆくに対応してくれるだろう。

　そうすれば、自分の奉納点フエイスを始めとする資産も戻って万々歳──そんな匠の希望は、あえなく一いつ蹴しゆうされた。

「ごめんなさいねー。ムリなのよ、それ」

「はぁっ!?　なんで!?」

　素すっ頓とん狂きような匠の声から耳を守るように両手で塞ふさいでいたほのかは、やや落ち込んだトーンで答える。

「今、『運営』に問題が起きてて。プログラミングの主任が行方不明になっちゃったの」

　その事実から匠は、業界の闇やみを想像する。

「……それって、労働環境に嫌気がさしたとかじゃ」

「ないない。それはないって断言できる。仕事大好き人間だもの、あの子。開発室に住んでるくらい。コードいじりながら『ウェヒヒ』とか言うタイプ」

　匠は、なおも疑わしそうに問いを重ねる。

「本当か？　残業代、出し渋って逃げられたとかじゃない？」

「なにか誤解があるようだから言っておくけど、私はお金が大好きなだけで守銭奴ってわけじゃないのよ？　経済を活性化させようと日夜努力してるだけ。金は天下の回りものなんだから回レ回レさせるべきよ。ってわけで、匠たくみくんも日本経済に貢献しましょ？」

　ほのかの笑顔からは底知れない圧力が放たれているが、なにしろ先立つものがない。

「いや、残念ながらご覧の有り様で」

　匠が掲かかげたスマートフォンを、ほのかがまじまじと眺める。

「……え？　なにこれ？　なんで勾まが玉たまも奉納点フエイスもなくなってるの？　フェス期間中でもないのにガチャ引いたの？　それともどこか、玉攻略でもしようとしたの？　ステキ。もっとやって」

「あのなぁ」

　匠のプレイスタイルをほのかも知らないわけじゃないだろう。無課金の、効率主義。奉納点や勾玉が減っている理由が匠のきまぐれではなく、異常事態が起こった結果だということくらいわかるはずだ。

　そう文句を言おうとしたところで、匠の口に触れるか触れないかという位置にほのかの指が伸びる。

「みなまで言わなくてもわかるわよ。ちょっとからかってみただけ。バグ騒動の犯人にやられた、ってわけね？」

「あ、ああ……。どういう仕組みなのかはわからないけど、《戦せん極ごく》のセキュリティ、ガバガバにもほどがあるだろ」

　匠の説明にほのかの顔つきが、にわかに鋭くなった。

「もうちょっと、詳しい話を教えてくれる？　犯人がわかっているっていうことは、知らない間にぶっこ抜かれた、とかそういうわけじゃないんでしょう？」

「事の始まりは、俺のクラスメイトがたまたまプレイヤーの一人だったんだ。そいつは、現世で代替執行オルタナテイブを使って攻撃してきた。その攻撃はかすっただけで、命からがら《隔かく離り世よ》に逃げてきたんだけど、気づいた時にはこの状況ってわけ」

「現世で……代替執行!?　匠くん、ケガとかない!?」

　いつもおっとりと微笑ほほえんでいるほのかにしては珍しい反応。匠は驚き、目を白黒させて答える。

「ケガっていうか……代替執行でケガとかするの？　なんか、教室の壁とか壊すんじゃなくてすり抜けてる感じだったんだけど」

　匠にとってはもう、過ぎたこと。緊張感のない声で答えるとほのかは、気が抜けたように息をついた。

「そ、そう……。いや、あの、あまりにも想定外の事態だったから、取り乱しちゃったわ。……あー、もう。こんな緊急事態に、ホントどこ行ってるんだか、あの子」

　ほのかはそわそわと、その場を行ったり来たり。その様子に匠まで落ち着かなくなってきた。

　ほのかは足を止めると、ため息とともに訊きいてくる。

「残りのスタッフで対応できるかどうかわからないけど、一応教えてもらえる？　その犯人について」

「桃もも瀬せアイリ。なんでも、古参プレイヤーなんだって？」

　ほのかは意外そうに目を丸くすると、すぐにうつむいてなにか考えこんだ。

「あの子に、そんな技術があるとは思えないんだけれど。それとも、パートナーの仕業ってことかしら？　それなら、もしくは──」

　まるで、心当たりがあるようなほのかの口ぶりを、匠たくみはすかさず指摘する。

「そういうことができるパートナーなの？　桃瀬のパートナーは」

「んー……まだ確証が持てない以上、他のプレイヤーの情報を明かすのはちょっと、ね」

「そんな！　桃瀬は実際に、俺を攻撃してきたんだぞ!?」

　匠の抗議に、ほのかは眉まゆをハの字にする。

「疑ってるわけじゃないけど、わたしにも運営の立場ってものがあるから。桃瀬さんがチートを使ってる、っていう証拠がない限りは匠くんの証言だけで動くことはできないのよ。……ごめんなさいね」

　ほのかに謝られると匠としても言い返す言葉もなく、すごすごと引き下がる。

「……そうだな。たしかに、そのとおりだ」

『運営』として、あくまでフェアに接する。ほのかのその姿勢を匠は責められない。

　ならば、別の角度から切り込むまでだ。

「でもさ、このまま桃瀬がチートの力で勝ち上がっていく──それは、あんたたちにとっても都合が悪いことなんじゃないか？」

　かつて匠と戦った敵──速水はやみ征せい士し郎ろうは《戦せん極ごく》に対して、一つの可能性を示唆していた。

　この戦いが、『儀式』であるということ。最後の一人を決めることによって何らかの結果を招く、蠱こ毒どくのようなものである、と。

　だとしたら、その儀式に不正を持ち込むことはどうなのか。正規のものではないシステムを組み込まれた儀式は、はたして当初の思惑通りの結果を残すのか──確証はないにしろ『運営』としては、不確定要素をできるだけ排除したいはずだ。

　そんなつもりでカマをかけてみた匠だったが、のれんに腕押しだった。

「駆け引きしようとしているんでしょうけど、ダメ。結局はあの子が見つからない限り、どうにもできないわ」

　話は巡り巡って、そこに戻る。匠はほのかが言う『あの子』こと、プログラミング主任について改めて情報を整理しようとした。

「手がかりとか、ないの？」

「なーんにも。あの子も匠たくみくん並みのコミュ障だから。ステルス機能発揮して、いつのまにかいなくなってたわ」

「コミュ障ばかりですね」

　呆あきれるわけでもなく淡々と──事実を告げるようにミカが口をはさむ。その口ぶりにほのかも、苦々しく笑った。

「とにかく、《戦せん極ごく》のプログラム関係はあの子じゃないとよくわからない部分が多くってねー。スタッフも『や、俺もなんでこのコード動いてんのか知らないんスよ』とか平気で言うし」

「すさまじいっていうか……ちょっと不安になってきたな」

「そんなのでよく、一度の接続エラーだけで済んだものですね」

　それですら、アイリのクラッキングがあってのものだ。いなくなった主任というのは、プログラミングに関してかなりの腕前らしい。

　伝えるべきことはぜんぶ伝えてしまったし、長々と雑談をしている場合でもない。匠はさて、と頭を切り替えた。

「今のところ、こっちが把握してる情報はこれくらいなんだけど」

「ん、ありがとう。とりあえず他のスタッフに伝えておくけど、あまり期待しないでね」

　と、ほのかの姿が奇術のように消える。

　それに対して驚かなくなっていることを自覚して、匠はこの奇妙な戦いにもすっかり慣れてしまったものだ、と苦笑した。
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　ほのかと別れた後、その日は手持ちの戦力でクリアできる程度の《クエスト》を周回するだけにとどめて翌朝を迎えた。

　学校に向かう匠の足が、昨日よりいっそう重くなる。まさかアイリも人目があるところで襲ってはこないだろうが、いつ奇襲を受けるか気が気じゃなかった。今日も背後から抱きつかれるんじゃないかと思うと、ヘッドフォンで周りの音を遮断するのもためらわれる。

　喧けん騒そうが耳に入ってくるというのは、どうも落ち着かない。普段は気にならない孤独を、どうしても意識してしまう。

　ＨＲ前で騒がしい教室に入り、匠は自分の席でカバンを広げる。教科書とノートに筆記用具といったものを準備していると、だ。

　こちらに近寄ってくる気配。それを感じた匠は手を止めて、意識を集中させる。

　向こうはまだ、匠が気づいているのに気づいていない様子。向こうの出方をうかがいつつ匠は、相手があと一歩という距離まで来たところで振り返る。

　匠たくみの反応に驚いたように、アイリが目を丸くする。すぐにそれは、見る者を癒いやす完かん璧ぺきな笑顔になった。

「神か峰みねくん、おはよっ」

　Ｌｕｎａルナが言っていたことが実感できる。アイリの持つ愛されオーラは、確かに本物だ。匠も一瞬、毒気を抜かれそうになるがすぐさま警戒心を取り戻す。

「……おはよう」

　教室の注目がこちらに集まってきており、匠としては心地いいものではない。何の用か知らないけど、手早く済ませてほしい──と焦じれったく感じていると、アイリがもじもじと上目づかいに見てきた。

「あのね、昨日のことなんだけど……返事、どうかな？」

「は？」

　返事とは、いったいなんのことだろうか。匠が困こん惑わくしたまま黙っていると、アイリの顔がだんだん赤く染まっていく。

「だからっ……その、あぅう……」

　アイリはあぅあぅ言うばかりで会話にならない。傍はたから見れば匠がアイリを困らせているように捉とらえられかねず、平穏を求める匠にとっては願わしくない展開だ。

「……なんのことだか知らないけど、そろそろチャイム鳴るよ。席、着いたら？」

　やんわりと促したつもりだったが、どうしても声は固くなる。匠の敵意を感じ取ったのか、アイリは不安そうに委い縮しゆくした。

「やっぱり、怒っちゃった？」

　やっぱりもなにも、あんなことをしておきながらどの面下げて会いに来ているのか気がしれない。返す言葉もなく呆あきれていると、アイリが手を合わせて謝ってくる。

「ご、ごめんねぇ？　返したら、許してくれる？　それじゃ……はいっ」

　アイリがスマートフォンを取り出し、なにやら操作する。なにを始めたのだろうか、と匠が警戒していたところで教室の前方側のドアが開いた。

「あ、せんせー来ちゃった。神峰くんっ、後で確認しておいてねっ」

「え、確認しておいてって？」

　アイリは答えを返す余裕もなく、あわただしく自分の席に移動する。アイリの愛されオーラならちょっとくらいチャイムに遅れても怒られなさそうなものだが、そのへんはきっちりしているらしい。

　ちょこまかと小動物めいた動きに教室が見とれる中、匠はアイリの言葉をさかのぼってふと、気づく。

　まさか、とは思う。だがアイリは確かに、『返したら』と言っていた。

　匠がアイリに奪われたものなど、一つしかない。焦あせる気持ちを抑え、教室の空気に同化しつつ、こっそりスマートフォンをいじる。

《戦せん極ごく》のアイコンをタップ。画面がメインメニューを映し、右上に注目する。

【所持奉納点フエイス１，６９９，０１３】

　戻っている。二桁けたまで減っていたはずの奉納点が、もとに。

　奉納点だけではない。勾まが玉たまも、アイテムもすべて昨日アイリの襲撃を受ける直前の状態に戻っている。

　アイリが本当に返してくれたというのだろうか──なんにせよ、絶望的だった状況が一気に好転したことには違いない。テンションが上がり、めったに浮かべない笑みを浮かべたその時だ。

　奉納点が、ドラムロール式に減っていく。最初は何が起こっているのか理解できていなかった匠たくみだが、脳がフリーズから回復すると一気に顔色が青ざめていった。

（なにしてくれてんの桃もも瀬せ!?）

　教室の後方──アイリの席に振り返る。

　スマートフォンをいじりながらアイリが返すのは、小悪魔めいた笑みだった。





　　　○






　今でこそ《戦極》に時間を割かれるようになったが、それまでの匠の趣味はというと、専もつぱら読書だった。コミュ障ということでバイトもできず、親からもらう小遣いもその使い道を報告する義務──決算書の提出が課されている匠にとって、本は心強い友だ。

　昼休みになると匠は、弁当を広げることも購買に行くこともせず、図書室へ向かった。生徒たちが行きかう廊下を、まるで幽霊のようにすいすい通り抜ける。匠のことを意識しない生徒たちは時折、まっすぐこちらに突っこんでくるので匠は左右に避けなければならなかった。

　まだ司書教諭しかいない図書室にふらりとやってきた匠は、文庫のコーナーへ。読みかけだったライトノベルを手にとって席に着いたところで、図書室のドアが開く音がした。

　念のため、そちらに視線をやる──確認しておいてよかった。匠が今、一番顔を合わせたくない人物が入ってくるところだった。

　二人きりではないし、アイリもここで事を構えようというわけではないだろう。匠は楽しみにしていた本の続きが読めないことに少々腹を立たせ、アイリに向き直る。

　匠の不機嫌は伝わっているはずだが、アイリは悪びれもせず声をかけてきた。

「神か峰みねくん、お昼ご飯は？　一緒に食べようって思ってたのに、すぐこっち来ちゃうんだもん」

「昼は、いつも抜いてるんだ」

「えー、ダメだよぅ、そんなんじゃ。育ちざかりなんだから、ちゃんと食べなきゃ」

　口をとがらせていたアイリは、うってかわって顔を輝かせる。

「そうだっ。アイリ、明日からお弁当作ってくるね。神か峰みねくんに食べてもらえると思うと今からきゅんきゅぅん！　だよぅ！」

「桃もも瀬せ。図書室だから、静かに」

「あ、そっか。アイリったら、ついはしゃいじゃった。てへっ☆」

　天然でやっているのか、これ。だとしたら空恐ろしいものがある。Ｌｕｎａルナが一目置くのもわかる気がした。

　感心するような呆あきれるような気持ちが入り混じり、同時に疑問がわく。

「……なんのつもりなの？」

　アイリの真意が知れない。人の機き微びには敏感なつもりの匠たくみにとって珍しいことであり、だからこそアイリを警戒した。

　アイリはすぐには答えず、はぐらかすように提案する。

「場所、変えよっか。図書室じゃ静かにしなくっちゃね。んー、どこがいいかなぁ？」

「《ラウンジ》はどう？　確実に、《戦せん極ごく》の関係者しかいないし」

　場所を指定することで主導権を得ようとしたが、それは却下される。

「《ラウンジ》はイヤかなぁ。アイリ、神峰くんと二人きりでお話ししたいの」

　ミカの横やりが入るのを警戒している、ということだ。アイリもその可能性を忘れるほど、能天気ではないらしい。

　匠は仕方なく、自分にとっての『秘密基地』の存在を明かす。

「別館の、屋上の手前。屋上には出られないけど、ちょっとしたスペースがあってさ。いらない備品とか集めて置いてあるんだけど、ごちゃごちゃしてるせいか人が寄りつかないんだ」

　匠はよく、体育の授業をサボってここで本を読んでいる。体育は最初の点呼さえ終われば後は放任、というシステムなのでさりげなくフェードアウトしてしまえば教師もクラスメイトも匠がいなくなっていることに気付かない、というわけだ。

　匠の提案にアイリは、ちょこん、とかわいらしく手を打って見せた。

「そうなんだ。じゃ、行こっ☆」

「いや、俺なんかと一緒に歩いてると、いろいろ誤解が生まれるかもしれないから。ちょっと遅れて行くよ。先に行ってて」

　アイリのアイドルとしての立場を気にした。アイドルについては詳しくない匠だが、余計なゴシップを生みかねない振る舞いは慎つつしむべきだろう。

　無論、アイリのためを思ってのことだけではない。それとは別に、目立つアイリと一緒に歩くのは、人目を避けて生きている匠にとっては苦痛、ということもあった。

　それらのことを考慮しての提案にアイリは、疑わしそうに匠たくみの目を覗のぞきこんでくる。

「ホント？　ちゃんと来てくれる？」

「ホ、ホントだから」

　アイリの顔が近く、匠は本を壁にする。アイリは納得してくれたのか、席を立った。

「オッケー。すっぽかしたりしたら、ぷんぷんだよ？」

　軽やかな足取りで図書室を後にするアイリ。匠はずっと張りつめていてしょうがなかった神経を緩めて、嘆たん息そくする。

　アイリへの恐怖心を呼気に交えて吐き出し、頭をクリアにする。平常心に戻ったことを確かめると、匠はアイリの目的を考えてみる。

　アイリはどうやら、匠の奉納点フエイスを始めとする戦力を自在にコントロールできるようだ。奉納点やアイテムを自由にできるのならば、今の匠はアイリにとって出し殻のようなものだろう。そんな立場にいながら、コンタクトを取り続けるとなると──

（取引、か）

　自分の力──チートを使っていつでも資産をぶっこ抜けるということを示したうえで、安全を保障してその引き換えになにかをさせる。アイリではできないなにかを、匠とミカに協力させようとしている。それが現実的に考えられる線だろう。

　一番可能性の高いことを筆頭にさまざまな交渉のパターンを想定し終えると、匠も席を立つ。これ以上待たせるとアイリがしびれを切らしてしまうかもしれず、歩みは自然と早足になった。

　歩きながらスマートフォンを取り出し、時刻を確認。昼休みはまだ、たっぷりある。交渉が長引いても三〇分は費やせる計算だ。

　別館に人影はまばらで、たまに特別教室で昼食をとっているグループがちらほら見られるくらいだ。匠は彼らに気付かれることなく、一気に屋上へと続く階段を上がる。

　昼休みの喧けん騒そうと隔離された、校舎の最さい果はて。もう使われなくなった机やイスが積み重ねられたその場所で、アイリが待ちわびるように匠を見下ろしていた。

　アイリの立つ位置から階段を挟んだ踊り場で、匠は足を止めて声をかける。

「お待たせ」

「神か峰みねく──」

　階段を駆け下りて来ようとするアイリに向かって手を突き出し、匠は制止した。

「ストップ。それ以上降りてこないで。念のため」

「えー、でもぉ」

　アイリはなにやらもじもじと内またになると、スカートの裾すそを押さえる。

「こ、この位置からだと、見えちゃわないかな……」

　予想していなかった発言に、匠の顔が発火したように赤くなる。

「み、見えないからっ。そんなつもりじゃないし。っていうか、からかうなよ……っ」

　匠たくみの反応にアイリが、やや後ろに下がって壁に背中を預ける形になった。

「しょうがないなぁ。……でも、いいよ。神か峰みねくんとお話しできるだけでアイリ、嬉うれしいもん」

　熱のこもった視線。初めて会った時と変わらないそれに、匠はいぶかしむ。

「単刀直入に言う。なんの用？」

　匠の問いにアイリが返したのは、きょとん、と小首を傾かしげる動作だ。

「んー？　用とか、そういうことじゃないよぉ？　神峰くんと一緒にいられれば、アイリそれだけで嬉しいもん」

　さすがアイドルだ、と匠は心の中で鼻を鳴らす。よくもまあ、こんな白々しい態度をとれたものだ、と。

「とぼけるなよ。ウソの告白をしてまで俺の奉納点フエイスを奪っておきながらも、トドメはささない。桃もも瀬せにはまだ俺を生かしておく理由がある。違う？」

　アイリは小首を傾かしげたまま、目を見開いていく。ややあって、ようやく匠の言葉の意味が伝わったのか、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「えーっ!?　もしかして神峰くん、アイリの告白、ウソだと思ってたの!?」

　その言葉に今度は、匠が目をぱちくりさせる番だった。

「……はい？」

　匠の反応にアイリは、両の拳こぶしを握って訴える。

「バカバカバカーッ！　アイリ、すっっっっごい勇気出して告白したんだよ!?　もーっ、信じらんない！　鈍感ってレベルじゃないよぉ！」

　匠はまだ自分の想定してきた展開と現実との乖かい離りが受け入れられず、マヌケ面をさらして問い返す。

「……へ？　あ、いや、あれ、俺を油断させるためのワナだったんじゃないの？」

「そんなわけないじゃん！　そんなことだけのために、アイリあんな恥ずかしいことしないよぉ！」

「そ、そうか……それは、ゴメン」

　アイリはいかにも「ぷんぷんだよぉ☆」という感じで頬ほおを膨らませた。

「だいたい、アイリ《戦せん極ごく》なんてどうでもいいもん。でも、神峰くんにとってはそうじゃないんでしょ？」

　耳を疑うような言葉に、ようやく匠は調子を取り戻す。

「……どういう、ことだ？」

　アイリは「んーと」と、考えを整理するように人差し指を小さな顎あご先に添そえる仕草を見せ、語りだした。

「だからね？　こうすると──」

　アイリがスマートフォンを取り出して、画面に指を滑らせる。反射的に匠たくみもスマートフォンを握った。

　アイリへの警戒を怠らないようにしつつ、画面に視線をやる。アイリが指を画面の上にスライドさせると匠の戦力は元の数値へと戻り、逆に下へとスライドさせると一気に奉納点フエイスが二桁けたまで落ちた。

　これで、明白。アイリはもはや、攻撃という過程をとるまでもなく匠の戦力を意のままにできるのだ。

　歯は噛がみする匠と対照的に、アイリは浮かれた声を上げる。

「神か峰みねくんは、アイリのことをちょー危ない敵って思ってくれるでしょ？　ってことは、神峰くんがアイリのことばっかり考えてくれるようになるじゃん？　それって、アイリにとってちょー幸せなんだよ？」

「……は？」

　発想が独特すぎて匠の理解が追いつかない。なに言ってんのこいつ、という以外の感想が出てこないのにアイリはさらに続ける。

「大好きな人が、アイリのことだけ考えてくれてるっ！　これ以上、きゅんきゅぅん！　ってすることなんてない！　アイリ今、人生で間違いなくサイコーに幸せだよぅ！」

　やんやんっ、と体をくねらせて、たわわな胸を揺らすアイリに、匠はあいた口がふさがらなかった。これは、なんというか、いわゆる──

（あかんやつやこれ）

　という状況であり、つい関西弁になってしまうくらいアイリの異常さは振り切れていた。

　一発で、交渉という選択肢が消える。用意してきた選択肢が、完全に水の泡となった。

　恐怖を通り越して称しよう賛さんしたくなるほどだ。よくもこんな本性を、今まで隠し通してこられたものだ、と。

　匠は空気に呑のまれまいと、虚勢を張って見せる。

「い、意味がわからないんだけど！　わかんないよ、桃もも瀬せの言ってること！」

　心外だ、といわんばかりにアイリは言い返す。

「カンタンなことだよぉ。好きな子に意地悪したくなる。これって、よく言うでしょ？　アイリがやってるのも、同じこと」

　あとね、と挟んでアイリが言うことには、

「自分じゃ気づいてないかもしれないけど、神峰くんの驚いたり困ったりしたときの顔、すごくかわいいの。アイリ、もっとその顔見たいなぁ」

　アイリが階段を下りてくる。それなのに匠は、先ほどのように制止することができなかった。

「ねえ、神か峰みねくん？　次はどんなイタズラしてほしい？　なにをすれば、アイリのこと見てくれる？　んーと、んーと、なんだろなぁ？」

　一歩、また一歩と距離が縮んでいく。やがてアイリは匠たくみの目の前まで来ると、匠の目を覗のぞきこんで尋たずねた。

「──Ｌｕｎａルナちゃん。Ｌｕｎａちゃんだけ神峰くんと一緒のギルドなんて、ずるいよね？　リタイア、させちゃおっか？」

　匠の感情が、瞬時に沸点に達した。

　Ｌｕｎａにとって《戦せん極ごく》は、たった一つの祈りだ。失ってしまったものを取り戻すための、かけがえのない希望だ。

　そんな彼女の運命をもてあそぶようにリタイアさせる、ということはさせられなかった。

「桃もも瀬せッ！」

　同時に、匠は自分の失策を悟る。自分が今のような態度を示してしまったことが、Ｌｕｎａが自分にとっての弱点であるという確信をアイリに与えてしまっていた。

　アイリは自分の優位を疑わない、いつもの間延びした口調で匠に語りかけてくる。

「やらないよぉ、まだ。神峰くんが、アイリのことだけ考えてくれてるうちはね？」

　まだ。その言葉が示す意味を考えて匠の心拍数が上がる。

　必要とあらば、やる。ならばその条件は──アイリにとってのスイッチはなんだ？

　匠が考えるまでもなく、アイリはその答えを口にする。

「でも、神峰くんがアイリ以外のことを考えるのなら……アイリ、さびしいから神峰くんの気を引くようなこと、するよ？　神峰くんには、アイリのことだけ考えていてほしいんだもん」

　匠の胴にアイリの腕が回される。

　匠にそれを拒むことは、できなかった。

「アイリね、やっぱり神峰くんのことが好き。そうやって自分じゃない誰かのために怒れるところが好き。勝算ないのに戦おうって無む茶ちやしちゃうところも好き。まっすぐ、自分の気持ちを貫こうとするところが大好き。もしそれが、アイリのためだったらって考えると──きゅんきゅぅん、ってするの。だからね、神峰くん。約束だよ？」

　アイリの体温も、体の柔らかさも遠い。人間ではない何かに抱き着かれているようで、匠の背に冷や汗がにじむ。

「アイリのことで、頭いっぱいにしててねっ☆」

　ファンに向けているのと同じであろう、天てん真しん爛らん漫まんな笑み。

　匠は漂ただよう残暑の気配も忘れて、その笑顔に寒気を覚えた。





参．







　アイリとの交渉とは到底言えない会話が終わり、午後の授業の予鈴が鳴る。

　授業の間も気が気じゃないまま過ごし、放課後。

《ラウンジ》までやってきた匠たくみは、一も二もなく抱きしめられた。

「んぐぅ！」

　いつもより抱きしめる力が強い。呼吸さえも困難な一方、耳元ではｈｓｈｓハスハスとミカの息遣いが聞こえる。

　ささやきかけるわけでもなく、ただ呼吸が繰り返される。それが匠にとっては、なにか糾弾を受けるより怖かった。

　浮気、撲ぼく滅めつすべし。それを標ひよう榜ぼうするミカの前で、二度もあんな真ま似ねを許したのだ。今度こそ匠の頭が爆はぜるか背骨が折れるかしてしまうかもしれない。

　匠はおそるおそる、声を絞り出す。

「ミ、ミカ？　あの──」

「なにも言わなくても結構。さすがに、同情します。……なんともまぁ、とんでもない女に目をつけられたものですね」

　寛かん大だいなお言葉を頂戴しただけではなく、ミカは先ほどより優しく抱き寄せてくる。

「だから今は、好きなだけ私に甘えてください。癒いやされますか？」

　癒されるなんてものじゃない。このままだとどっぷり依存してしまいそうだ。匠は常々思っているのだが、ミカにはもう少し遠慮というか、思春期男子に対する接し方を考えてもらいたい。

　このままだとＩＱが加速度的に低下していき、最終的には語ご彙いが「おっぱい～ん」だけになってしまう。そんなことを危き惧ぐした匠は、やんわりとミカから離れた。

「いや、大丈夫。心配には及ばない」

「そうですか」

　ミカの無表情が、やや不服そうになる。匠はミカの好意を無む下げにしてしまったことを悟り、慌ててつけ加えた。

「でも、ありがとうな？　ちょっと、気が楽になった」

　と、ミカの頭を撫なでる。これくらいなら、健全だ。

　ミカもまんざらじゃなさそうに、おとなしく頭を撫でられるがままにされている。匠は手のひらに伝わる感触が心地よく、わしゃわしゃとミカの頭を撫で続けた。

「けど、とんでもない、か。たしかに、それ以上の言葉が見つからないよなぁ、あいつ」

　匠が初めて接するタイプの人間だ。征せい士し郎ろうなんかは、わかりやすいタイプだった。金と、自分しか信じない銭ゲバ。だからこそ、その慢まん心しんの隙すきもつけたのだが、アイリが相手では匠たくみのプロファイリングも役に立たない。

　困こん惑わくする匠に同調するように、ミカが鼻を鳴らす。

「まったく、見るに堪たえませんね、重い女というのは」

「あー、うん。そう。まぁ、そうね」

　コメントに窮した。ツッコミ待ちなのかと思ったが、そうでなかった場合気まずいので口をつぐんでおく。沈黙は金。当たり障りなく、穏便に。匠の行動原理だ。

　煮え切らないような態度の匠をミカがまじまじと見み据すえ、口を開く。

「で、どうするつもりですか？　今後の対策等、聞かせてもらいたいのですが」

　匠は小さく肩をすくめ、ため息を漏らす。

「どうもこうも。桃もも瀬せの気が変わるのを待つしか、って感じで。後は『運営』に任せるとか」

　ミカは不満げだったが、挟めるほどの異論もないようで渋々といった風にうなずく。

「消極的ですが、現実的にそれしかありませんね」

「あとは、桃瀬の機嫌を損ねない程度に付き合うさ。Ｌｕｎａルナに迷惑かけるわけにもいかないし」

　それを聞いたとたんにミカが、目の色を変えた。

「付き合う？　それはどういう意味ですか？」

「あ、広義の意味での付き合うってことだから。『お付き合いする』とか、そういうんじゃないから」

「それならいいのです。てっきり、タクミが秘ひ孔こうのことを忘れたのではないかと思ってしまいました」

　それもあった。匠はグラビティ系女子の板挟みにあってこのまま消滅しそうな現状から目を逸そらそうと妄想にふける。

　どうせ挟まれるのなら板じゃなくておっぱいに挟まれたい。おっぱいサンドイッチには夢がある。

　いっそのことＩＱが低下して、おっぱいのことだけ考えていたい。そう思うほどに、匠は追い詰められていた。
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　翌日──匠はベッドの上でタオルケットにくるまり、陰いん鬱うつなため息をつく。

　今日も憂ゆう鬱うつな朝が始まった。学校に行きたくない。以前はコミュ障なりに処世術を押さえて、平穏な生活を送れていたため登校拒否にまで陥ることはなかった。

　そんなところに、アイリだ。今日はいったい、何をされるんだろうかと思うと、急に腹が痛み出した。なんとなくだが、担任に「今日休みます」と連絡したらこの痛みはなくなる気がする。

　安易な手段にすがろうとする一方で、休んだら休んだで後が怖い。「お見舞いに来たよ☆」なんてひょっこり自宅まで押しかけてこないとも言い切れない。というか、むしろそういうことをするやつだ、アイリは。

　匠たくみは、しぶしぶ学校に行く支度を始める。動きは緩慢で、一日ごとに重力が増している気さえした。どうなってんだ、地球。

　満員電車の煩わずらわしさも、これから待ち受ける試練に比べれば大したことない。そう言い聞かせて匠は人で溢あふれた箱に揺られる。人の波に流されて教室までやってくると、待っていたのはアイリの笑顔だった。

「神か峰みねくん、おはよっ☆」

　今の匠にはその笑顔がまぶしすぎる。光に焼かれないように目を細めつつ、匠はなんとか挨あい拶さつを返す。

「あ、ああ。おはよ」

　匠の顔を覗のぞきこんだアイリは、心配そうに尋たずねてくる。

「顔色悪いねー。だいじょぶ？」

　当のアイリが顔色を悪くさせているわけだが、そんなことを言えるわけがなくごまかす。

「あ、低血圧で、いつも朝はこんなもんだから。……桃もも瀬せは、その、朝から元気だな」

「そうだよぉ。アイドルが暗い顔してちゃいけないからねっ。いぇい☆」

　サービス精神旺おう盛せいに笑顔を振りまくアイリに、匠は少しずつアイドルのファンの気持ちがわかってきた。精神が摩ま耗もうしたところに、活力を与える。それがアイリのファンサービスだよ☆　というコンボなのだ、これは。どうすればこのコンボから抜け出せる──と匠は思考の海に潜った。

　アイリが何か言っているようだが、匠の耳には届かない。聞き流しているうちにチャイムが鳴り、アイリは長い髪をなびかせてターンする。

「っていうことだから神峰くん。今日のお昼、忘れないでよ？」

「えっ、あ、うん」

　半ば放心したまま、反射的に答えてしまった。

　もちろん、昼休みまで覚えているわけがない。
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　四時間目の授業はチャイムが鳴ってからもしばらく続き、ようやく解放された生徒たちは文句を口にしつつそれぞれ動く。

　匠たくみも口に出しこそしないが、勘弁してもらいたいと思いながら席を立った。さて、昨日読めなかった本の続きでも読もう、と図書室へ──

「神か峰みねくぅーん！」

　そのプランはあっさりと打ち砕かれる。

「約束通り、お弁当つくってきたよっ☆　一緒に食べよ？」

　アイリの言葉に、教室全体の空気がざわついた。

「アイリーンが……お弁当を!?」

「どこにそんな幸せ者が!?」

　ここにいるぞ！　と三国志の豪ごう傑けつ張りに声をあげられるコミュ力があればよかったのだが、むしろその逆だ。ただ静かに暮らしていたいだけなのになんでこんな仕打ちを受けなければならないのか──と嘆いても今さらどうすることもできない。粛しゆく々しゆくと、被害を最小限に抑えるように立ち回るのみだ。

　アイドルが手作り弁当を持ってきたとあって、教室は騒然としている。中には、よそのクラスに人を呼びに行くやつまでいた。行くなバカ、と匠は心の中で呪じゆ詛そを送る。

　遠巻きに見ているやつらだけではない。中には、勇猛果敢にも匠たちに声をかけてくるクラスメイトもいた。













「アイリちゃん！　ウチらも一緒していい？」

　などと女子の六人組のグループが声をかけてきたかと思えば、

「あの、オレらもいい？」

「えっと、神か峰みね？　神峰でよかったっけ？　神峰もキツイだろ。そんな、女子ばっかりってのは」

　男子の四人組がここに合流する。匠が状況に対応する前に、アイリはそれらを受け入れてしまった。

「うんっ！　机、くっつけよ☆」

　ガタガタと机を動かし、あれよあれよという間に大所帯の完成である。スクールカーストの頂点に君くん臨りんする方々に囲まれることは、匠の胃に多大な負担をもたらした。

　緊張でゲロが出そうだ。誇こ張ちようではなく匠は、そう思う。ゲロでなくても魂が口から半分くらい出ている。そんな心境だ。

　なにやら盛り上がっている中で、女子の一人が問いかけてくる。

「けど、知らなかったなぁ。アイリちゃんと神峰くんって、いつの間にそんな仲良くなってたの？」

「えへへぇ、ナイショ☆」

「えー、教えてよー。……ね、神峰くんっ。実際、そこのとこどうなの？」

　話したことのない女子に話しかけられた匠たくみは、びくっ！　と縮こまって答える。

「え？　あ、いやー……桃もも瀬せがナイショって言うんなら、ナイショで」

「あー。なんか怪しいーっ」

　やいのやいのと女子に囲まれているのを気遣ってくれてか、男子たちが助け舟を出してくれる。

「いやー、神峰と話すのって初めてだわ」

「っていうか、神峰って昼休みどこ行ってんの？　他のクラスのダチんとこ？」

　話を振られる、というのに慣れていない匠は、やや口ごもりつつ返す。

「えっ？　あ、図書室」

　匠が慣れているテンポよりも速く、その男子は返してくる。

「図書室？　まっすぐ？　メシは？」

「食わない」

　端的に返すと、矢継ぎ早に問われた。

「なにそれ？　ダイエット？」

「っていうか、メシも食わずにずっと本読んでるわけ？」

「ああ。うん。そうだけど」

　ヤバい、この空気。完全に歯車がずれている。

　匠たくみが危機感を覚え、胃を雑ぞう巾きんのように絞られている気分でいたところ、今度は女子から救いの手が差し伸べられた。

「ねねね、アイリちゃん。どんなお弁当作ってきたの？」

「えー、フツーのだよぅ、フツーの」

「神峰くん、神か峰みねくん！　早くフタとってよフタ！」

「あ、ああ」

　話題を変えてくれたことには感謝するが、一抹の不安もある。このフタの向こうが、どうなっているか、だ。

　一番ありえそうなのは、桜でんぶでハートが描いてあるアレだ。アレだけは勘弁してほしい。想像するだけで鳥肌が立つ。

　次にありえそうなのが、やたらオサレとか、メルヘンチックとかいうパターン。アイリのことだから妙に手の込んだ、匠が名前しか知らないようなものを詰め込んできているかもしれない。

　弁当なんて卵焼きとウィンナーに、あとなんか煮物でもついてりゃいいんだけど──などと思いつつ、フタを開けてみる匠。

　現れたのは、まったく予想を外したものだった。

　その光景に、女子たちも声を上げる。

「シャケ！」

「弁！」

　弁当箱の左半分には白米と、その上で存在感を主張するメインの一品。右半分にはバリエーション豊かなおかずが並んでいるが、匠が危き惧ぐしたような見み栄ばえを重視してとっ散らかったものではない。栄養バランスを考えて添そえられている。

　アイリの存在のように、華はない。だけどそこには、確かに心遣いが感じられる。そのことを弁当から読み取ったのか男子たちも声を上げた。

「おぉ……」

「家庭的だ」

　匠も同感。正直、意外だった。アイリがこんな弁当を作るなんて。

　まじまじと弁当を眺めていた匠は、ふと視線に気づく。顔をあげるとその視線の主──アイリは照れくさそうに笑った。

「えへへぇ☆」

「──っ」

　思わず、どきりとしてしまう。敵のくせに、そんな笑顔は反則だ。

　匠が葛かつ藤とうしていると、アイリが率先して声を上げた。

「それじゃ、いただきまーす☆」

「「「いただきまーす」」」

　と唱和して弁当を食べ始める。匠たくみはどこから箸はしをつけたものかと考え、とりあえずメインを飾っているシャケを口に運んだ。

　適度な塩気が、箸を進ませる。続けて米を口に運ぶが、これも匠の好みに合った、やややわらかめの炊き加減だ。

　卵焼きや筑ちく前ぜん煮にといったおかずたちも、出しゃばることなくあくまでメインであるシャケを引き立たせる役を買って出ていてくれる。ブロッコリーとインゲンのナムルも、いい存在感だ。まだ匠の家庭に団だん欒らんがあったころ、母が弁当に入れてくれたブロッコリーはマヨネーズを添えただけのものであったが、こってりしたものが欲しくなる年頃になってきた今は、このゴマ油の香ばしさが嬉うれしい。

　米、おかず、と交互に箸が動く。結論から言って、バランスのいい弁当だった。毎日食っても飽きが来ない。これがから揚げ弁当だの焼肉弁当だのだったら、さすがに食べ盛りの男子高校生でもうんざりするだろうが、これなら毎日だって歓迎だ。

　自然と箸が進む。おそらく、体が栄養素を求めていたのだろう。しばらくまともに野菜を摂とっていなかったせいか、体に栄養素が染み渡ってきている気がした。

　ふと、匠は自分に向けられる視線に気づく。アイリが、なにか言ってほしそうにじっとこちらを見ていた。

　無視するわけにもいかず、匠は率そつ直ちよくに告げる。

「……あぁ。美う味まいよ。サンキュ」

　アイリは安心したのか、大げさに胸をなでおろした。

「良かったぁ～。ね、ねっ☆　神か峰みね君は、どれが一番お気に入り？」

　とっさに、匠は身構える。この質問──俺は今、試されている、と。

　せっかく作ったのだから、自分が一番頑張ったものを誉ほめてもらいたい。そんな感情は誰にでもあるだろう。ならば、どれだ？

　考えても仕方なく、結局匠は直感に任せる。

「──卵焼き」

　どうやらこの答えで正解らしく、アイリの顔がほころぶ。匠も平静を努めつつ、ほっと一息ついた。

「やった☆　アイリね、甘くない卵焼きは作るの初めてだから、失敗しちゃわないか不安だったんだぁ。神峰くん、甘くない方が好きだもんね？」

　確かにその通りだが匠は今までそのことを誰かに話した覚えはない。どこからその情報漏れたのこの人超怖いんですけど──顔にこそ出さなかったが、匠は血の気が引く思いをする。

　恐怖から目を逸そらすため、匠は話題を変える。

「あと、シャケもうまいね。なんか、特別なやつ？」

「んーん。スーパーで買ったやつ、塩しお麹こうじに漬けただけだよ？　特別なやつ買っても、それじゃ神か峰みねくんに毎日食べてもらえないもん」

　塩麹。聞いたことだけはある。

　匠たくみがそう思っていると、女子の一人が声を上げた。

「アイリちゃん、料理得意なんだね！」

「と、得意じゃないよぉ。今も、アイリなんかのお弁当みんなに見られるの恥ずかしいんだけど──」

　きゅん、と体を小さく縮めたアイリの口から、ささやくような、それでもなお響き渡る声が紡つむぎだされる。

「がんばっちゃった。神峰くんのためだもん」

　静まり返る空気。

　一拍置いて、机を囲んでいたクラスメイトたちがガタッ！　と立ち上がった。

「や、やっぱりウチら、退散した方がいいんじゃないかな？」

　女子の一人が言うと、男子も自分たちの増長を思い知らされたかのように震えた声でうろたえる。

「あの、スイマセン！　お邪魔しました！」

「急に他人行儀にならないでほしいんだけど！」

　このままでは誤解を抱かれたままになりかねない。匠の懇こん願がんを、アイリも後押しした。

「そうだよぉ。アイリ、みんなともいっぱいお話ししたいもん」

　後光が差すような笑顔を振りまかれたクラスメイトたちは、そろって目じりに涙を浮かべる。

「ええ子や……」

「マジ天使すぎる……」

　今にもむせび泣きそうな勢いだが、匠は心の中で思う。天使なんかじゃない。むしろ悪魔だ。それどころか大魔王なんですよそいつ、と。

　弁当は美う味まいが匠は、ふと、とあるフレーズを思い出す。有名なＲＰＧを題材とした漫画で、ラスボスはこう告げるのだ。

　大魔王からは逃げられない──と。
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　放課後、担当となっている場所の掃除を終えて匠は教室に帰ってくる。カバンからヘッドフォンを取り出し、耳につけようとしたその時だ。

「神か峰みねー」

　びくっ！　と反応してしまいそうなところを、なんとか抑える。平静を取とり繕つくろって振り返ると、そこには昼休みに机を囲んだメンツの一人がいた。

　いかにもチャラい系のリア充といった雰囲気を惜しみなく出している彼が問うことには、

「この後、ヒマ？　どっか遊び行こうかなーって、感じなんだけど」

　コミュ障ならではの観察眼を、匠たくみはここぞとばかりに発揮する。その結果──

「……悪わりィ。ちょい、今日は用事があるんで」

　匠の返事にその男子は、あっさりと引き下がった。

「そっか。んじゃ、また別の機会に誘うわ」

「あ、あぁ。また」

　去っていく姿を見て、匠はほっとする。どうやら、誘いを断ったことで悪い印象を持たれたということはなさそうだ。見立てのとおりである。

　今度こそ、帰ろう。ヘッドフォンをつけようとした匠は、ふと違和感を覚えてその手を止める。

　そうしている間に、また声をかけられた。

「かーみーねくんっ」

　来た。できればこうなる前にとっとと下校してしまいたかったのだが、一足遅かった。

　振り返るとそこには、満面の笑みのアイリ。アイリから照れくささと期待をこめた笑顔を向けられる。

「えへへっ……いっしょに帰ろう？」

　どうせ断れないんだろうな、と思いつつも匠は、できるかぎりの抵抗をする。

「いっしょに帰るって言ったって、お前どこに住んでるの？　そもそも、電車通学なの？」

「うんっ☆　今日はね、たまたまダンスのレッスンの場所が渋谷だから神峰くんといっしょに行きたいんだよっ☆」

　アイリの返事に匠は違和感を覚える。少し考えてその正体に行きつき、

「なんでお前、オレの家の最寄駅が渋谷だって──」

「だって神峰くんのことだもん。好きな人のことなんだから、知ってて当然でしょ？」

「そ、そっかー。当然かー」

　卵焼きのことといい、どこから情報が漏ろう洩えいしているのか。情報保護の重要性を改めて唱えたくなる。

　匠が背中に冷や汗をダラダラ流していると、アイリは「てへっ☆」という感じに小さく舌を出す。

「そういえば、ゴメンね？　また神峰くんの大事なもの、奪っちゃった」

　やはり先ほど覚えた違和感は、匠たくみの勘違いではないらしい。匠は小さくため息を零こぼす。

「やっぱり、お前の影響か。俺の影の薄さがなくなってきてるのは」

「うんっ☆　アイリと一緒にいるから、目立つようになっちゃったね」

　クラスメイトが匠を見つけて、声をかけるなんてありえないはずだ。ありえないことが起こった原因は、ただ一つ。今まで誰の気にも留とめられていなかった匠が、アイリという存在のせいで目立つようになったためだ。

　まるで強烈な光で、影がくっきりとできるように。

「ほんっっっと、ゴメンね!?　でもアイリ、神か峰みねくんのこと大好きだから心配することなんてないよぉ？　神峰くんは、アイリがこれから全力で幸せにしちゃうんだからっ☆」

　頭痛の種がまた一つ増えたことに匠は頭を抱えたくなるが、いつまでもそうして突っ立っているわけにもいかず、昇降口に向かって歩き出す。途中、ヘッドフォンを教師に見とがめられると面倒くさいことになりそうなので、カバンに押しこんだ。

　カバンの空きスペースはヘッドフォンがぎりぎり収まりきらないくらいで、匠は仕方なくジッパーを開けたままにする。目ざとくそれを見つけたアイリが匠に尋たずねてきた。

「神峰くん、いつもヘッドフォンしてるけどなに聴いてるの？　アイリの歌だと、嬉うれしいなぁ」

　期待してくれるアイリには悪いが、匠は最近の歌に縁遠い。ごまかすことなく、正直に告げた。

「昔のゲーム音楽。ＦＭ音源の」

「えふえむって、あの、ピコピコーってやつ？」

「そ。その、ピコピコ」

　そもそも匠はレトロゲームを愛している。やれネット対戦だ協力プレイだという要素がないのはコミュ障にとってありがたい。

　古典の名作よ、もっと蘇よみがえれ。具体的に言うとゲームアーカイブスやバーチャルコンソールのさらなる充実化を切に願う。

　などということに思いを馳はせていると、アイリが微笑ほほえみかけてくる。

「アイリも聴いてみたいなぁ。イヤフォンだったら、二人で左右使って聴けるのにね」

　いかにもカップル、という絵面を想像して匠は気恥ずかしくなる。なんと返していいものかわからず口を閉ざしていると、アイリは『名案』とばかりに手を打った。

「そうだっ。デンキ屋さん寄ってかない？　アイリ、オススメのイヤフォンあるんだぁ」

「いや、買ってもらったところで、そっちに乗り換えたりしないから」

「えー。でもぉ、ヘッドフォンって肩こらない？　それとも、なんか音にこだわりあるタイプ？」

「別に。聴けりゃなんだっていいけど」

　そう。音にこだわりがあるのはあの人──このヘッドフォンを匠たくみに贈った人物だ。匠は普段ほとんど思い出さない顔を思い浮かべて、続ける。

「親父おやじのプレゼントでさ。思い入れってやつ」

　そうでもなければこのクソ暑いのに耳が蒸れるヘッドフォンなど使ったりしない。アイリは興味深そうに、続けて問うてくる。

「お父さんと仲いいんだ？」

「や、年に一回会うくらいだけど」

　端的に匠が答えると、それまで輝くようだったアイリの笑顔が、みるみるうちに曇っていった。

「ア、アイリ、もしかして地雷ふんじゃった？」

　アイリもこんな顔をするのか、と匠は意外に感じた。どこか人の機き微びに鈍感そうなところがあり、だからこそ苦手意識を持っていたが、今の反応でそれが薄れる。自然と口元がほころんだ。

「地雷なんて、そんな大したもんじゃないよ。母子家庭くらい、いまどき珍しくもない」

「で、でもごめんねぇ？　なんか、お詫わびさせて？」

　お詫び、と言われて匠が思いつくことはただ一つだ。

「チートやめて」

「……えへへぇ。それはねー、ちょっと」

　困ったように眉まゆをハの字にするアイリに、匠は自分なりの真しん摯しな思いをぶつける。

「桃もも瀬せが《戦せん極ごく》のプレイヤーとしてまっとうに戦ってくれるんだったら、俺のギルドに誘いたいんだけど」

　アイリの目が見開かれる。匠は横目でそれを見るだけで、いつもどおり目を合わせることができないまま告げる。

「別に、敵対することもないだろ。お前が俺のことを──」

　その単語を口にするのがためらわれたが、匠は恥ずかしさを振り切って続けた。

「……好き、って言ってくれるんなら。和わ気き藹あい々あいとやったほうが、お互いにとっていいんじゃないかなーって」

　そういう道もあるはずだ。アイリにとって《戦極》が『どうでもいい』と断言できるものならば、アイリは勝利にこだわる必要はない。匠の気を引くことだけが目的ならば、こんな形じゃなくてもやり方はいくらでもあるはずだ。

「《戦極》のバトルロイヤルってルール上、終盤になったらやっぱ戦うことになるのかもしれないけどさ。それまでは、お前と一緒に戦えればって思うよ。せっかく、偶然にもこんな変なゲームに参加してるやつがクラスメイトにいたんなら」

　匠とてもはや孤高を気取るほど幼くはない。誰かのために戦い、誰かとともに戦う──その中にアイリを含むことを、厭いといはしない。

　自分も、自分を取り巻く世界も嫌いだった匠たくみにＬｕｎａルナは言ってくれた。『アンタも世界も、アンタが思っているより優しい』と。

　ならば、アイリとだってともに歩めるはずなのだ。

　匠の声に含まれる真剣さが伝わったのだろう。アイリもファンに向けるような笑顔をひっこめた。

「……嬉うれしいよ、すごく。でもね、それじゃダメなの。それじゃ神か峰みねくん、アイリのことだけ見てくれない」

　思いつめたようなアイリの声に匠の胸も絞しめつけられる。こんな自分に惚ほれてくれたのはありがたい。

　だけど──

「桃もも瀬せ。お前がなにをしようが、俺はお前だけを見ることはないよ。俺みたいなやつが言えた立場じゃないけど、二人ぼっちじゃ見られない景色もあるだろうよ、この世界には」

　一昔前の匠の口からは、決して出なかった言葉。

　匠をそうさせたのは、Ｌｕｎａが語った景色だ。

「お前もアイドルだ。それくらいのこと、わかってるんだろ？」

　かつてＬｕｎａは言った。世界が同じ色に染まる瞬間が──人が一つになり、関かかわった人数以上の幸福を生み出す一瞬があると。

　ならば、二人ぼっちで世界を閉ざすことの寂しさを、アイリもわからないはずがない。アイリだって見てきたはずなのだ、その景色を。

「そうかも、知れないけど──」

　二つの感情の間で葛かつ藤とうするアイリに、匠はダメ押しをする。

「少なくとも俺は、今のままじゃお前を『なんとかして倒さなければいけない敵』としてしか見られないよ。弁当作ってきてもらっても、一緒に帰ろうって誘ってもらっても、ぜんぶお前がズルして俺の邪魔をしているって事実が先に来るんだ」

　だから、アイリがチートさえやめてくれれば、《戦せん極ごく》でともに戦う仲間とも、高たか嶺ねの花はなのクラスメイトとも思える。口下手なりに匠はそのことを伝えたつもりだったが──

「……そっか。そうなんだ」

　アイリはつぶやくと、匠の手を引く。

「神峰くん、ちょっとこっち」

「え？　な、なに？」

　豹ひよう変へんしたアイリの態度にうろたえながら、匠はどうにかこうにかアイリの後ろについていく。下げ駄た箱ばこを通り過ぎ、匠が連れてこられたのは人気のない校舎の片隅だった。

　匠を壁に押しつけたアイリは、ドン！　と壁に手をついて匠の逃げ道を塞ふさぐ。アイリの顔がすぐそばにあり、絶体絶命という言葉が匠たくみの頭に浮かんだ。

「神か峰みねくん、やっぱりアイリの気持ちわかってくれてないみたいだから、少し強引に行くね？」

「ちょ、ちょっと！　マズいって！　こんなとこ、誰かに見られたら！」

　アイリは匠の言葉が届いていないかのように、スマートフォンを取り出して画面に指を滑らせる。同様に匠のポケットからもスマートフォンを抜き、匠の手を上から握って指し紋もん認にん証しようをさせる。

《戦せん極ごく》のアイコンをタップ。メイン画面が立ち上がり、左下──【転送】のアイコンに触れた途端──

「──ね？　一緒に、イこ？」

　体を、エレベーターが上昇するような足もとが引きつけられる感覚が襲う。

　数秒の後、その体を包む重力から解放されて匠は、自分の足が地を踏みしめているのを実感した。

　整然と伸びる石いし畳だたみと、それを囲う森。夕暮れ時の色に染まった、静せい謐ひつな境けい内だい。

《隔かく離り世よ》に移動すると同時に、匠の手が強く引かれる。次の瞬間、たゆんとした二つの感触が匠の背に当たった。

　アイリは匠の後ろにいる存在に、いつもとは少し違う──牽けん制せいするような笑顔を向ける。

「いつもそっちからは見てるだろうけど、初めまして。桃もも瀬せアイリです。よろしくね、タケミカヅチ様」

　あくまで牽制を放ってきたにすぎなかったアイリに対してミカが返したのは、敵意が濃くにじんだ声だった。

「は？　よろしくされるとでも思っているのですかその頭には豆腐でも詰まっているのですかかち割って確かめてみてもいいですか？」

「ヤダー、暴力的ー。やっぱり軍神サマってガサツなんですねー」

　思った以上に、一触即発──ミカがアイリのことを敵視しているのは予想できていたことだが、アイリもそれを真っ向から受け止めるどころか自分からも敵意を向ける。

　さらに──アイリの横に立っていた小柄な影が、アイリをかばうように前に出る。

「アイリを傷つけるなら、許さない」

　黒と白を基き調ちようにしたフリル満載の衣装──いわゆるゴスロリに包まれた体は小さく、アイリの胸元までしか背丈がない。体にも声にも起伏はなく、匠の第一印象は『アンティークドールのようだ』、というものだ。

　顔だちも西洋風で、アイリと並ぶと実に絵になる。アイリはパートナーの銀色にきらめくツインテールをむんずとつかむと、ぴょこぴょこ動かしながら自分の宝物を自慢するように紹介した。

「じゃーんっ☆　これが、アイリのパートナー！　こころちゃんでーす！」

「……うぃ。こころちゃん。どうも」

　ミカとはまた違った感じでマイペースそうなアイリのパートナー、こころちゃんとやらは、匠たくみの目を見たまま腰を折ってお辞じ儀ぎをする。おかげで、首が妙な角度に曲がるということになっていた。

　しげしげと、こころを見つめ匠は考える。見れば見るほどテンプレ的なゴスロリ幼女なのだが、Ｌｕｎａルナに対するチロといい、アイドルにはそういう趣味の人間が多いのだろうか？

　芸能界にはびこる風潮に、一抹の期待を見た気がした。いいぞ、もっとやれ。

　などということを考えている場合ではない。匠はアイリが自分を《隔かく離り世よ》に連れてきた意味を考える。これから《デュエル》を始めようとでもいうのだろうか？　《デュエル》はお互いの承しよう諾だくがないとできないようになっているが、アイリのチートを考えればルールに守られているから、とタカをくくることはできない。

　だが、それは杞き憂ゆうだった。アイリはいつもの調子に戻って宣言する。

「今から、神か峰みねくんには、アイリたちの大事なところ、見せちゃいまーす☆　神峰くんにだけ、特別なんだからっ」

「なっ、なに言い出してんの、いきなりっ!?」













　アイリが突然した宣言に、匠たくみはしどろもどろになる。もちろん、ミカもそんな言葉は聞き捨てにすることはできず、また体から紫し電でんをほとばしらせた。

「挑発をするにしても、もう少し言葉を選んだ方がいいと助言させてもらいます。あなたも『アイドルが落雷で死亡』なんて記事で新聞の一面を飾りたくはないでしょう？」

　慌てふためく匠といらだつミカ。

　両者を見み据すえて、アイリは告げる。

「こころちゃんの能力、教えてあげる」

「「──！」」

　これには匠もミカも驚きよう愕がくを隠せなかった。アイリの提案は、戦いの定じよう石せきから逸脱しすぎている。

　手の内は伏ふせる。それが原則だ。たとえ相手にブラフとして情報を与えようと、それをブラフとして踏まえたうえで戦力を逆算する、という機会を相手は得ることになる。

「神か峰みねくん、アイリたちのこと倒したくてたまらないんでしょ？　だから、教えてあげる。そのヒント。アイリたちがどんな力を使ってるか知ったら神峰くん、もっとアイリのこと考えてくれるよね？」

　匠の観察眼はアイリの言葉に嘘うそはないと判断する。表情や声の調子からでは、アイリが、匠に自分のことだけ考えてもらうために戦力を明かす、ということしかわからなかった。

　これで嘘だとしたら、アイドルというものは大したものだ。Ｌｕｎａルナはアイリのことを『裏表がない』と評していたが、それすらアイリの話術にたぶらかされた、と言わざるを得ない。

「お前……マジで、そこまでするつもり？」

「マジだよぉ？　少なくとも──」

　アイリは普段のにこやかな印象とかけ離れた、好戦的な笑みでミカと相対する。

「あなたには負けないくらい。アイリは、神峰くんのことが大好き。神峰くんのこと、ぜったい渡さない」

　ミカは負けじと、鼻を鳴らしてみせた。

「いいでしょう。その言葉、いつまで吐けるか見せてもらいます」

　火花を飛ばしあう二人はさておき、匠が気になるのはアイリのパートナー、こころだ。プレイヤーであるアイリが能力を明かす、と言っているのに異論一つ挟まず、アイリの方針どおりにしている。

　それがこの二人の関係と言えばそれまでだが、あまりにも主体性がなさすぎやしないだろうか。匠が疑問に思っていると、その視線に気づいたこころが首を傾かしげ、また妙な角度から匠を見上げてくる。

「……うぃ？」

　じっと見上げる瞳ひとみに匠たくみは、まったく正反対の二つの印象を受ける。

　一つは、最初に抱いた印象どおり。人形のようであり、ただアイリの言うがままに戦いそうな神でありながら──

　強烈に漂ただよう、同類としての匂におい。匠がこの神を観察しているのと同じで、この神も匠のことを観察している。

　相手が何者で、どんな行動をとってくるのか。それを吟ぎん味みしようとする目だ。人の視線を意識し続けてきた匠は、本能的にこころの視界に入ることを避けた。

「じゃあ、今からデモンストレーションみたいな感じで、さくっと他のプレイヤー倒してくるから☆　神か峰みねくんにはアイリのフレンド申請、受理してもらいたいなぁ。そうすれば、通話機能使ってアイリが実況できるでしょ？」

　プレイヤーはフレンド同士でのみ、アプリに搭載されている通話機能を使える。匠は逡しゆん巡じゆんしたが、スマートフォンの画面に指を滑らせて【フレンド】のアイコンをタップした。

「受理した。確認してくれ」

　アイリは画面に指を滑らせると、にわかにスマートフォンを抱きしめて声を上げる。

「きゅぅぅぅぅぅうん！」

　いきなりの大声に匠は小動物のように体を縮める。暴れだす心臓に必死で「落ち着け」と言い聞かせる中、アイリは「やんやんっ☆」と体をねじって喜びに悶もだえていた。

「ありがと！　神峰くんのおかげでアイリ、テンション・マックス！　ってわけだよ！　こころちゃん、よろしくねぇ☆」

「うぃ」

「それじゃ、れっつ、ごーっ☆」

　これから戦いに行くという雰囲気ではない。アイリのもとからの人柄なのか、古参の余裕なのか、はたまたチーターの慢まん心しんなのか──二つの背中が鳥居の向こうに消えるのを匠が見届けると、だ。

「……あの女」

　匠の横で、バチバチッ！　とスパークが飛んだ。

「急にしゃしゃり出てきた分際で。私が何年タクミを見守っていたと思っているのですか……っ！」

　ミカの立腹に合わせて全身から放たれる雷光が激しさを増す。普段のミカからは考えられない反応だった。

「え、えっと、あの、ミカ？　とりあえず、落ち着こうか？　髪の毛、静電気ですごいことになってるし。超サイヤ人みたいになってる。Ｓｐａｒｋｉｎｇ！　してる」

　雷光を放たれては、気安く肩を叩たたくこともできない。匠がビビって手を出したり引っこめたりしていると、ミカは何とか落ち着いてくれた。

「──失礼。取り乱してしまいました」

　髪を手て櫛ぐしで直しつつ、いつもの無表情に戻ったミカを匠たくみは気遣う。

「や、取とり繕つくろわなくてもいいんだけど」

「取り繕う？　はて、なんのことでしょうか？」

　あくまでも涼しい顔をしようとするミカだが、今さらもう遅い。ミカがどれほど匠のことを思ってくれているのか、改めて気づかされてしまった。

「……そんな前から、俺のこと見てくれてたんだ？」

　目を合わせられないのはいつものことだが、恥ずかしさで余計に気まずくなる。それを隙すきと見たのか、ミカが匠を抱き寄せてきた。

　ミカの手が匠の頭に伸び、子どもをあやすようになでられる。

「幼いころのタクミは、それはそれはかわいかったのですよ？　や、今もかわいいですけれど。鹿か島しまの地から離れようと、ずっと気にかけていました」

「そ、そう、だったんだ？」

　ミカは、匠の頭をなでながら続ける。

「鹿島アントラーズと同じくらい大事に思っていました」

「それ、ただ地元のチーム応援してるだけだよな!?」

「地元サポーターの熱ねつ狂きようっぷりを見れば、タクミも私の愛がどれほどのものか理解できるはずです」

「まあ、ガチなファンって怖いところがあるよな」

　他人への興味が薄い匠にとっては、なぜにスポーツの勝った負けたで一喜一憂できるかわからない。しょせん他人事じゃん、という気分だ。

　だが、それもいずれわかるのかもしれない。他者と思いを共有するということを、この戦いを通して思い出したその時には。

　ワールドカップやオリンピックで周りが盛り上がるたび、それを離れたところから冷めた目で見ていた匠だが、今度は自分もその輪に入れるかもしれない。そんなことを思っていると、スマートフォンのスピーカーからアイリの声がした。

『神か峰みねくーん！　準備、いい？』

「あ、ちょっと待って」

　匠はいそいそと《デュエル》の観戦の準備をする。メインメニューから【観戦】のボタンをタップ。並ぶ《デュエル》の数は多く、画面をスクロールして探していくのは面倒だ。匠は画面の右上にある虫眼鏡のアイコンに触れて、アイリの名前を入力した。

　フリック入力のために指を動かしながら、念のため匠は尋たずねる。

「桃もも瀬せ。お前、プレイヤーネームも『アイリ』でいいの？」

『【アイリーン☆】で登録してあるから、アイリでも出ると思うよ』

「あ、うん。出た」

　その名前を見て匠たくみは「ゴー☆ジャスみたいだ」と取り留とめのないことを思う。一度思ってしまったが最後、宇宙海かい賊ぞくが頭から離れなくなった。

「タクミ、どうしたのですか？　神妙な顔をして」

「……いや、なんでもない」

　まだ助かる、とか思っている場合ではない。匠はサムネイルをタップして、画面を拡大させた。

　すでにカウントダウンが始まっていたところで、画面には大きく『弐』と表示されている。アイリの相手は匠たちと同じく学校が終わったばかりの学生らしく、ワイシャツに黒のスラックスという姿の少年だ。彼が連れているパートナーは縦のラインが入ったセーターを着た長身の女性で、おとなしそうな外見と裏腹にその胸元は暴力的な存在感を主張している。アイリとの確執を抜きにして匠は、二人を応援したくなった。

『それじゃ、インストラクション・ワンだよ。とりあえず、スキルから紹介していくね』

《戦せん極ごく》の観戦機能は、プレイヤーたちのプライベートに考慮、ということで音声をオフにしてあるということだ。画面上ではアイリの相手が何か言っているようだがそれは匠には聞こえず、通話しているアイリの声だけが聞こえてくる。

『あ、気にしないでくださーい。こっちのことなんで』

　画面に表示される数字が『壱いち』に切り替わる。アイリより自分の方が緊張しているんじゃないかと匠が思っているうちに──

　数字が『零ゼロ』に変わり、プレイヤーたちは動きだした。

『いつものパターンでいくね。こころちゃん──《ディープミスト》っ☆』

『うぃ』

　アイリがそのスキルを使ったとたん、周囲に霧きりが立ちこめる。アイリの背後に使用した奉納点フエイスを表示するエフェクトが表れたが、それは現世で匠に代替執行オルタナテイブを用いたのと同じ、【零】という特殊なものだった。

　画面が白く染まり、何も見えなくなる。スピーカーから聞こえるアイリの声だけが頼りであるが──

『続けてぇ、《スパークミスト》』

　画面が鋭い光を放ち、匠は反射的に目をかばう。スピーカーからは、相変わらずアイリののんびりとした声が続いていた。

『って、こんな感じでいつもは視界を奪ったところからわからん殺しをするんだけど、今日は特別にこころちゃんのスキルをさらに公開しちゃいまーす☆　《アゲインスト》！』

　突風が吹き荒れ、たちまち画面を満たしていた霧を吹き飛ばす。視界がクリアになると、アイリは中継のカメラがどこにあるのか把握しているように首を傾けてこちらを見てきた。

『これは、敵の攻撃を遅ち延えんさせるスキル。他にも今みたいにフィールドにある障害物を吹き飛ばしたりできるんだよ』

　アイリの猛もう攻こうは止まらない。たちまち、フィールドに拳こぶしほどもある大粒の雹ひようが降り注いだ。

『《ヘイルストーム》──これは、広範囲に攻撃できるスキル。このスキルで相手の動きを制限、誘導して』

　かーらーのー、と続き、

　逃げ惑っていた敵のプレイヤーとパートナーの動きが、不意に止まった。

　こころによる雹の攻撃も止まっているが、相手は動かない──いや、動けないのだ。目を凝らすとその原因がわかり、アイリからも解説があった。

『こころちゃんのメイン武器は、弦いと。これで相手を縛ったり、ざっくり斬きったりしちゃいまーす☆』

　相手のプレイヤーの腕が弦に絞られ、そのまま断たれる。ダメージを受けたことを示すエフェクトである、血しぶき代わりの漆しつ黒こくの液体が断面から迸ほとばしった。

　相手のＨＰは今の一撃でがっつり減らされ、たちまち二割を切ったことを意味するレッドゾーンに突入する。放してくれ、と懇こん願がんしているような相手の声など届いていないように、アイリは思し案あん気げに首をかしげた。

『んー、このままだと、ぜんぶ説明しないうちに倒しちゃうかな？　じゃ、予定よりちょっと早いけど紹介しよっか。代替執行オルタナテイブ・攻ソード』

　またアイリの背後に【零ゼロ】とエフェクトが浮かび、その手から光の剣が伸びる。アイリは大ぶりの鉈なたほどもあるそれを、相手のパートナーの肩に添そえた。

『こころちゃんのアビリティは、本来なら『代替執行のダメージが二倍になる』ってものだったんだけどね、こころちゃん、頭いいからそのデータを書き換えてくれたの。そうして生まれ変わった、こころちゃんの新しいアビリティ。それが──《コネクト》』

　小さく振り上げた鉈を、アイリは重さに任せて振り下ろす。相手のパートナーの腕が根元から落とされ、間欠泉のように漆黒のエフェクトが噴き出るが不思議なことにＨＰゲージは減っていなかった。

　代替執行はそもそも、使用した奉納点フエイスに比例したダメージを与える、というものだ。ならばアイリの攻撃も、ダメージはゼロということだろうか？

　じゃあそもそも、なんで攻撃した？　その理由がアイリの口から語られる。

『代替執行による攻撃が成功した場合、相手プレイヤーの情報を好きなようにいじることができる。これが、こころちゃんが作ってくれた力』

　アイリの声がさらに、自慢げにトーンを上げる。

『オマケで、そのプレイヤーについての情報もわかるんだよ？　食べ物の好みも、どこに住んでるのかも。知りたいこと、ぜーんぶわかっちゃう。この力のおかげでアイリ、大助かり。偉いよ、こころちゃん』

『うぃ。アイリのため、がんばった』

　自慢げにささやかな胸を反らすこころを、アイリは後ろから抱きしめる。

『やーん！　こころちゃん、いい子、いい子☆　もう、ちょーお手柄だよ、こころちゃん！』

『うぃ。アイリのためにがんばるのは、当然のこと』

　そこまで説明すると、アイリは拘束していた相手を解放する。突然のことに、アイリとこころ以外の誰もが当惑の表情を浮かべた。

　アイリの対戦相手は、突然のことに面食らっていたが極度の恐怖に突き動かされてパートナーをアイリたちにけしかける。こころが吹き飛ばされ、派手な土つち煙けむりが上がった。

　しかし、アイリたちのＨＰバーに減少はない。混乱のままに相手は追撃を加え続けるが、一向に変化は訪れなかった。

『今はね、相手の攻撃力をゼロにしてるの。だからね？　ほら──どれだけ攻撃されても、アイリたちに傷一つつけられない』

　相手のプレイヤーが歯は噛がみすると、アイリに向かって駆ける。パートナーがダメなら、プレイヤーを攻撃しようという魂こん胆たんだろう。光の剣を振りかぶってアイリに肉薄するが、

『あなたごときが、アイリに触れていいと思ってるの？』

　──それは最大の悪手であった。

『あーあ。こころちゃん、怒っちゃった。じゃ、お付き合いありがとうございましたっ。リアルで会ったらサインくらいはするんで──』

　こころの指から延びる弦いとが縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡らされ、相手のプレイヤーとそのパートナーを拘束する。たちまち宙ちゆう吊づりにされた体は空中で引き絞られ、

『今日のところは、とっととリタイアしちゃってくださーい☆』

　めりめりっ、と生理的嫌悪を起こさせる音とともに、四方に裂かれた。

　雨のように降り注ぐ漆しつ黒こくのエフェクトを体に浴びながら、アイリは笑う。

『好き。大好きだよ、神か峰みねくん。アイリ、初めて神峰くんのこと見たときわかっちゃった。神峰くんが、アイリにとって運命の人──王子サマだって。せー君に立ち向かってく神峰君を見て、思ったの。これ、絶対に運命だ、って。だってせー君に立ち向かう神峰くんは自分の不利なんて全然考えてなかったもん。だったら、アイリがどんなズルしようと神峰くんはアイリを倒そうとしてくれるよね？』

　その独白にも似た告白に匠たくみが感じたのはおぞましさだけではない。

　どうしようもない、アイリの切実さが胸に突き刺さった。

『だから、考えてて。アイリのことだけを。アイリ、そのためならなんだってするよ？　お弁当も作るし、神か峰みねくんがしてほしいんならえっちなことだってしてあげる。神峰くんとアイリの幸せな世界を創つくるためなら、どんなズルだってやってみせる』

　黒いエフェクトは雨のように降り注ぎ、アイリがどんな顔をしているのかは見えない。

　ただその声は、もう引き返しようがない狂気に取とり憑つかれているように響いた。





　　　○






　アイリが戻ってくる前に、場所を移動する。森の奥深くまで入り姿を隠すと、ミカが小さくため息をついた。

「手ごわいですね」

　匠たくみも異論はなく、うなずく。

「ああ。チート抜きの、ガチで戦ったとしても苦戦は必至だな」

　こころが持つ多彩な絡め手は、どんな状況にも対応できるだろう。基本が『レベルを上げて物理で殴る』『まっすぐいってぶっとばす。右ストレートでぶっとばす』なミカでは後手に回る可能性が濃のう厚こうだ。

　もっとも、チートの件をどうにかしなければこのような想定も意味がない。どうしたものか、と思案しているとスマートフォンが震えた。

　鉄てつ舟しゆうからの着信だ。匠は【応答】のボタンに触れてスマートフォンを耳まで持っていく。

「もしもし？」

『あ、坊ぼん？　もう学校終わっただろ？　ちょっと《ラウンジ》まで来てくれないかい？』

「もう来てるんですけど……あー、ちょっと場所、説明しづらいんですよね。諸事情で、分かりやすい場所まで出ていくのも無理なんで」

『じゃあ、気長に探すよ。とりあえず、どの辺？』

「社やしろに向かって右側の、森の奥の方です」

『オッケー。わからなさそうだったら、また連絡するよ』

　と、通話が切れる。アイリの姿を警戒しながら待っていると、見慣れた和装の男がだんだんと近づいてきていた。

　ひらひらと手を振りながらその男──鉄舟は問う。

「やーやー、坊。どうだい、あれから進しん捗ちよくは？」

「ダメです。……ってか、からかいにでも来たんですか？」

「そんなところさ。人の不幸は蜜みつの味、ってんで今日は蜂はち蜜みつ酒しゆだよー」

　瓶から直接酒を呷あおる鉄舟に、ミカが指摘した。

「テッシュウ。酒もいいですが、それは？」

　鉄舟の腰には、棒状のものがぶら下がっている。よくぞ聞いてくれました、とばかりに鉄てつ舟しゆうが身を乗り出した。

「いやぁ、からかいに来たのもあるんですけど、本題はこっちでしてね。新しい刀買っちゃいまして。自慢したくてつい来たってわけですよ」

　鉄舟はウキウキと、腰に下げていた棒状の物──刀を包んでいた風呂敷を解く。鞘さやから抜かれる刀身に匠たくみは目を奪われた。

「これは……」

「どうよ？　月がつ山さんの一振りでさ、この綾あや杉すぎ肌はだが何とも言えないだろう？　値段の割にはいい買い物したと思うんだよね」

　鉄舟がわざわざ見せに来たくなるのもわかる一品だった。共通の趣味を持つ人間にしかこの刀の価値は分からず、だからこそ同好の士である匠を訪ねてきたのだろう。匠は普段死んでいる目をキラキラと輝かせて、その刀身に見入る。

「たしかに、いいですね！」

　そんな匠の反応が面白くなさそうに、ミカは鼻を鳴らす。

「……ふん。そんなものより、私のフツノミタマの方が、ステキです」

　大人げなさすぎる対抗心に、鉄舟も苦笑した。

「国宝と比べないでくださいよ。フツノミタマぐらいの代物になると、『お金で買えない価値がある』ってなるんで僕みたいな一介の高等遊民エリートニートが手に入れるのは無理ですってば」

「でも、レプリカでもいいですから欲しいですよね、フツノミタマ」

　自室に鎮ちん座ざする大おお太だ刀ちを想像して匠はだらしなくニヤける。毎朝拝めば、幸せな気分で一日を過ごせるかもしれない。それくらいの魅力があのバカげた直刀にはある。

　匠の胸の内を理解してか、鉄舟は「うん、うん」とうなずいた。

「まあ、単純に『デカい』っていうのは男心をくすぐるからねぇ。ロマンだよ、ロマン」

「『デカさは正義』、ですか」

　ミカは意味ありげにつぶやいて、腕組みをする。そうすると腕に持ち上げられた胸が当然、強調されるわけで──

　鉄舟と匠は、そろって静かな笑みを浮かべた。

「くすぐられるよね、男心」

「……はい」

　ピシガシグッグッ、と拳こぶしをぶつけ合わせる。話は変わるけど、と鉄舟は佇たたずまいをただし、

「そういや、坊ぼん。来週、上野の美術館でまた刀剣展があるんだけど、行く？」

　その情報は匠も入手済みだ。しかし──

「行きたいのはやまやまなんですけどね。ちょっと、当面の問題をなんとかしないうちは鑑賞に集中できないっていうか」

「ははぁ、なるほどね。そいつは、難なん儀ぎなことだ。いまだに垢あかＢＡＮとかされてないの？　例のチーター」

　垢あかＢＡＮ、とはアカウントを凍結されることである。その対応についてはほのかに相談した通りであり、匠たくみは鉄てつ舟しゆうにも経緯を説明する。

「なんでも、『運営』のチーフプログラマが行方不明なんだそうで。他のスタッフもそいつに頼りっきりだったみたいで、今いるメンツじゃ垢ＢＡＮ対応もとれないみたいなんですよ」

　ふと、何か思い出したかのように鉄舟から飄ひよう々ひようとした雰囲気が消えた。

「ふむ……関係あるかどうか知らないけど、そういや妙なウワサを聞いたな」

「ウワサ？」

　問い返す匠に鉄舟が、脳細胞を刺激するようにガシガシと総髪を掻かく。

「とあるダンジョンで、幽霊みたいなのが目撃されてるんだ。マガツとは別に、ね。攻撃してくるわけでもなく、姿もすぐに消えちゃうから放ほうっておかれてるんだけど、その姿が巫み女こ装束、ってんだから『運営』となにか関かかわりがあるんじゃないかな？」

　ほのか以外の『運営』を知らないが、たしかにあれが彼女たちにとっての制服とも考えられる。聞き流すには惜しい情報だ。

「その、とあるダンジョンって？」

「《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》──今のところ、最難関ってされてるダンジョンだね」

「あそこかぁ……」

　匠は苦虫をかみつぶしたような顔になる。一度行ったが、道中のザコにすらワンパンでやられて「ここはもっとレベルを上げてから」ということにしたのだ。

　しかし、鉄舟の情報はかなり信しん憑ぴよう性せいがある。巫女装束に加えて、ほのかが言っていたこと──例のプログラマが持つ、ステルス機能。存在感が希薄ですぐ姿を消すという特徴にぴたりとあてはまる。

　匠はスマートフォンの画面に目を落とし、スタミナを確認する。件くだんのダンジョンに挑むのに消費するスタミナは99で、匠の現在のスタミナも偶然同じ値。こまめに《戦せん極ごく》をプレイしている匠が99というまとまったスタミナを確保していることはあまりないのだが、アイリからの略奪を恐れ、昨日はろくにプレイできていなかったのが功を奏した。

　手詰まりかと思っていたところに差す、一筋の光こう明みよう。匠はさっそく、行動に移す。

「ちょっと、行ってみます。テツさん、ありがとうございました！」

「なぁに、礼を言われる覚えはないさ。ただの世間話だよ」

　いってらっしゃーい、と鉄舟にひらひら手を振って送り出される匠だが、ふとその足を止める。

「あ、テツさん。助言ついでなんですけど、コンピュータを司つかさどる神様っていたりします？」

　鉄舟は古刀だけでなく、日本の文化全般に造ぞう詣けいが深い。刀の製造法一つ語るにしても日本の製鉄の歴史からそれにまつわる冶や金きんの神のことまで語り、しかも話題があっちこっちに跳ぶので匠たくみは辟へき易えきしていたが今こそ鉄てつ舟しゆうの知識を貸してほしかった。

　匠の問いに鉄舟は、呆あきれたような声を上げる。

「おいおい、気は確かかい？　コンピュータが生まれたのが何年前だと思ってるんだよ」

「で、ですよね。すいません、アホな質問して」

　暗に、そんな神いるわけがないと言われているのだ。匠は気まずくなり、頭を下げる。

　だが鉄舟はそこで一いつ笑しように付ふすのではなく、さらに問うてきた。

「例の、チーターのこと？　プレイヤーじゃなくてパートナーの方でチートを行ってるんじゃないか、って疑問を持ったわけかな？」

「疑問っていうか、犯人から直接そう聞きまして。パートナーがアビリティを書き換えてくれた、って。そういうことができるとしたら、そいつのパートナーはなにかコンピュータにかかわる神様なんじゃないかなー、と」

「……ふむ。ま、神は万ばん物ぶつに宿るもんでね。コンピュータの神様だっているだろうけど、そりゃ付喪神ツクモガミの類たぐいだろう。社やしろを持って祀まつられるようなもんじゃないし、それだったら僕の専門外だ」

　そこまで言うと鉄舟はニヤリと意味深な笑みを浮かべ、木の幹に背を預けた。

「と、言いたいところだけど敢あえて無駄な思考に時間を割くのが僕の流りゆう儀ぎでね。ちょっと、角度を変えて考えてみようか」

　一緒に推理してみよう、ということだ。敵のパートナーの正体を暴くことが決定的な勝機につながるわけではないが、相手がどんな神なのか知らないまま戦うよりは知っていた方が心構えの点で違ってくる。匠は心強さを覚え、声を弾ませた。

「はい！　でも、角度を変えるって？」

「坊ぼんだったらコンピュータという言葉からなにを連想する？」

　コンピュータそのものではなく、コンピュータにまつわるものから正体をたどっていこうというつもりらしい。匠は言われるがまま、思いついたことを端から挙げていく。

「えーと、電気とか、機械？　あと、基き盤ばんとか回路とか」

「コンピュータのハードとしての面だね。じゃあ、ソフト面はどうだろう？」

「ソフト面っていうと……計算したり、通信したり？」

「計算か。さっき挙げた電気のこともあるし、天てん神じん様だったりしてねぇ。雷と学問ときたら、まずあの人だ」

　鉄舟は気軽に言ってくれるが、匠は苦笑いすら浮かべられず、ただの苦々しい顔になる。名前を出すことすらタブーに思えて、回りくどい言い方になった。

「そりゃ武将や果てには軍ぐん艦かんまで女性化させる風潮ですけどアレには手を出しちゃいけない気が」

「ガチ祟たたりがありそうだよねぇ、あの辺の人たちは。性質こそ真逆だけど、西洋だと四文字のハゲくらいアンタッチャブルな感じだ」

　くわばらくわばら、と鉄てつ舟しゆうが冗談交じりに言っていると、ミカも議論に参加する。

「そういえばあの神は、雷のほかに風も起こしていました」

「風神と雷神の性質を同時に持つ神、ってことか？」

　その情報に鉄舟は、思し案あん気げにうなずく。

「そんな神様に心当たりはないけどスキルから探ってみる、って方向もアリだね。スキルには伝でん承しようが反映されているものが多い」

　鉄舟の言うとおり。例を挙げるとミカのスキルは雷神としての性質を由来とするものが多く、それ以外にも敵の攻撃を遅ち延えんさせる《ハイプレッシャー》は、タケミカヅチが地震を起こすナマズの頭を押さえつけている、という逸いつ話わから来ていると匠たくみは考えている。

　匠は先ほど見たアイリたちの一戦を思い出し、付け加える。

「あいつが使ったのは、他に霧きりを生むスキルだっけ？」

「雹ひようを降らせてもいました。風に雷、霧、雹……統一感がないというか、ずいぶんと多彩な神ですね」

　ミカがつぶやく一方で、鉄舟にはピンときたようだった。

「ははぁ、だんだん絞れてきたぜ？　おそらくそいつは雷神や風神じゃない。そこまで広くカバーできるとしたら、天候を司つかさどる神だろうね」

「天候……って、いましたっけ？　日本に」

　そもそも『天候を司る神』というのが匠の知識にない。雷が天への畏おそれとして神格化されたり雨が恵みの象徴として祀まつられたりする例は世界中にあるが、天候全体を司る神というジャンルには心当たりがなかった。

　得意がるように鉄舟の笑みが、だんだんと濃くなる。

「それでいてコンピュータが関係する。これはたぶん、思考や知恵を司る神としての一面だ。っていうことになると思い浮かぶのはあの神様だね。ミカ様ともかかわりが深いお方ですよ」

「私とですか？」

　ミカが不思議そうに目を丸くする一方で、鉄舟から続けて問われる。

「ちなみに、プレイヤーはなにかニックネームをつけてたかい？　ミカ様みたいな単純なのだと手がかりになる」

　それは覚えている。アイリは、自分のパートナーのことをこう呼んでいた、

「『こころちゃん』、って」

　匠の答えに、鉄舟の口元がつり上がった。

「ビンゴ」

　もったいぶるように一息はさみ、鉄てつ舟しゆうはその名を告げる。

「ヤゴコロオモイカネ。それでほぼ確定だろう」

　鉄舟がはじき出した答えにミカは、「あー」と何度も首を縦に振った。

「なるほど。あいつでしたか」

　その口ぶりからはなにやら親しみを感じるが、匠たくみはかの神について情報を持たない。知ったかぶることなく、率そつ直ちよくに訊きいた。

「ヤゴコロオモイカネ、って？」

「知恵や学問を司つかさどる神様でね。有名なエピソードだと、アマテラスが天岩戸アマノイワトに引きこもった時、おびきだす作戦を与えたってのがある。ミカ様とかかわりが深いってのは、タケミカヅチもオモイカネと同一視されているアメノコヤネノミコトも春日神カスガノカミとして祀まつられる神様なんだ。坊ぼんは来年、受験だっけ？　なら、秩父ちちぶ神社がオモイカネを祀っているからお参りしてくるといいよ。高円寺にもオモイカネを祀る神社があるけど、これは名前のとおり気象を司る神としての意味合いが強いからね」

　鉄舟のエンジンがかかってきた。『雑学披ひ露ろうしたいおじさん』としての一面が遺い憾かんなく発揮され、匠もミカも食傷気味になる。

「コンピュータ、って言われたとき真っ先に思い浮かべとくべきだったなぁ。同じ名前のＡＩが出てくるＳＦ作品があるんだ。いやー、懐かしい」

　懐古趣味に付き合う気はなく、匠はそそくさと立ち去ろうとした。

「それじゃ、テツさん。ありがとうございました」

「うん、いい暇つぶしになった。またこういう相談があれば、ぜひ持ってきてくれよ」

「こういう事態にならないのが、一番なんですけどね」

　冗談めかして肩をすくめ、匠はスマートフォンを操作する。

　挑むダンジョンに《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》を選択。《戦せん極ごく》のスタミナは10分に１回復するというものなので、ここで何も得られなかったら９９０分──16時間半もの時間を無駄にするということになる。

　だが、ためらっている暇はない。他に手掛かりがない以上、匠はこの最難関ダンジョンに行かなければならない。

　現れた鳥居をくぐり、体が上昇するエレベーターに乗った時のような重力を感じる。

　いざ、《黄泉平坂》へ──





　　　○






　地に足を引きつけられる感覚から解放されて、匠は体が軽くなる気分になった。

　一度だけ来たことがある、おどろおどろしい光景。薄暗い洞どう窟くつで、『坂』というわりにその道は平へい坦たんだ。

　匠たくみが不安になりそうな自分を鼓舞していると、ミカはなにやらきょろきょろとしている。いつも泰たい然ぜんとしている彼女にしては珍しく、匠は尋たずねた。

「どうした、ミカ？」

　ミカは視線を巡らせながら答える。

「桃がないかと思いまして」

「桃？　なんで桃？」

　まるで想定していなかった答えを匠がいぶかしがると、ミカは淡々と語る。

「父がここではなく、実際にある黄泉平坂ヨモツヒラサカから逃げ帰るとき、追っ手に向かって『たまたまあった桃でもくらいやがれ！』と投げつけたそうなので、効果があるのではないかと」

「そういえばあったな、そんなエピソード。すごい発想っていうか、どんだけテンパってれば『追っ手に桃を投げよう』ってなるんだろうな」

　もっとも、匠はかの神を笑う気にはなれない。自分も腐った嫁が追いかけてきたら、とりあえずたまたまそこにあったものでも投げつけるだろう。そんな確信がある。

　気楽に話していられるのはそこまでだった。闇やみの奥から、静かに紫し電でんをほとばしらせて最初のマガツが現れる。

　その姿は、バスケットボールより少し大きい球体だ。いかにもザコらしい外見に前回は慢まん心しんしてしまったが、今回は端はなっから全力で行く。

「出たな。ミカ──」

「はい。今度は油断しません」

　戦いのカウントダウンが始まる。匠は息をのんで開始の時を待ち──

　始まりと同時にそのマガツは、ミカではなく匠を狙ねらって急加速した。

「──っ！」

　匠は間一髪のところでマガツの体当たりを避ける。前回は、これにやられた。まさかミカの反応すら間に合わない速さでマガツに攻撃されるなど、想定していなかったのだ。

　だが、今回はセーフ。運動が苦手な匠でも、ただまっすぐに突っ込んでくるものをよけるくらいなら可能だ。

　猛スピードで遠ざかっていくマガツは急制動をかけて戻ってくる。

　すかさず匠は、ミカに呼びかけた。

「ミカ！」

　再び匠をめがけて突っこんできたマガツの前に、ミカが立ちふさがる。

　ドッヂボールの要領で、突っこんできたマガツをキャッチ。ミカが攻撃を加えようと肘ひじを振り上げたところで、マガツが激しい紫電を放つ。

　一瞬、息をのむ匠。だが──

「雷勝負で、この私に勝てるとでも？」

　ＨＰバーの減少は微々たるもので、ミカは眉まゆ一つ動かさない。振り上げた肘ひじを戻して、マガツを抱え直した。

　ミカの体から、先ほどのマガツ以上のスパークが迸ほとばしる。スキルを使うまでもない。雷神としての素のスペックで起こせる雷光が、マガツを焼いた。

　画面に表示される、【ステージ１　クリア】の文字。画面の表示は【２／９】へと切り替わり、このダンジョンで行うバトルが全９回であり、次が２回目であるということを意味している。

　前回の雪せつ辱じよくがこうもあっさりと叶かなうとは思っていなかったが、匠たくみはいっそう気を引き締める。勝って兜かぶとのなんとやら、だ。

　ミカも、意い気き軒けん昂こう。初戦の勝利で戦意を高こう揚ようさせながらも、慢まん心しんはしていない調子で告げる。

「もたもたする事もありません。とっとと、片付けてしまいましょう」

「ああ！」

　続く戦いもギリギリのところで勝利をおさめ、ついにダンジョンの最さい奥おうまでたどり着く。ここまで、鉄てつ舟しゆうの言っていた『幽霊みたいななにか』を目撃することはなかった。

　同類として、気配が薄いものには敏感な匠だ。ここまで見かけなかったとしたら、ボスが潜む最深層にいるのではないかという予想ができたが──

「なっ……!?」

　そこで匠たちを待ち受けていたのは、予想を上回る脅きよう威いだった。

　普通のマガツは、いくら巨大でも四メートル程度がせいぜいだ。例大祭フエスと呼ばれるイベントでのみ特別に遭遇するマガツにはさらに巨大な個体もあるが、目の前に現れたマガツはそれに匹ひつ敵てきする。

　タコともイカとも言い難がたい、触手を持つ軟体動物を思わせる巨体。円筒状に伸びた胴体の中央には感情を宿さない不気味な単眼が、金色に光っている。

「これって、あの時の!?」

　驚きよう愕がくする匠に、ミカも注意深く敵を見み据すえつつうなずく。

「セイシロウの同類──と見るのが妥当でしょう」

　忘れもしない、征せい士し郎ろうを倒したと思った後に起こった一戦。チートのできそこない──《交神クロツシング》というバグを使用したことによって征士郎は自分のパートナー共々この異い形ぎようへと姿を変えた。

　かつての恐怖が匠の頭にフラッシュバックする。あの戦いで匠は手持ちの奉納点フエイスを使い尽くし、最後に『運』に頼って戦闘中にのみ使えるスペシャルガチャを引き、ようやく勝利を手にした。切れる手札が何もないこの状況で勝てる相手じゃないのは、火を見るより明らかだ。

　こんなものどうしろと──匠たくみの体が委い縮しゆくしていくが、

「タクミ！」

　ミカの凛りんとした声が匠の恐怖を晴らす。動転したままであるが、匠の目が絶望に染まることはなかった。

「落ち着いて対処すれば、どうとでもなる相手です。タクミは常に私の後ろにいるようにだけしていてください」

「だ、大丈夫なのか、それで!?」

「……おそらく」

「大丈夫って断言してほしかったんだけど、そこは！」

「たしかに、私らしくなかったですね」

　慌てふためく匠に対し、ミカはあくまで泰たい然ぜんとしたまま続ける。

「お任せを。あなたのパートナーは、この国を代表する戦いの神です」

　自負に満ちたその一言で匠は、今度こそ落ち着いた。

　そうだ。自分が信じなくてどうするんだ。このパートナーこそ神話に名高い軍神ではないか。

　ならば、あとはもうなるようになれ。信じた結果、玉砕したとしてもそれはそれだ。

　開き直ると相手が、さっきより小さく見えた。二十メートルくらいあったように見えていたのに、今はその半分くらいだ。ダイオウイカより小さい。

　それでもまだ、ミカとマガツとの体格は段違いだ。単純で圧倒的な質量が研けん鑽さんを重ねた技術を勝ることは珍しくない。格闘技には詳しくない匠でも、それくらいのことはわかる。

　これを相手にミカはどう戦うのか──匠はただ、自分にできることとして足を引っ張らないように相手の動きを警戒する。

　戦いはとっくに始まっているが、ミカもマガツも動かない。空気だけが張り詰めていき、匠がその重圧に呑のまれようとするその寸前──

　しびれを切らしたように、マガツが動いた。

　触手の一本が横なぎに払われる。鋭い鞭むちのような一撃はちょうど匠の腰の高さで奔はしり、しゃがんで避けるかジャンプして避けるか迷わせる。

　その逡しゆん巡じゆんは致命的な隙すきで、迷っている間に触手がもうすぐそこまで迫ってきていた。

　ありったけの奉納点フエイスを使った光の壁が一瞬で霧む散さんした光景が思い出される。直撃したらミカもろとも薙なぎ払はらわれて、ゲームオーバーだ。

　匠は思わず、目をつぶってしまいそうになる。だが──すんでのところで目元に力をこめ、それを止める。

　パートナーが大丈夫と言った。ならば──

（俺は、ミカがなにをするのか見届けなくちゃならない！）

　目を見開き、その光景を焼き付けようとする。ミカの体はあくまでも流れるように静かに動き──匠たくみの瞳ひとみに、信じがたい光景が映った。ミカの掌てのひらが触手にそっと触れたかと思った次の瞬間、触手が角度を変えてあらぬ方向に舞い上がったのだ。

　宙を舞う触手を見つめて、匠は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「……マジ？」

　信じがたい離れ業をやっておきながら、ミカの表情はやはりいつも通り変わらなかった。

「──やはり。今の私なら、単調な攻撃くらいなら化か勁けいで流せますか」

　化勁──中国拳けん法ぽうにおける防御の技術だ。マンガで見ただけの知識だが、その原理は今ミカがやって見せたとおり。相手の攻撃の方向を操作し、受け流すというものだ。

　だからといって、よほどその技術を極めていなければ真横からくるものをほぼ真上に逸そらすなんて芸当はできないだろう。匠はミカの技量に改めて感心した。

「こんなこともできたんだ？」

「先手必勝が《戦せん極ごく》のセオリーですから防御系の技は使ってこなかったのですが……ぶっつけ本番でもなんとかなるものですね」

　続いて振るわれる触手もミカは受け流し、あさっての方向にある石壁が破壊される。これなら、と歓喜する匠と同調するようにミカが呼びかけた。

「前に出ます！　ついてきてください！」

「あ、ああ！」

　ミカならば一瞬でマガツとの距離を詰められるのだろうが、匠を一人残すことはせずペースを合わせる。振るわれる触手を払いのけつつ前進していると、徐々に圧迫感が増してきた。

　目の前に迫る、生理的な嫌悪感をもよおす異い形ぎよう。ぬめる表皮も、睥へい睨げいする金色の瞳も、なにもかもが匠の足を鈍にぶらせそうになる。

　少しでも気を抜けば、正気を保っていられなそうだ。息が詰まる感じに、匠はひたすら耐える。不気味な目なんて、なんてことはないと睨にらみ返して歩みを進めていく。

　心のよりどころはただ一つ──自分のパートナーだ。

　匠にとっては気が遠くなるような時間をかけ、敵の攻撃を捌さばきつつミカの拳こぶしが届く距離まで到達する。マガツは焦あせったかのように手数を増やし始めるが、それはミカに言わせれば──

「雑な攻撃ですね」

　振るわれる触手をまとめて受け流すと同時、ミカの拳が軟体の腹に突き刺さった。

「　　　　　　　ッ！」

　重い一撃にマガツが怯ひるみ、攻撃する手を止めて身もだえする。その隙すきに匠は、スマートフォンの画面をチェック。表示されているマガツのＨＰゲージは、今の一撃で二割も削れていた。

　予想以上のダメージに匠たくみは声を弾ませる。

「いける！　こいつ、防御力はそんなにないぞ！」

「朗報です。では、ガンガンいきましょう」

　もう一発。右の鉤かぎ突きが入り、ミカは拳こぶしを戻さないまま踏み込む。

　匠は、直感的に理解した。あの構えから放たれるのはミカの絶ぜつ招しようの一つ──《孤こ影えい》！

　匠の直観が正しいことを示すように、ミカが地を踏みしめるとともにその反動がそっくりそのままマガツに伝わり、巨体が後方に吹き飛ぶ。敵のＨＰゲージはがくっと削られ、残り三割を残すだけとなった。

　好機と見て、追撃に走るミカ。

　だが──

「──ッ！」

　不意に、なにかを察知したように急ブレーキをかけた。

「ミカ!?　どうした!?」

　チャンスをむざむざと捨てて相手の様子を見るミカに匠はもどかしさを覚えたが、すぐにミカの判断が正しかったことを知る。

　マガツの表皮が、ボコボコと沸騰し始める。その奥からは、骨をへし折るような硬い音が連続した。

「なっ……なんだ!?」

　おぞましい光景に、匠は肌を粟あわ立だたせる。ミカが匠をかばうように前に立ち、眇すがめた目をマガツに向けた。

　ミカの肩越しにマガツの変化を観察し、匠は思う。この変へん貌ぼうはまるで、

「速水はやみ征せい士し郎ろうとヤマトタケルが同化したとき……みたいだな」

　膨らんでは爆はぜ、というのを繰り返して増殖していく現象を思い出す。あの時と同じように、さらなる成長がここから起こるのだろうか？

　警戒しつつ推移を見守る匠たちだが、結果は意外なものとなった。匠が予想したことの逆。すなわち──

「小さくなった？」

　十メートルほどあった巨体が、今はミカと同じくらいの身長に圧縮されている。軟体動物を思わせた異い形ぎようも人らしい形へと変わり、全身に闇やみを纏まとった女性らしいボディラインになっている。

　ずいぶんと、こざっぱりしたな──と匠が呆ほうけていると、緊張感に満ちたミカの声が耳じ朶だを叩たたいた。

「タクミ。先に謝っておきます。負けるかもしれません」

「えっ？」

　負ける。まさかこの気位の高い軍神からそんな言葉がつむがれるとは思っていなかった。

　ミカの瞳ひとみにはまだ鋼の意志が宿り、心は屈していない。折れず、曲がらず。いつものミカでありながら、それでもなお彼我の実力差を認めなくてはならないということは──

「そんじょそこらの神よりよっぽどヤバイです、あれ」

　告げると同時──マガツが鷹おう揚ように上体を仰のけ反ぞらせる。洞どう窟くつの天井を仰ぐような形になったその刹せつ那な、

「　　　　　　　ッ！」

　人間の可か聴ちよう域いきぎりぎりの高音で咆ほう哮こうが放たれ、殺意を具現化したような漆しつ黒こくの弾丸がフィールドを埋め尽くした。

　ようやく匠たくみは理解する。高レベルの《クエスト》のボスが持つ性質──ＨＰが五〇パーセントを下回ると起こる現象。

　これがこのボスの、発狂モードだ。

　気づいた時にはもう遅い。漆黒の驟しゆう雨うは一つと言わず、匠に降り注ごうとしている。

「タクミっ！」

　ミカが匠をかばうように腕を伸ばすが、一撃でミカの肘ひじから先が吹き飛んだ。衝撃でミカの体が後方に飛び、壁に叩たたきつけられる。

　血にも似たエフェクトがとめどなく吹き出る。弾丸はさらにミカの体を穿うがち、ＨＰゲージを削りきってもまだ飽き足らず降り注いだ。

「ミカ！」

　駆け寄ろうとする匠の足が凍りつく。動かすことができるのは、スマートフォンを持つ方の腕だけ──ゲームオーバーになると起こる現象だ。

　スマートフォンの画面にゲームオーバーの文字が表示され、さらにコンティニューするかどうかのアイコンが並ぶ。コンティニューをするのに必要な勾まが玉たまがない以上──

「……くそっ」

　匠は【諦あきらめる】のアイコンをタップせざるを得ない。

　奥歯をかみしめていると、体をダンジョンに来た時とは逆の、下りのエレベーターに乗った時のような浮遊感が包む。

　マガツの苛か烈れつさとは対照的な、優しく包み込むような感触に匠はコケにされたように感じた。





　　　○






《ラウンジ》へと帰ってきた匠たくみは、深刻そうに息を吐き出し、肩を落とした。

「参ったな……あんな手ごわいなんて、ちょっと予想外だ。《戦せん極ごく》って格ゲーっぽいイメージがあったけど、あれだともうシューティングだろ」

　慢まん心しんさえしなければ──という考えですら慢心であったと思い知らされた。不条理なほどの難易度に匠は、打つ手をなくしてしまう。

　だが、ここで諦あきらめるわけにはいかない。匠にだって、プライドがある。チーターに屈するというのは今まで正々堂々、無課金で工夫をしながら《戦極》をプレイしてきた匠にとって我慢がならないものだった。

　それは軍神としての矜きよう持じを持つミカも同じようで、ミカなりの考察を口にする。

「最難関というのはダテじゃないですね。定じよう石せきとしては発狂モードに入るぎりぎり手前──ＨＰが五割を切る直前までダメージを与えておいてからのスキル解放して一撃必殺なのでしょうけど」

　そう。最難関といえども、クリアをするだけなら問題はない。本来の戦力ならば。

　奉納点フエイスも勾まが玉たまもない現状では、スキルを使うことも、勾玉を消費してコンティニューを繰り返す、通称『玉攻略』も使えない。匠は現状を振り返ると、改めて眉まゆ根ねを寄せた。

「スキルが使えるんだったらともかく、決め手に欠ける今の状態でアレを倒すっていうのは相当しんどいぞ」

　スキルは《戦極》の生命線である奉納点を消費することもあり、その代償として威力は破格だ。通常攻撃では遠く及ばないダメージをたたき出すことができるが、ないものねだりをしてもしょうがない。

　すると、考え込むようにうつむいていたミカが口を開いた。

「一つ、確実と言えるまでではないのですが」

　ミカは自分の言葉にまだ半信半疑、といったようだったが結局、告げる。

「マガツには、行動にパターンがあるように思えます」

「パターン？」

　匠は思わず聞き返す。そんな説、初めて耳にした。

　しかしミカは、小さくうなずく。

「極めて巧妙に、生物らしいランダムっぽい行動をしているように見せかけていますが、この軍神の目をごまかしきることはできません。ある程度、一定の法則で動いています。向こうもこちらの動きに合わせて学習し、逐一行動パターンの更新をしているのでわかりづらくなっていますが」

「なるほど。……そこはやっぱり、いなくなったプログラマの手腕ってわけか」

　戦いに精通した、軍神ならではの見識だ。匠も観察眼には自信があるが、それは人の感情の機き微びについて重きを置くもの。戦いの中での動き、という点についてはやはりミカに一日の長がある。

「パターンっていうのは、簡単に分析できるものなのか？」

「あと数回ほど挑めるならば、使い物になるのですが──」

　数回。たったそれだけのことと思えるが、このダンジョンに限ってはそうではない。

「スタミナ消費、デカいからなこのダンジョン。挑めるのは日に一度か二度……って考えると、効率が悪すぎる。パターン研究だけで奉納点フエイスもアイテムも得られないってなると、精神的にもよろしくない」

「時間がかかるならば、ノーマルクエストをコツコツ周回して奉納点を貯ためていったほうが、まだ労力に見合った成果が目に見えるだけマシ、ということですね」

「そ。とはいえ、なあ」

　アイリが遠隔操作でも匠たくみの資産を移動できる以上、こつこつ貯めるのも徒労に終わるかもしれない。匠が思いあぐねていると、ミカが口を開いた。

「Ｌｕｎａルナたちに協力を仰いではどうでしょうか？　挑める回数が二倍になれば、作業効率も単純に二倍です」

　意外な提案に、匠は目を見開く。

「チロって、敵のパターンを分析するみたいなことできるの？」

　こう言ってはなんだが、あの激情家がパターンを分析するなんて器用なマネができるようには思えない。長射程と大火力に任せて攻撃をぶっ放すだけ。それが匠の知る、チロの戦法だ。

　あの射程と威力をもっとうまく活いかす方法があるんじゃないか、と匠は思っているくらいだが、ミカのチロに対する評価は高いらしい。

「言われなければパターンの存在にすら気づかなそうですが、それがあると知っていれば可能かと。もっとも、それができるのは動物的な勘があるからで、見極めたパターンを説明してもらうのに骨が折れそうですが」

「ミカがそう思うんなら、そうなんだろうけど」

　まだ半信半疑の匠に、ミカは補足する。

「あくまで手合せしたときのフィーリングです。鉄てつ舟しゆうならばもっと理論立てて、ヤマタノオロチの強さを説明できるのでしょうが」

「しばらくあの薀うん蓄ちくは聞きたくないな」

「同感です」

　そろってげんなりとしつつも、方針は決まった。匠は息を吸い込み、腹を固める。

「よし。Ｌｕｎａたちに協力してもらって《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》を攻略。現時点で打てる手はこれくらいしかない」

「それで行きましょう」

　ミカも異論はなく、力強くうなずく。匠たくみはさっそく具体的なプランを立て始めた。

「スタミナが回復するのは、明日だな。学校行く前までには回復しないし、また体育サボるか」

「では、長期の別れになるというのならば、今のうちにタクミ分の補充を」

「長期って、たかが半日かそこいらなんだけど」

　匠の抗弁もむなしく体が抱き寄せられ、ミカが肩に顔をうずめる。ｈｓｈｓハスハスという息遣いに隠すように、小さなつぶやきが漏れた。

「終わってなるものですか、こんなところで。ようやくあなたが、ちゃんと私とともに歩むと決めてくれたのですから」

　普段は感情を表に出すことが滅めつ多たにないミカが、声に切実な想おもいをにじませている。匠は自分の決断がミカに、これほどまでの影響を与えているとは思わなかった。

　だが、ミカの言うとおり。せっかくもう一度、一人じゃない生き方を望むことができたのだ。こんなところで終わっていいわけがない。

「──ああ。そうだな」

　まだまだ戦っていたい。このパートナーと。伝えきれていないことが、たくさんありすぎる。

　改めてそのことを確認した匠は、気持ちを昂たかぶらせて敵を思い浮かべる。

（待ってろ、桃もも瀬せ。いつまでもお前の好きにはさせない）

　固く誓う証あかしに匠は、ぎこちなくミカの体を抱きかえす。

　ミカは驚いたように匠を見上げたが、何も言わず、再び匠の肩に額をこすり付けた。





　　　○






　パターン解析の件についてＬｕｎａルナから返事があったのは、日付が変わるかどうかという時間だった。

　もう部屋着に着替え、ベッドに寝転がって本を読んでいた匠が「ぼちぼち寝るか」と思ったところ、だ。机に置いてあったスマートフォンが突如震えだし、ブブブブ！　と音を立てた。

　匠は警戒心の強い動物のように、びくっ！　と体を縮める。たかがスマートフォンのバイブだ、とわかっていてもビビるものはビビるのだからしょうがない。自分の小心者っぷりを嘆きながら匠はスマートフォンを手に取った。

　画面が表示しているのは、Ｌｕｎａの名前だ。《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》攻略の件かな、と匠は通話を許可するボタンをタップする。

「もしもし？」

『あ、アタシ。今、だいじょぶ？』

「あぁ。いいけど」

　一息挟んでＬｕｎａルナがまず告げたのは、謝罪だ。

『連絡遅れて、ごめん。今レッスン終わったところでさ』

「あ、いや。こっちこそ、ごめん。あんた、忙しいってのに手間かけさせて」

『そう思うんだったら、見返りに今度はアンタがなんかおごってよ』

「またスタバ？　いいけれど。一回行ったらなんとなく苦手意識なくなったし」

『んー、今度はサブウェイがいいかな』

「なんであんたは俺をことごとくコミュ障にとって敷居が高い店に連れて行こうとするんだよ？」

　そうなった場合はまた、『この人と同じで』と唱えるだけ。最小限の文字数で複雑な注文を伝えることができる便利な呪じゆ文もんだ。連れがいるときだけに限られるが。

『……っと。世間話してる場合じゃなかった。例の件、チロと話し合ったんだけどオッケーだって。その方針で行きましょ』

「いいのか？　俺から提案しておいて、なんだけど」

　拍子抜けというか、なんというか。思わず念押ししてしまう匠たくみに、Ｌｕｎａはぶっきらぼうに返す。

『代案ないし。アタシ、代案もないのにとりあえず反対するってやつが一番ムカツクし』

「あー、それはわかる」

　匠自身が当事者となったことはないが、そういうようなことは学校生活を送っていれば嫌でも経験することだ。一学期のことだが、文化祭の企画をクラスで考えるに当たり、不毛な舌ぜつ戦せんを傍ぼう観かんさせられることとなった。そういった時間の無駄や、物事の煩はん雑ざつさを嫌う少女なのだ、Ｌｕｎａは。

　そういうことが伝わってくるからこそ、匠は気が引けた。

「あんたはとばっちり食らってるだけだし、ギルドを抜ける、っていう手もあるんじゃないか？」

　少しの沈黙を挟んだのち、返ってきたのは覚悟を決めたような静かな声だ。

『……うん、そういうことも、できるね。でもきっと、アタシは後でその選択を後悔すると思う。もちろん、アンタを見捨てなかったせいで後悔することもあるかもしれない。でもアタシは、アンタを見捨てて後悔するよりは見捨てずに後悔する方がいい』

　クール＆ドライ担当とうそぶいていても、結局はキャラを作っているだけ。Ｌｕｎａの本質が情に厚い、おせっかい焼きであるということはこれまでの彼女の言動から伝わってきた。

「……サンキュ」

　Ｌｕｎａルナの協力はありがたい。

　だからこそ、甘えることはできない。

「三日だ。それがタイムリミットだと思う。それ以上停滞してると、周りの成長についていけなくなる。三日でケリをつけられなかったら、ギルドを抜けてくれ」

　それ以上は、自分の失態に付き合わせられない。Ｌｕｎａがこのマヌケに巻き込まれて破滅することを、匠たくみは絶対に許せなかった。

　その意思が伝わったのだろう。Ｌｕｎａは余計な口をはさむことなく、あっさりと匠の言葉を受け入れる。

『オッケイ。三日もあれば充分でしょ』

「じゃ、よろしく」

『ん。お互い、健闘しましょ』

　通話が切れ、部屋に静せい寂じやくが戻る。今のシチュエーションに匠はふと、昔を思い出した。

　昔は、友人たちとゲームの攻略情報の共有や、協力プレイをしたものだ。今でこそそういう要素を嫌うようになった匠だが、こういうのもたまには悪くない。

　昔を回想し、「そんなこともあったな」と苦笑して匠は床に就く。わいわいと、どこまで進んだか自慢したり、眉まゆ唾つば物の情報を得意げに話して引っ込みがつかなくなったり。

　そんなことを思い出したからか、その日の夢は匠の子供時代のものだった。





　　　○






　Ｌｕｎａと情報を交換しつつ、《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》への挑戦を繰り返すこと、数度。

　いよいよ、匠が設定した『三日後』が訪れた。

　学校が終わり、夕方。匠は帰宅して、自室で《戦せん極ごく》のアプリを立ち上げる。Ｌｕｎａはレッスンの前に挑んでくれたようで、彼女たちなりに分析したパターンが事細かにＩＭインスタントメツセージで送られてきていた。

　匠はそれを胸に刻んで、《ラウンジ》に自分を転送する。鳥居の端をくぐり、隣に現れたミカに呼びかけた。

「ラストチャンス、ってところか」

　とはいってもここで負けてもＬｕｎａがギルドから抜けるだけで、匠たちはアイリに生命線を握られたままずるずるとプレイを続けるのだろうが。ミカと一緒にいられる限り《戦極》をやめたりはしないが、優勝の可能性がないというのは虚むなしいものだ。

　などと思えば、感傷的にもなる。落としてはならない大事な一戦など、未み来らい永えい劫ごう来なければいいのに──そう考えていると、ミカの静かな双そう眸ぼうが匠を見上げる。

「タクミ。戦う前に一つ、相談があるのですが」

「相談？」

　訊きき返す匠たくみにミカの口から語られるのは、信じがたい提案だった。匠の顔に、弱気が浮かぶ。

「え……えぇ……？　最後の最後でそんな博ばく打ちみたいなマネするのか？」

「タクミの力を見込んでこそです。数ある中でも最も成功率が高い作戦──そういう自信がなければ、こんなこと言い出しません」

　いつも泰たい然ぜんとしたミカだが、今日はいつも以上に語気が強い。匠は渋じゆう面めんでさんざん考え、やがて息を吐き出した。

「……わかった。セオリーどおりやって勝てるってわけじゃないんだ。イチかバチか、その方法に賭かけてみよう」

　不安はあるが、「タクミの力を見込んで」と言ってくれたからにはその期待に応こたえないわけにはいかない。ラストチャンスである以上それなりの覚悟をしてきたつもりだったが、それを上回るプレッシャーが匠の双肩にかかった。

　スマートフォンから《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》への挑戦を選択。地に足を引きつけられる感覚を経て、薄暗い洞どう窟くつへと転送される。

　出迎える雑ざ魚こを一いつ蹴しゆう。この程度ならもう日課のようにあしらいつつ、そのまま八つのバトルをこなして洞窟を進んでいく。

　九戦目──いよいよ最さい奥おうに構えるボス。できればこれを最後にしてもうお目にかかりたくない醜しゆう悪あくな巨体が現れる。

　最初は圧倒された攻撃にも、もう慣れてきた。ミカに受け流してもらわずとも匠一人で触手を回避できるようになり、匠を守る必要がなくなればミカの機動力は飛ひ躍やく的に上がる。

　速攻。ワン、ツーと打ち抜いた拳こぶしがマガツのＨＰバーを四割まで削る。ミカはマガツが発狂モードに入ったのを確認すると、すぐさま距離を取った。二回目の挑戦のとき、変形中に倒しきってしまえばいいのではないか、と安易に手を出したら強烈なカウンターを食らったからだ。

　もう何度も見慣れた現象──マガツの巨体が人間大へと圧縮されていく。ここまでは順調。だが問題はマガツが発狂モードに入ってからだ。

　マガツの変形が終わり、上体を仰のけ反ぞらせる。ミカと匠はその間に、素早くやり取りをかわした。

「タクミ。それでは、打ち合わせどおりに」

「ああ！」

　マガツが放つ、無音の咆ほう哮こう。

　同時に攻撃が開始され、匠たちは散開した。

　殺意のままにばら撒まいているように見えた弾幕も、回数を重ねた今なら法則性が見える。針状の弾たまは二秒間隔・プレイヤーを狙ねらって扇おうぎ状に五本、米粒状の弾丸は一秒間隔・匠たくみたちの位置に関かかわらず、放射状に十二発──といった具合に、だ。

　開幕の回避には成功。続いて匠は、声を張り上げる。

「ミカ！　次、左にステップ！　二秒待機後、ジャンプ──今！」

　戦う前に交わした相談。その内容は──




『私、敵のパターン覚えないので匠が覚えて動く方向を指示してください』




　──おい、軍神。

　思わずそう、口に出してしまいそうになった。普段の矜きよう持じはどこに行ったのかとよっぽどツっこんでやろうかと思ったのだが、ミカにも考えがあった。

　万が一、マガツがパターンを外してきた場合。虚を突かれたら隙すきとなり、それは敗北へとつながる。想定外の攻撃がある、と考える余力をミカは欲した。

　だから、匠に指示されるがままに動き、自分の思考はアドリブで動く必要が生じたときのためにとっておく。勝つ確率を少しでも上げるため、打てる手はすべて打とうというミカの提案だった。

　幸い、記憶力にはそこそこ自信があったのでパターンを覚えること自体はできた。この極限状態で記憶がどこまで保てるかどうかわからないが、匠は足あ掻がく。

「次、半歩右に！　レーザー避けたら一歩後退！」

　指示を出しながら匠は、自分が避けることもしなければならない。だが、今までずっと周囲の空気を観察し続けてきた広い視野と思考力がこの作戦を実現させていた。

　追い詰められている、という状況が、かえって匠の思考力を冴さえさせる。プレッシャーを感じている余裕すらない。すべて、勝つことだけのために脳細胞を活性化させる。

　人を避けて生きてきた経験も、まんざら無駄だったわけじゃない。逃げ続けてきた視線とか煩わずらわしい関係とかに比べればこの程度の弾幕、隙間だらけだ。

「そのまま前進！」

　もちろん、それだけではない。Ｌｕｎａルナとチロの協力があったからこそ、このパターンを解析できた。

　匠が今まで、積み重ねてきたこと。それが道となり──

「跳べ！」

　ミカを、マガツの目前まで運んだ。

「タクミ。ご指示、ありがとうございます」

　マガツが放ったレーザーをミカは、首を傾けてかわす。パターンにはなかった攻撃だが、ここまで何も考えずに来られたおかげで反射的に体が動いてくれた。

　頬ほおをかすめ、ＨＰゲージも少し削れたが仔し細さいない。そのまま踏み込み、ミカの左上段突きがマガツの顔に入り、弾幕が止まった。

　ミカはコンパクトに攻撃を当てていき、相手に体勢を立て直す隙すきを与えない。匠たくみは息を呑のみ、ミカの連撃を見守る。

　ミカお得意の、壁打ちコース。地面に叩たたきつけ、バウンドしてきたところを壁まで吹っ飛ばし、手元に戻ってきたらまた地面。それを三ループほどさせると、マガツのバウンドが大きくなった。

　高く舞い上がったマガツは空中で体勢を整え、さらに虚こ空くうを蹴けるように移動する。格闘ゲームにおける、空中受け身のような挙動だ。

　コンボからまんまと抜け出した形。マガツは空中からミカを見下ろしながら下りてくるが、着地する先──

　そこで匠が、拳こぶしを構えていた。

　戦いの前にもう一つ、交わした言葉がある。




『私のコンボで、一ヶ所だけどうしても途切れる部分があります』




　ですので──と、ミカはとんでもない頼みごとをした。




『タクミが一撃、マガツに攻撃を入れてください』




　代替執行オルタナテイブを使えないというのに自分が攻撃する意味があるのだろうか？　そう問う匠にミカが言うことには、ダメージを与える必要はない。一瞬だけ注意を引きつけてもらえればいいということであり、匠は不ぶ恰かつ好こうに拳を叩きつける。

　昔はケンカをしたこともあったが、しばらく遠ざかっていた感触が拳に伝わる。腕から脳へと走る電気のようなものに、匠は腕がむずがゆくなった。

　これでいいのか!?　と匠は視線で問う。ミカは敵から目を逸そらさず、回答はミカにしては珍しい笑みという形で返された。

　マガツが攻撃対象ターゲツトをミカから匠に切り替えたその瞬間、ミカはマガツの首根っこをつかんで地面に叩きつける。すかさず振り下ろすのは、渾こん身しんの下段突きだ。

　空手の演武における、瓦かわら割わりのような形。加速する拳はさながら、流れ落ちる瀑ばく布ふにも似た威圧感を持っていた。

　ミカの拳がマガツの顔面を強したたかに撃ち抜き、しかもその衝撃は地面によって逃がされることなく、敵の頭ず蓋がいを破壊する。

　拳と、地面による挟撃。それこそがミカの必殺技の一つ──

「絶ぜつ招しよう、《激げき瀧ろう》──巨体のままでは使えなかったのですが、人の姿をとったことがあだとなりましたね」

　体を起こしたミカは、ぷらぷらと手首を振るとやや満足げにつぶやいた。匠たくみがそれに顔をほころばせたのもつかの間──

　直後、匠たちにとって見慣れない現象が起こる。

　普通、マガツを倒すとそれは、淡い燐りん光こうとなって散っていく。だが今、石いし畳だたみに伏ふしている体はそうはならなかった。

　どろどろと、夏場のアスファルトの上に落ちたアイスのようにマガツの体が溶けていく。泥にもコールタールにも見えるそれは溶けた先から蒸発していくが、最後まで溶けきらずに残るものがある。

　マガツを倒した時にアイテムがドロップすることもあるが、それにしたってこんなエフェクトではない。匠はまじまじとその現象を観察する。

「なんだ……？」

　怪け訝げんそうにつぶやく匠の目の前に現れたもの。

　ドロップしたのはアイテムではなく、巫み女こ装束に身を包んだ少女だった。
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　ダンジョンの深層。倒したボスの体内から現れた少女に、匠は目を疑う。

「これ……か？　テツさんの言ってた、幽霊っぽい巫女って。これがドロップアイテムってわけじゃ……ないよな？」

　匠はいまだに事態が呑のみ込めず、少女を眺める。ミカも同じように覗のぞき込みながら、のんきに尋たずねてきた。

「こういうお化けいませんでしたっけ？　テレビから出てくるやつ」

「なんか、ちょっと前に３Ｄになったやつだっけ？　うん、たしかにそれっぽい」

　長い黒髪は伸びっぱなしで、上半身をすっぽり覆い隠すほど。ここまで来ると毛の塊とか、毛のオブジェといった表現が思い浮かぶ。

（毛の下、どうなってるんだろう？）

　匠が毛をどかして少女の顔を確認したい衝動と格闘していると、ミカが動いた。

「なにはともあれ、回収しましょう。ここに放置していくのは、寝覚めが悪いです」

　と、少女の体を抱えようとするミカを匠が制止する。

「あ、俺が持つよ」

　たちまちミカが怜れい悧りな瞳ひとみを匠に向ける。

「運ぶ過程で役やく得とくにあずかろうという魂こん胆たんですか？」

「そんなんじゃないって。単に、お前におんぶさせて俺だけ手ぶらっていうのは体てい裁さいが悪いっていうか」

　匠たくみの釈明にミカも、あっさりと引き下がる。

「ならば、私もとやかく言うのはやめましょう。プレイヤーの面子メンツを立てるのも大事ですからね」

　ミカから少女を預けられる、直前──

　少女の肩に触れた匠は、ぴたりと手を止める。

「……これ、秘ひ孔こうの効果、大丈夫？　ピプーコリコリって」

　ミカを振り返るとぱたぱたと手を振って否定された。

「あれは匠のよこしまな感情に反応するので、匠が本当に体裁の悪さを気にしているだけなら問題ありません」

「それならいいんだけど、どういう仕組みだよ？」

「ごく普通の、人体の仕組みを応用したものですが？」

　普通、人体は頭が破裂したり背骨がへし折れるまで曲がったりしないと思うのだが──ということは口に出さず、粛しゆく々しゆくと少女を背負う。女子の体重としては平均的なのだろうが、運動と縁遠い匠にとってはけっこうな重量だ。

「辛つらそうですが、代わりますか？」

　気遣って声をかけてくるミカに、匠は首を振る。

「い、いやっ、大丈夫！　すぐそこだし！」

　匠は出口である鳥居を目指し、一歩一歩進んでいく。運動不足の匠の体が悲鳴やら抗議の声やらを出しているイメージであり、一歩踏み出すたびに細かい筋きん繊せん維いがぶちぶちとちぎれている気がする。もうちょっと、成長期に合わせた運動をしておけばよかった。

　やっとのことで鳥居までたどり着き、匠の体をダンジョンに来る時とは逆の、下りのエレベーターに乗るような浮遊感が包む。再び重力を感じるようになると、景色は《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》の薄暗い洞どう窟くつから、静せい謐ひつな神域──《ラウンジ》へと変わっていた。

　匠は、どこか少女を休ませられる場所はないかと辺りをうかがう。というか、見み栄えを張って負おぶってきたが一刻も早く下ろしたい。亀かめ仙せん流りゆうの修行じゃねーんだぞ!?　と放ほうり出したい。

　そうなるともはや、休ませる場所を探しているんだか放り投げてもよさそうな場所を探しているんだかわからなくなる。匠の腰が限界を訴え始めたその時だ。

「匠くぅん！」

　背にかかる負荷がいきなり倍になる。すでに限界だった匠は耐えられず、地べたに潰つぶれた。

「ぐえっ！」

　内臓が潰つぶれそうな感覚は一瞬。すぐさま匠たくみは何者かに抱き起こされ、熱い抱ほう擁ようを受ける。

　そうしているのは他でもない、匠を押しつぶした張本人。ふわりと椿つばきの香りを漂ただよわせて、その人物は匠を抱きしめる。

「匠くん、お手柄！　あー、もう！　この感激、どうしたらぜんぶ伝えられるかしら!?」

　匠の胸元にミカ以上の質量がぐいぐいと押し付けられてくる。突然のことに匠は頭が真っ白になったが、なんとか声を絞り出す。

「えっ、なに、なんのつもりなのちょっと!?」

　抱き着いているのは匠もよく知る『運営』の少女、ほのかだ。匠を愛あい玩がん動物のように撫なでまくるほのかにミカは、当然いい顔をしなかった。

「ホノカ。それは、私に対する宣戦布告と判断してよろしいので？　私としては、あなたを最も警戒しているのですが」

「そんなことないわよ、ミカ様。これはただのスキンシップ」

　ミカにそう返すとほのかは背筋を伸ばし、居ずまいをただす。その大和やまと撫子なでしこらしい姿にふさわしい態度で頭を下げた。

「妹を助けてくれて、本当にありがとう。この恩は、言葉に尽くせないわ」

　ほのかの告げたことを、匠とミカはにわかには理解できなかった。

　完全にフリーズする匠たちに、ほのかはにこやかに告げる。

「この子こそ、《戦せん極ごくヤヲヨロズ》チーフプログラマにしてわたしの妹、財たから部べのどか。姉妹ともども、今後ともよろしくね？」
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　ほのかの口から告げられた衝撃の事実に、匠たくみは思わず声を裏返らせた。

「い、妹!?」

　その横でミカが、ダンジョンから連れてきた少女──のどかの顔を覆う髪をさっと手でどける。なるほど、とうなずき、

「パーツは、確かにほのかと似ています。多少、顔色が優れませんがマガツに取り込まれていたせいかと」

　指摘にほのかは、苦笑する。

「顔色悪いのはいつものことなんですよ……って、取り込まれてた？　マガツに？　どういうこと？」

　ぎょっとしてこちらを振り返るほのかに匠は、のどかを指差す。

「や、なんか《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》のボス倒したら、これがドロップした」

　匠の説明にほのかが、「あらあらあら」と口元を覆う。

「思ってたより大変なことになってたのねぇ。こうして無事に戻ってきてくれたから、いいけれど」

　苦笑するその横顔は、まさに「やんちゃな妹に手を焼く姉」といった風情。姉妹の親密さを感じさせ、ほのかは妹に肩を貸すように担いで立ち上がる。

「さて、と。いったんこの子、送ってくるわね。目を覚ましたら、また連絡するから」

「ああ。後はよろしく」

　目標を無事達成、ということで匠としてもやり遂げた感がある。後はのどかが目を覚ますまでしばしの息抜きをしようと、現世に戻った。
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　思っていたよりほのかからの連絡は早く、九時前には『《ラウンジ》まで来てほしい』というＩＭインスタントメツセージが届いていた。

　風呂上がりだった匠は、部屋着から私服に着替えて《ラウンジ》を訪れる。鳥居をくぐると横にはミカが、正面にはほのかが待っていた。

「悪いわね。こんな時間に呼び出して」

　ばつが悪そうに苦笑するほのかに、匠は首を横に振る。

「こんな時間、ってほどのもんじゃないし。むしろ、助かるよ。対応が早くって」

「そう言ってもらえると、こっちも気が休まるわ。さ、ついてきて」

　と、ほのかは踵きびすを返して歩き出す。匠たくみたちが連れてこられたのは、今までは外観を眺めるばかりで、入ることのなかった社務所だった。

「どうぞ、あがってあがって」

「お、お邪魔します」

　中はどうなっているのか──と緊張する匠。襖ふすまが開かれ、現れる光景に匠は二の足を踏んだ。

　生活感すら漂ただよう八畳の和室。部屋の中央には布団を取り払ったコタツが鎮ちん座ざしており、匠たちに背を向ける形で巫み女こがいるがそこを中心にＳＦめいた景色になっていた。

　中空に表れている複数のホログラフィック的な画面。そこからは０と１という数値が水流のように落ち、やがて拳こぶしくらいの大きさの小人となって匠たちの足もとを走り抜けていく。現実離れした展開には慣れたつもりの匠だが、こうして『運営』の作業風景を実際に目にしてみると唖あ然ぜんとするしかなかった。

　その発ほつ端たんとなっている巫女は、なにやらぼそぼそと呟つぶやきながら目の前に浮かぶ画面の群れに指を走らせ続ける。ゆったりとした動作だが指先が描く軌跡にムダや迷いは見られず、彼女が淡々と、最短のルートで作業をしているということを匠に理解させた。

　やや猫背気味の彼女は、長い黒髪を伸ばしっぱなしにしていてそれが畳の上に広がるほど。片時たりとも動きは止まらず、匠は本当にこの部屋に入っていいものかと尻込みした。

「どうしたの、匠くん？」

　煮え切らない態度の匠にほのかが問いかけると、巫女の動きが止まった。はっ、と振り返ったのは、のどかと思われる少女だ。

　かんざしで前髪の半分をどかしているが、顔の右側は隠されたまま。言われてみると確かに、姉妹というだけあってほのかに似ている。

　おびえたような瞳ひとみが匠を見上げる。匠はとりあえず、「どうも」と頭を下げたが、のどかは小さく会釈を返すだけで作業を再開する。

　ほのかはお茶の用意をしながら、面目なさそうに告げた。

「テキトーに座っちゃって。ごめんなさいねー。たいしたおもてなしもできなくて」

「いや、お構いなく」

　匠とミカはのどかの対面に腰を下ろしながら、それとなく視線を送る。気まずそうに目を逸そらされても匠は、気分を害することはない。同類か、と判断するだけだった。

　とはいえ、ほのかから伝え聞いていたのとは印象が違う。本当に彼女が「クソみたいなコード書きやがって、ハゲろ」だとか「ウェヒヒ」とか言ったりするのだろうか？

　あまり無遠慮に接するのははばかられ、ほのかに仲介を求める。目線を送るとほのかも察してくれた。

「のどか。急がせてるところ悪いけど作業、ストップ。っていうわけで、まず改めて紹介するわね。ほら、ちゃんとお礼言いなさい」

　のどかは作業の手を止めず、ホログラフィックの画面越しにぼそぼそと口を動かす。

「０１０１００１０１０１０１００１１１０１１０１０１１０００１０１１０１０００」

　いきなり数字を羅ら列れつしだされ、ぎょっとする匠たくみ。間髪いれず、ほのかが妹の頬ほおを両側から押さえつけた。

「のどか？　あなた０と１でしかしゃべれないキャラじゃないでしょ？　わたしが二進数わからないからってごまかせると思った？」

　のどかの唇が、タコのようになる。不細工な顔をさらすまいとのどかはほのかの拘束から首を振って逃げ出した。

　涙目で姉を睨にらみつけていたのどかは、ちらりと横目で匠たちを見ると、訥とつ々とつと声を絞り出す。

「……ありがとう」

「いや、たまたまなんでお礼言われるようなことでもないんだけど……まあ、無事そうで何よりだ。でも、なんであんなところに？」

　のどかは見た目とは裏腹にハキハキとした、それでいてどこかシニカルさを感じさせるボーイッシュな口調で匠の問いに答える。

「《黄泉平坂ヨモツヒラサカ》のボスのデータに何者か──まあ十じつ中ちゆう八はつ九くオモイカネなんだろうが、干渉された形跡があってね。解析の結果わかったことは、あのボスがオモイカネのバックアップにされていた、ということだよ」

「バックアップ？」

　オウム返しにする匠に、のどかは小さく肩をすくめる。

「ピンと来ないのも無理はない。要は、アレを倒さない限りオモイカネは何度も復活する、ってことだ。垢あかＢＡＮも効果がなくって、何喰くわない顔で《戦せん極ごく》に戻ってきてしまう。だから、まずはアレを消去する必要があった」

　消去、ということで『運営』直々に出向いた、ということだろうか？　それはそれで引っかかるところがあったが、匠より先にほのかがそのことについて触れた。

「ねえ、のどか？　それってこう、ひょいひょーい、って遠隔操作でできなかったの？　いつものあなたなら、できそうなものだけど」

「試したさ。結果は残念なものに終わったがね。というか……そういう事情でもなければ、ボクがわざわざ外に出ることなんてない」

「めちゃくちゃ説得力のある説明、ありがとう」

　妹の堂々とした開き直りっぷりに、ほのかがうなだれた。どうやらのどかにとって、『外に出る』というのはよっぽど珍しいことらしい。

　それでもやはり、匠には納得できない。

「いや、待って？　あんたがボスに挑むこととバグの修正をすることの因果関係がわかんないんだけど？」

　匠たくみの問いにのどかは、「なに言ってんだこいつ」と言わんばかりに片方だけ見えている目を眇すがめた。

「そりゃ、ボスに直接アクセスしてデータを書き換えるからだよ」

「直接？　そんなことが──」

「できるんだよ、ボクには」

　有無を言わせない口調に匠は、口を閉ざした。そうだ──彼女が神しん出しゆつ鬼き没ぼつの姉と同じく得体のしれない存在であり、《隔かく離り世よ》という空間の正体もわかっていないというのなら、そもそも人間の常識に当てはめて考えるのが間違いだ。

　これ以上の追及は許さない。言外にそんな響きを感じ取った匠は、話を進める。

「オーケイ。そこはわかった。で、消去に行ったはずのあんたがマガツに取り込まれていたのは……やっぱり、オモイカネのせいか？」

「そうだ。オモイカネはボクがバックアップを消去しに来ることを見越していて、あのクソみたいなバグ──《交神クロツシング》が起動するようにしていた。トラップ、というわけでまんまとそれに引っかかったということだね」

　のどかの失踪の真相は、そういうわけだ。ここからは、これからなにをすべきか、ということ。耳を傾けていたミカが、口をはさんだ。

「そのバックアップとやらを倒したことによって、戦況は好転しているのですか？」

「ああ。だが、問題はここからでね。タケミカヅチ様たちが奪われた戦力を取り返すには、オモイカネたちを《デュエル》で倒す必要がある」

　匠の顔が、思わず歪ゆがんだ。

「倒すって言ったって……そもそも向こうは、好き勝手にこっちのデータをいじれるようになってるんだぞ？　勝算ないだろ」

「その点は対策済みだよ。すでにメンテで対応しておいた」

　仕事早いな、と感心する匠だが、むしろ一番驚いていたのはほのかだった。

「のどか。あなたいつ、そんなことしてたの？　さっき起きたばかりでしょう？」

「ほのかが神か峰みねくんたちを迎えに行くまで、三分くらいあっただろう？　メンテくらいならその時間があればできる」

「三分って……」

　開いた口がふさがらない。凄すご腕うでのプログラマとは聞いていたが、匠の予想をはるかに超えていた。

　しかも、それですら不服というようにのどかは続ける。

「もっとも、ふがいないことにオモイカネのアビリティの修正まではできなくてね。遠隔操作でデータをいじられることを封じただけで、奉納点フエイスも勾まが玉たまも奪われたままだ。さらに代替執行オルタナテイブをもう一度くらえば再び遠隔操作を可能にさせてしまう。気をつけてくれ」

「あ、ああ。とりあえず、今はそれだけで十分だ。じゃ、お茶、ごちそう様」

　と、さっそくアイリたちに《デュエル》を挑もうと立ち上がる匠たくみをのどかは制する。

「まあ、待て。そう焦あせるな。今、向こうのチートに対するワクチンを作ってやるから」

「ワクチン？」

「オモイカネのデータへの干渉はできなく、アビリティも修正はできない。ならば対策は簡単だ。向こうのデータをいじれないのなら、こちらのデータをいじってしまえばいい」

　持って回った言い方だが、それが期待を煽あおる。匠は上げかけた腰を再びおろし、のどかの顔をうかがう。

「なにをするんだ？」

「オモイカネのチートは、あくまでも『代替執行のダメージを二倍にする』というアビリティを基礎にちょっとデータをいじっただけのものでね。だから、君たちにアビリティを無効化する力を与える。アイテムって形にすれば、開発にもそう時間はかからないからそこで待っていたまえ」

　ひゅっ、と指先に光の軌跡を奔はしらせて、のどかはつぶやく。

「今夜中に、かたをつける。このゲームを穢けがしたふざけた連中に鉄てつ槌ついを加えるぞ」

「──ああ！」

　また一人、心強い仲間。『運営』という立場を考えれば厳密には仲間ではないのかもしれないが、一時だけの共闘というのもまた、一興として匠は胸を躍おどらせた。
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　同時刻──

　アイリは自室で、鼻歌交じりにスマートフォンをいじっていた。アイリが見ているのは《戦せん極ごく》の能力によって手に入れた、匠の情報だ。

　明日のお弁当はどうしようか、メイクの感じは、髪型は？　それを考えているだけで、時間があっという間に過ぎていく。きゅんきゅぅうん、だ。

　匠に一目ぼれしたときのことを思いだす。何度リプレイしようが、この想おもいが色あせることはない。

　絶対的な戦力差。それでも諦あきらめずに立ち向かい、本当にジャイアントキリングをなしてしまったあの雄ゆう姿し。アイリは思うのだ。あれほど強い意志が自分だけに向けられたら──と。

　足をバタバタとさせて悶もだえ、スマートフォンを抱きしめているとそれが震えだす。目元まで持っていくと、パートナーの名前があった。

「はいはーい。どしたの？」

　電話に出たアイリに告げられたのは、端的な事実だった。

『黄泉平坂ヨモツヒラサカのバックアップが撃破された』

　そのことに動じることなく、アイリはあっけらかんと告げる。

「んー、思ったより早かったねぇ」

　アイリは鏡の前に立ち、服や髪形をチェック。うん、大丈夫。神か峰みねくんに見られても恥ずかしくない。

「それじゃ、予定より早いけど動こっか。よろしくね、こころちゃんっ☆」

『うぃ。任せて』

　部屋の中に現れた鳥居をくぐり、《隔かく離り世よ》へと向かうアイリ。

　彼女を突き動かすのは、ただ一つの思いだ。

「待っててね、神峰くん。神峰くんは、アイリが絶対幸せにしてあげるから」
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　宙をなぞるのどかの指が、ぴたりと止まった。

　異変に匠たくみたちはなにごとか、とのどかに注目する。のどかは画面に見入ったまま、苦々しい声を絞り出した。

「──動いた。もう少し、じっとしていてほしかったんだが」

「動いたって、なにがあったんだ？」

「桃もも瀬せアイリが《デュエル》の申請──いや、強制か、これは。相手は、Ｌｕｎａルナだ」

　動転しているのか日本語が乱れていたが、何が起こっているのかは伝わる。匠はくい気味に尋たずねた。

「のどか。例の、アイテムとやらの開発にはどのくらいの時間が？」

「……あと五分で、開発してみせる。助けに行くのはそれからにすることだね」

　すぐにでも《デュエル》の肩代わりをしようという匠の心を見透かすかのように、のどかは止めた。匠は祈ることしかできず、せめて二人の《デュエル》を見ようと【観戦】のボタンをタップする。

　画面に映る、二人の少女。その片割れに匠は、声は届かなくてもエールを送る。

「粘れよ……Ｌｕｎａ！」





　　　○






《デュエル》のフィールドに現れたＬｕｎａルナは、異常な事態に混乱するというよりは、明らかに不満そうな顔をしていた。

　相対するアイリは、悪びれもせず──というわけではないが、ちょっとしたイタズラをしただけのように、手を合わせて謝ってくる。

「えへへ。ごめんね、Ｌｕｎａちゃん。驚いちゃった？」

「……今さら驚かないよ。アンタがなんでもありだってことは聞いてるし」

　ため息をつくと、クール＆ドライという自分に強いたキャラクターどおり、泰たい然ぜんと返すＬｕｎａ。

　かと思いきや、その表情が曇った。

「でも、すっぴんのところ呼び出さないでほしかった……」

「えー、Ｌｕｎａちゃんすっぴんでもぜんぜんイケるよぉ。だいじょぶ、だいじょぶ☆」

　Ｌｕｎａはさらに、半眼になって言い返す。

「もうちょっとタイミングずれてたらお風呂入ってたんだけど」

「あ、そこは大丈夫だよ。アイリ、Ｌｕｎａちゃんがなにをやってるのかもわかってるから」

　それはＬｕｎａにとって気分のいい話ではなかったが、アイリは続ける。

「神か峰みねくんと一緒に協力プレイの相談したり、楽しそうだったよね？　いいなぁ、いいなぁ──ねぇ、なんでＬｕｎａちゃんだけそんないいポジションなの？」

　周囲の気温が下がる気配。Ｌｕｎａはその空気に負けず、冷然と問う。

「一つ、いい？　アンタ神峰、神峰って、他のファンのことどう思ってるわけ？」

「んー、応援してくれたみんなにはごめんなさいだけど、今のアイリにとっては、神峰くんが一番だから。アイリ、これからもアイドルがんばるし、ファンのみんなにも喜んでもらいたいけど──一言で言って、どうでもいいかなっ☆　アイリ、神峰くんだけいればそれでちょーハッピーだもんっ」

　アイリはステージの上で見せているのと同じ、輝く笑顔で断言する。

　それがＬｕｎａにとっての逆げき鱗りんであることなども知らず。

「……ふーん、そっか。アンタにとって、アイドルってその程度のもんなんだ」

　Ｌｕｎａは自分の中にあるスイッチをアイドルモードへと切り替える。すっぴん上等。一人のアイドルとして自分は、目の前の存在を見過ごすわけにはいかない。

「チロ。予定変更。あいつの問題だしあいつがケリつけるべきだと思ってたけど、やっぱ、アタシたちでぶっ潰つぶす！」

「そう来なくっちゃ！　巻きで行きましょ！」

　同時に、《デュエル》のスタートを告げる鈴が鳴った。アイリたちが動き、チロもその迎撃で水の鞭むちを振るうが、やはりこれをやっておかないと《デュエル》が始まったという気分がしない。

　Ｌｕｎａルナたちはお決まりのフレーズを告げる。

「いつも！」

「感謝！」

「「冷静、丁寧、正確に！」」

　このふざけたやつを、ぶっ潰つぶす！

　その意思を込めた鞭むちが、アイリたちを打ち据えた。

　しかし、だ。アイリはけろりとした顔で、Ｌｕｎａたちを挑発するように声を上げる。

「ムダだよ☆　Ｌｕｎａちゃんたちの攻撃は、アイリたちに効かない！」

　ステータスをいじる、という情報は匠たくみから聞いていた。それで動じるＬｕｎａではなく、不敵な笑みが浮かぶ。

「効かない？　へぇ──それが？」

　ＨＰゲージは削れない。

　だが、攻撃が当たったという物理現象まで書き換えることはできなかった。

　強したたかに、幾たびも体を打ち据える水流がアイリとこころの体をノックバックさせる。ダメージを与えられないとわかっていようが、何度も、何度も──愚ぐ直ちよくさを感じさせるほどに、チロは腕を振るい続ける。













　アイリかこころ。そのどちらかが一歩でも動こうものならば体のどこかに鞭むちを当てて、動きを止める。執しつ拗ような攻撃にアイリたちも、Ｌｕｎａルナたちの作戦を察したようだった。余裕に満ちていた目が、不興げに眇すがめられる。

　その反応にチロは、相手がこの事態を想定していなかったと理解した。きりりと眉まゆがつり上がり、八や重え歯ばを見せて得意げに声を上げる。

「どう!?　これが、龍りゆうと恐れ崇あがめられた激流の力！　近寄れるもんなら、近寄ってみろってのよ！」

　チロの鞭を受けるたびに、その衝撃で後退を余儀なくされる。縦じゆう横おう無む尽じんに走る鞭は壁のように、アイリたちの接近を許さなかった。

　Ｌｕｎａは注意深くアイリたちを見み据すえ、息を吐き出すとともに告げる。

「ぶっ潰つぶすって啖たん呵か切った割にはしょっぱい作戦なんだけど……アンタの方がアタシよりプレイヤーランク高いんだよね。《デュエル》のルール──プレイヤーランクの差によって、勝者が敗者の奉納点フエイスを得る。ＨＰゲージの残りが同じ場合、ランクの低いアタシが勝者ってことになるんで……ま、一いつ矢し報いさせてもらう」

　持久戦だ。残り、六〇〇秒。この『面』による攻撃で、時間稼ぎさせてもらう。

　こころが弦いとを張り巡らせようと、そいつを根こそぎ薙なぎ払はらう。相性でなら、こちらに分がある。Ｌｕｎａは確信するが、油断なくアイリを見据える。

　そう──現にアイリは、まるで追い詰められているという様子ではないのだから。

　この程度の浅知恵で何とかできる相手ではない、というのは承知済み。だからといって、手立てがあるかどうかは別だ。

「チロ。この先はアドリブで、ってことだったけど次の手、何か思いついてる？」

　Ｌｕｎａからの問いにチロは、引きつった笑みを浮かべる。

「さすがに、スキル使えないとキツいかなって」

「ってなると、アレしかないね」

「やっちゃう？　とっておきたい、とっておき！」

　チロからの目配せにＬｕｎａは、意を決して息を吸い込み──

「気合でなんとかするよ！」

　告げる言葉にチロは、高こう揚ようのままに叫ぶ。

「オッケイ！」

　最終的には精神論。アイドルとして壁にぶつかるたび、Ｌｕｎａはずっとそうしてきた。

　乱舞する水の鞭がアイリとこころを宙に跳ね上げ、攻撃を加え続ける。無限に続くかと思ったコンビネーションだったが、鞭の一撃が不意に空を切った。

　空振りの感触にチロが歯は噛がみをする。アイリたちは、鞭の軌道から遠く離れた場所に立っていた。

　瞬間移動のようなもので、おそらくこころが持つスキルだろう。断言できないのは、スキルを使用する際に必要とする音声認証とエフェクトがなかったからだ。

　チーターとしての力を見せつけられてもＬｕｎａルナたちは諦あきらめない。どこかに隙すきはないだろうか──それを見落とさないよう、鋭い視線を送り続ける。

　対照的にアイリは、愛あい嬌きように溢あふれる態度を崩さす、Ｌｕｎａたちに拍手さえ送ってみせる。

「すごい、すごぉい☆　スキルも使わないでそこまで戦えるなんて思ってなかったよぉ」

　パチパチパチ、と響く空虚な音に熱くなりかける思考を、Ｌｕｎａは律する。クール＆ドライ。この程度の挑発に乗るキャラじゃないでしょ？　と自分に言い聞かせてアイリを観察する。

　チロが目配せを送ってくるが、軽はずみに動かないように、とハンドサインで伝える。そんなＬｕｎａたちの反応を面白がるかのように、アイリが目を細めた。

「なんで、って顔してるね？　《ライトロード》、ってスキルでね？　アイリたちは、この弦いとがつながっている先なら一瞬で移動できるの」

　フィールドに張り巡らされる、数えきれないくらいの弦。目を凝らさなければ見えないほどに細いそれは、もはやどこにつながっているかわからないほどに広がっている。

　チートのせいなのか、こころがもともと持っている力量なのか──超射程を誇るチロの鞭むちでさえも捕ほ捉そくできないほどにその範囲は広い。アイリの言葉は誇こ張ちようでも何でもなく、その転送速度はまさに一瞬。Ｌｕｎａもさすがに、憎まれ口をたたきたくなるというものだ。

「……ご丁寧に説明、どーも。余裕のつもり？」

「つもり？　おかしなこと言うね？」

　アイリの姿がＬｕｎａの視界から消える。Ｌｕｎａとチロが警戒レベルを最大まで上げて迎え撃とうとした刹せつ那な──

「つもりじゃなくて、余裕なんだよ☆」

　Ｌｕｎａの真横。光の剣──代替執行オルタナテイブ・攻ソードが、並ぶ二人を串くし刺ざしにしようと突きこまれてくる。

　とっさに身をひるがえすＬｕｎａ。軍神からの一撃すらかわす、天性の運動神経と勘の良さが、アイリの一撃に空を切らせる。

　チロもＬｕｎａの回避に合わせて動きつつ、こころを鞭で牽けん制せい。だがこころはそれを読んでいたかのように弦ではなくもっと速い攻撃──雷撃を奔はしらせる。

　視界を灼やく閃せん光こう。白く染まった世界が元に戻る。

　Ｌｕｎａの目に映ったのは目を丸くして硬直するアイリだ。

　呆ほうけているこの隙を逃す手はないが、アイリたちもただチートに頼ってここまで来たわけではなく、距離を取られる。Ｌｕｎａはこころが放った雷光を阻んだもの──水の壁越しに敵を見み据すえて意趣返しとばかりに先ほどもらった言葉をそのまま返す。

「なんで、って顔してるね？」

　水で雷を防ぐ。そんなことができるわけないし、むしろＬｕｎａルナも《戦せん極ごく》を始め、チロというパートナーを持つまでは水にとって雷は天敵とさえ思っていた。

　ただ、この世界にはそうではない特別な水が存在する。

「チロは確かに河の化身だけどさ、操っている水は空気中の水素と酸素から作ってるものなんだよね。不純物のない、Ｈ[image: ]Ｏ、一〇〇パーセントの水──これが何を意味するかわかる？」

　その問いに答えるのはアイリではなく、知恵を司つかさどる神であるところの、こころだ。

「──純水」

「そういうこと」

　水が電気を通す、というのは目には見えない溶け込んでいるもの──塩素などのイオンが電気を運ぶためだ。ならばそれを排した水──チロの操る武器は雷に対する最強の盾となる。

　アイリにとっては想定外のことだったのだろう。顔から血の気が引き、声が震えた。

「は、反則だよぉ……。み、水なのに、電気通さないなんて、ズルいじゃん！　そんなの、そんなの──」

　かと思った矢先、ぺろっ、と舌を出す。

「奥の手、使っちゃうしかないよねっ☆」

　同時にアイリが手から伸びる光の剣を振りかぶる。そんな距離から攻撃したところで届かないだろう、とＬｕｎａは怪け訝げんに思うが、アイリは予想外の行動に出た。

　こころを──自分のパートナーの体を貫いたのだ。

「──!?」

　こころの胸からほとばしる漆しつ黒こくのエフェクトにＬｕｎａは目を瞠みはる。半ば反射的に声を発していた。

「アンタ、なにしてんの!?」

　パートナーに亡き妹の姿を求め、大事にしているＬｕｎａにとっては信じがたい行為。だがオモイカネは、口の端から血液に似た黒い液体を漏らして答える。

「うぃ。これは、可能性。目には目を、歯には歯を、チートにはチートを──この茶番を覆くつがえすための、一つの実験」

「じっ……けん……？」

　半信半疑で問い返すＬｕｎａに、こころはあいかわらず人形のような無表情のまま答える。

「このゲームの勝者は決まっている。真っ向から戦っても、天照大神アマテラスオオミカミには勝てない。なら、真っ向から戦わない手段を模も索さくすべき。こころちゃんがプレイヤーに求めたのは、その資質。目的のためなら手段を選ばないっていう、貪どん欲よくさ。アイリはこころちゃんの期待通りのプレイヤーとして育ってくれた」

　相手の言っていることが理解できず、硬直するＬｕｎａルナ。やがて、こころの体が淡い光を帯び始めた。

　同時に、こころの体からアイリに向かって光が奔はしり始める。そう──まるで、こころの体が光に変換され、アイリに転送されるように。

　こころの姿が完全に消失し、アイリの体に変化が現れる。

　アイリの服が、こころが着ていたようなフリル満載のゴスロリ衣装に変わっていたのだ。

「なに……あんた、それ……？」

　Ｌｕｎａは目の前で起こった変へん貌ぼうに自分の目を疑い、力なく問う。戦闘中に問う方も問う方だが、答える方も答える方。アイリは自慢げに声を弾ませた。

「じゃーん☆　こころちゃん開発、《交神クロツシング》正規版！　プレイヤーとパートナーが、一つになることで、いつも以上の力を出せるってものだよ☆」

　衣装を見せびらかすように、その場で回って見せるアイリ。それは挑発として効果的で、チロが激情に駆られるままに鞭むちを振るった。

「なめられてんのかしら!?　二対一で勝てるとでも思ってんの!?」

　パン！　と空気を割る音をさせて奔る水の鞭。

　しかし──

「なめてなんかないよ」

　それは、アイリの手から伸びる弦いとによって動きを止められていた。

「ちゃんと言ったでしょ？　いつも以上の力を出せる、って☆」

　先ほどまでは水が鋼糸を素通りするように薙なぎ払はらえなかったが、こちらの攻撃も邪魔されないという具合だった。それが今や、がんじがらめにされてチロは動転する。

「ウソ……ちょっ、な、なにこれ!?」

　攻撃が通じないだけではない。パートナーと一つになったアイリの攻撃は、さらに苛か烈れつさを増す。

　門を、社やしろを、木々を両断する弦。その激しさにチロは抗議の声を上げる。

「こっ、こんなの聞いてないんだけど!?」

　抗議を却下するように弦が奔る。逃げる先を先読みするように弦が張られ、それに引っかかったチロの足首から先が飛んだ。

「チロ！」

　Ｌｕｎａは反射的に足を止め、チロの体を受け止める。攻撃の手を緩めず迫るワイヤーをチロは、Ｌｕｎａを抱きしめつつ片足だけで跳躍して回避した。

「大丈夫！　かすり傷よ！」

　これくらいの負傷、どうってことない。強がって見せたはいいが、《デュエル》の勝敗は──

　Ｌｕｎａルナたちの奉納点フエイスは残りわずか。このままタイムアップを迎えれば、リタイアは免れない。

　いや、そもそもタイムアップを迎えられるだろうか？　アイリは苛か烈れつな攻撃にそぐわない、純真無む垢くそのものの笑顔で告げてくる。

「皮肉って、このことだよねぇ。お兄ちゃんが身を滅ぼした力で、今度はＬｕｎａちゃんが滅ぼされちゃうんだから」

「──ッ」

　挑発のつもりだったのかどうかは知らないが、その一言は確実にＬｕｎａたちに影響を与える。

　あのバカがどんな身の滅ぼし方をしたのかＬｕｎａは知らないし、興味もない。

　ただ、目の前の存在にＬｕｎａは吐き捨てた。

「……前言撤回。アンタやっぱり、裏表あったわ」

「えー、それって、アイリが腹黒ってこと？　ヤダなぁ──Ｌｕｎａちゃんが先に、アイリの邪魔しただけじゃん」

「そう……アンタ的にはそうなってるんだ？　裏表がないんじゃなくて、自分の都合のいいようにしか解釈できないのね、アンタ」

「アイリ、難しい話よくわかんない。わかんないけど、Ｌｕｎａちゃんにはここでリタイアしてもらうね。……ふふっ。大事な友達リタイアさせられて、神か峰みねくんどんな顔するかな？」

　その時が楽しみだ、と言わんばかりに体を震わせ、アイリが手を横なぎに払う。

　ばいばーい☆　と弦いとが振るわれるその寸前──

　Ｌｕｎａの手の中で、スマートフォンが震えた。

　手に伝わる感触にＬｕｎａたちは、脱力して笑みを漏らす。

「ったく。狙ねらってたのかってくらいナイスタイミングじゃん」

「冷や冷やものだったけど、ぎりぎりセーフってところかしら」

　Ｌｕｎａはすぐさま画面中央に表示されている【承認】のボタンをタップ。Ｌｕｎａたちの体が転送され、弦が空を切る。

　空間に残るのは、Ｌｕｎａの捨すて台詞ぜりふだけだった。

「せいぜい、潔くフられなさい」





　　　○






　Ｌｕｎａルナたちと入れ替わりに現れた匠たくみたちに、アイリは普段とは真逆の、温かみの欠片かけらもない声で尋たずねてきた。

「わかんないなぁ……。どうしてＬｕｎａちゃん助けるようなことするの？」

　匠は絶対的な不利にもかかわらず、微笑とともにアイリを見み据すえる。

「理由なんてないよ。そんなものなしに動きたいって、そう思ったんだ」

　匠が《戦せん極ごく》を通して思い出したこと。かつての自分ができていたことを取り戻す。

　それがアイリに理解できないというのなら──

「桃もも瀬せ。悪いけどここでお前はリタイアだ」

「……っ！」

　絶句するアイリに、ミカが容赦なく追い打ちをかける。

「もう諦あきらめなさい。あなたの考えがタクミに受けいられることはありません」

　ミカの声にアイリが、幽ゆう鬼きのように不気味な目を向ける。

「……そっか。そいつなんだ？　そいつが神か峰みねくんを、騙だましてるんだ。あはは。なーんだ。じゃ、かんたーん。そいつがいなくなれば──神峰くんを、リタイアさせればいいんだ」

　痛ましさすら覚えるその姿に、匠は眉まゆをひそめた。

「桃瀬──」

「ムダだと思いますよ。こういう輩やからを説得しようとするだけ徒労かと」

　口をはさむミカに、アイリが怒号を発した。

「うるさい！　あなたなんて、なにもできないくせに！」

「──」

　ミカの表情が凍りつく。普段は変化のない顔に、確かな憂いの色が宿った。

　その反応を図星と見たのだろう。アイリは、さらに声を荒らげる。

「あなたが、神峰くんにお弁当作れるの!?　神峰くんに、楽しい学校生活送らせることができるの!?　できないでしょ!?　じゃあ黙っててよ！　あなたは、カミサマなんだから！」

　アイリの言うことももっともだ。その理屈で、匠もミカを遠ざけていた。

　しょせん、神と人間は本質的に違う存在だ。この戦いが終われば、必然的に待っている別れ──喪そう失しつの痛みを知っているからこそ、匠は自分をこんな不器用な人間に変えてしまった痛みをもう一度得ないために、ミカの好意に応こたえずにいた。

　別れを甘んじて受け入れるかと問われれば、ノー。匠は今やミカのことを、《戦極》というゲームを共に戦うだけのパートナーとしてではなく、もっとかけがえのない存在に思っていた。

　独占欲の強さに肝を冷やすこともあるし、マイペースさに振り回されもするし、てらいのない好意に赤面させられもする。

　だがそんなミカとの日々は、孤高を貫いていた生活の何万倍も楽しかった。

　失いたくない。ミカとのそんな日々を、もっともっと続けていたい。いっそのこと《戦せん極ごく》を終わらせずに、永遠に続けていたい。

　そんな我がままが通るとは匠たくみもミカも思ってはいない。だからこそ口をつぐむ匠たちに、アイリは鬼の首を取ったようにまくし立てる。

「ね、神か峰みねくん。冷静になって考えてみよう？　カミサマと人間が愛し合えるはずがないんだよ？　だって、文字通り住むセカイが違うんだから。そーなると、とーぜん価値観も変わってくるでしょ？　そんな二人が一緒にいても、そのうちボロが出る。遠くないうちに、破滅する」

　アイリの言葉に匠は、一つの関係を思い起こしながら静かに問い返す。

「じゃあ、人間同士だったら上う手まくいくのか？」

「もちろん！　アイリだったら、神峰くんがなに考えてるか、なにしてほしいかわかるもん！　その通りにしてあげたら、神峰くん幸せでしょ？」

　人間同士なら理解できる。

　そうでなかった例を匠は、身近に知ってしまっている。

「でもな、桃もも瀬せ。うちの親はそうじゃなかったんだよ」

「──」

　絶句するアイリに、匠は続ける。

「人間同士だろうが、破滅は訪れる。その原因はきっと、『諦あきらめ』なんだ」

　匠の脳裏に、在ありし日の自分の姿がよみがえる。みっともない、小心者の姿が。

「自分は他人を理解できないと。他人は自分を理解できないと諦める。それこそが断絶の原因なんだって、俺は思う。だからこそ逆に言えば……諦めない限り、人はわかりあえる。神様とだって、だ。俺はこの戦いを通して、それを知ったつもりだよ」

　孤独と決めつけて輪を閉ざすのではなく、誰かに向かって手を差し伸べる勇気。

　それこそが、匠がミカを始め、戦友たちに教えてもらったことだった。

　匠の言葉にアイリが目を泳がせ、ひきつった笑みを浮かべる。

「そ、そんなこと言ったって……き、綺き麗れい事ごとだよっ！　だって、カミサマなんだよ!?　そんなの、絶対おかしい！」

「それを言ったら桃瀬。俺にとってアイドルなんてのは別の世界に生きてる存在だよ。アイドルだけじゃない。教室にいるリア充たちですら、異世界の人間たちだ。でもな、それをわかりあえない理由にするのは甘えだ」

　そう──匠はかつての自分を、甘ったれだったと思う。たった一度、自分のおせっかいが空回りしていたと知っただけで拗すねてしまったクソガキだ、と。

「俺たちは一人だ。個人なんだから、一人一人違って当たり前だ。けどそのことと、お互いを理解できないってのは別のことなんだよ」

　匠たくみが告げることを全力で否定しようと、アイリが髪を振り乱して首を横に振る。

「違う！　違う違う違う！　アイリはたった一人にだけ──アイリの一番大好きな人にだけわかってもらえたらいい！　それ以外は必要ない！　真実の愛ってのはたったひとつで、みんながみんなわかりあえるなんてありえない！　そんな世界、間違ってる！」

　世界が間違っている。アイリの言うことは正しいのかもしれない。

　ならば──

「じゃあ、変えるよ」

　ふと、浮かんだ思い付きを形にするように匠は声を紡つむぐ。

「この世界を変える。うん……そうだ。なにも悩むことなんてなかったんだ」

「神か峰みね……くん？　なに言って──」

　愕がく然ぜんと目を見開くアイリに匠は、はっきりと己の意志を告げる。




「諦あきらめさえしなければ、神様とだって一緒にいられる世界。俺が《戦せん極ごく》で優勝したときに望むのは、それだ」




　突然の宣言に、さすがのミカも面食らったように硬直していた。

「え？　タ、タクミ？　それって──」

「……や、なんつーか、せっかく優勝しても、そのあとでお前が隣にいないってのはなんだかなー、ってことで」

　匠が気恥ずかしくもそう告げると、ミカから感極まったように抱き寄せられた。

「ついに、届いたということですね。私の再三にわたるアプローチが。わかりました、今日を記念日としましょう」

「ミ、ミカっ!?　ちょっと」

　すりすりと頬ほおを寄せられ、耳元ではｈｓｈｓハスハスという息遣い。沸騰寸前の頭で匠は、どうにか言い繕つくろう。

「ご、ごめん！　期待させたんなら悪いんだけど、あくまでもうちょっと考える時間が欲しいっていうか、『保留』ってことで！」

「保留」

　途端に温度が下がるミカの声音に匠は命の危機を感じたが、ミカはあっさりと続ける。

「まあ、いいでしょう。タクミが私との関係を考えてくれるというだけで、今は良しとします」

　いつも通り泰たい然ぜんとした表情──しかし、隠しきれない「どやっ」という雰囲気がミカの顔に満ち溢あふれている。対照的にアイリの顔は青ざめていた。

「……なんで？　みんな、アイリのことを好きって言ってくれてたのに。なんでアイリの好きな人は、アイリを好きになってくれないの？　おかしいよ、こんなの──」

「……桃もも瀬せ？」

　顔を伏ふしたまま何かをつぶやき続けるアイリに、匠たくみは声をかける。だがアイリはそれに反応することなく、小さく口を動かし続けた。

「そっか。おかしいんだ。そうだ、そうだよぉ。アイリ、なんで気づかなかったんだろう？　この世界が、おかしくなってるっていうことに。だったら、アイリが戻してあげればいいんじゃん☆　アイリが優勝してぇ、神か峰みねくんが望む世界じゃない──本当の、あるべき姿に！」

　空気が変質する。直感的に匠は、アイリが動くことを察知した。

　弦いとが奔はしる。振るわれたそれは、獣の爪つめのように匠の体に傷跡を残した。

　漆しつ黒こくのエフェクトが舞うとともに、胴に刻まれる三さん条じようの傷。たちまちＨＰバーが削られ、レッドゾーンに突入する。

「タクミ！」

　駆け寄ろうとするミカを、匠の怒号が止めた。

「ミカ！　かまうな！」

　かまうな。

　その先に続く言葉を、絆きずなが伝える。

　俺が倒されるより先に、桃瀬を倒せ──プレイヤーからの指示に従いミカは地を蹴けり、アイリに肉薄する。

　ミカの判断に、アイリが激げき昂こうした。

「信じられない……！　好きな人が傷つけられたのに、それを放ほうっておいて敵に突っこむなんて！　やっぱり、あなたじゃない！　神峰くんの隣にいるのは、あなたじゃない！　消えてよ、ここで！」

　弦が四方八方を刻んでいく。ミカは臆おくすることなく、最速で自分の拳こぶしを叩たたきつけるためだけに前進する。

　弦は奔り、匠の体を刻む。みるみるうちにＨＰバーが減少していくが、それでもミカは止まらない。アイリに対して反論する間も惜しいとばかりに、歯を食いしばって距離を詰める。

　想おもいはすべて、固く握りしめた拳に込める。これが、匠と自分との絆だ──と。

　致命的──確実にＨＰを削りきる一撃が匠の体に入る。アイリの顔に愛する者を手にかけた後悔と、愛する者を自分のものにできた歓喜が混ざり合った歪いびつな表情が浮かべられる。

　──が、ＨＰバーの現象は残り一パーセントのところでぴたりと止まった。

「なっ、なんで!?　今ので、倒したはずでしょ!?　バグ！　バグだよぅ！」

　恐慌をきたすアイリに、ミカが鼻を鳴らす。

「恋は盲目といいますが、忘れてほしくないものですね。この私のアビリティを。《軍神の意地》を！」

　とうとうアイリを射程にとらえ、ミカの渾こん身しんの拳こぶしがアイリの胸を打つ。同時にのどかから渡されたアイテムが効果を発揮──ワクチンとしての機能が働き、チートの一つである《交神クロツシング》の機能が解除される。

　チートを封じられ、わかたれるアイリとこころの体。だが、ＨＰを削りきるまでには至っていない。

　匠たくみとアイリ、お互いにとっての正念場だ。一つの悪手が敗北につながる状況で、先に動いたのはアイリだった。

「──残念。お願い、こころちゃん！　《ピアッシングボルト》！」

【壱いち萬まん】──初めてアイリの背にスキルの発動を意味する正式なエフェクトが表れ、結晶となって消える。同時に、こころの手に雷が集まり鋭い針をかたどった。

　匠は既に満まん身しん創そう痍い。ミカも距離的に縮しゆく地ちを使っても届かない距離で、なによりアイリが牽けん制せいしている。

　万事休す。控えめに言ってもそんな状況だ。アイリが辛からくも勝負を制したと思ったその瞬間──

　匠の体が、加速した。

「なっ──!?」

　アイリが、目の前にいた匠の姿を探して視線をさまよわせる。匠はなぜ自分の体がこんなに軽く動いているのかは知らないが、この移動法がなんという呼び名なのかは知っている。

　これはミカの使う歩法──縮地だ。

　武道の達人どころかむしろ体育の授業すらさぼりがちの運動不足がこんな芸当、できるわけがない。だが、体が勝手に動いていた。匠の体はこころの攻撃を避けるだけでなく、こころに対して拳を放ちさえする。

　不意を打たれたこころの右肩に、匠の拳がクリーンヒット。そこから始まるのは、ミカを髣ほう髴ふつさせるコンボだった。

「なに……なんなの？　いったい、何が起こってるの!?」

　半狂乱で叫ぶアイリに対し、ミカは静かに嘆たん息そくする。

「やはり、保険をかけておいて正解でしたね」

「ほけん……？　なんなの？　あなた、アイリの神か峰みねくんになにしたの!?」

「あなたの？　世よ迷まい言ごともほどほどにしてください。ですが、問いには答えてあげましょう。あなたは人の体がなにで動くかご存ぞん知じですか？」

「そんなの、決まってる！　愛、だよぅ！」

「スイーツ脳に付き合うほど暇ではないので簡潔に正解を発表します」

　ミカはそう告げて自分のこめかみを指先で叩たたく。

「電気信号。どんなに研けん鑽さんした武術でも、結局体を動かすのは脳から発される命令です」

　目の前で起こっていることを認めようとはせず、アイリは金切り声をあげる。

「違うもん！　アイリ、恋愛感情が化学物質とか電気信号とかっていう夢もロマンもないこと言う人、大っ嫌い！」

「あなたが嫌いでも、私にはできるのですよ。武道には型というものがありましてね。よくそんな稽けい古こ、意味があるのかとか馬鹿にされるのですがあれは先人が経験に経験を重ねて作り上げた芸術と考えています」

　そう。それこそがこの技の根底。先人の知恵を結集し、意識がなくなろうとも戦うための武道の神しん髄ずい。

「危機に際したとき、あらかじめインストールしておいた『型』を電気信号によって再現する。武神と雷神の性質を持つ私の隠し玉──それが《翼よく霆てい》です」

　流れるように匠たくみの体は動き、こころに倒れることさえ許さない。最後の一撃──右の中段突きを放って、ようやく匠の体が止まった。

　前のめりにゆっくりと崩れ落ちるこころに、アイリは駆け寄る。

「こころちゃん！」

　こころをかばうように、アイリは両手を広げる。そうされるまでもなく、匠はとどめをさしあぐねていた。

　匠に懇こん願がんするかのように、アイリは言葉を重ねる。

「神か峰みねくん……やめてよぅ。アイリ、ただ、神峰くんが大好きで、幸せにしたいから……だから、こんなに頑張ったんだよ？　ズルでも何でもして、勝とうと思ったんだよ？」

　うるんだアイリの瞳ひとみに匠は、眉まゆ根ねを寄せる。この期に及んでこんなことを言ってくるアイリに対して匠が抱く感情は、『往生際が悪い』とか、そういうものではなかった。

「……正直、お前にはさんざんな目にあわされたけどさ。お前が嫌いとか、そういう気分にはなれなかった。それはたぶん、お前が本当に俺を好きでいてくれたからで、俺も久しぶりにクラスメイトと話すことができて……楽しかった」

「ね？　神峰くんも、迷ってるんだよね？　だから、こころちゃんにとどめ、ささないんだよね？　それでいい。それでいいんだよ、神峰くん。神峰くんは、ここで負けた方が幸せなんだから」

　かみ合わない会話に構わず、匠は自分の言いたいことだけを一方的に吐き出す。コミュ障にそれ以上のことは求めないでほしい。

「今はまだ、俺から声をかけることはできない。俺はコミュ障で、ビビりで……まだ、そんな自分を変えたいと思ってる段階だ」

「もう、戦わなくていいの。そんな苦労しなくてもアイリが《戦せん極ごく》で優勝して、神か峰みねくんを幸せにしてあげる。神峰くんにとって、一番いい世界を創つくってあげる。だから──」

「けどさ、変わりたいと思ってるんだ。誰とも交わることなく、風化するようにいなくなりたい。そう思ってたのに、今は誰かと一緒にいたい。そんな気持ちを後押ししてくれた一人に桃もも瀬せ、お前も入ってるんだ」

　ずれた歯車のような会話にいら立ち、アイリが声を荒立たせ──

「神峰くん！　聞いてよ、アイリの話！」

　匠たくみはその目の前に、拳こぶしを突きつける。

　アイリが目を丸くして匠を見上げる。匠はその瞳ひとみに、ただただ許しを請うように告げた。

「まだ、俺から声をかけられない。けど、いつかきっと、言うよ。俺の方から、お前に、『昼メシ食おう』って。今度は俺も、弁当作ってくる……だから、待っててくれ。桃瀬」

「神峰くん、やめ──」

　言いかけたアイリの頭に匠は、イタズラした子どもを叱しかるように拳を振り下ろす。

　その一撃がアイリたちのＨＰバーを削り、決着を意味するファンファーレが響いた。《隔かく離り世よ》では痛覚が十分の一になっているにもかかわらず匠は拳に痛みを覚え、一連の騒動の終わりを実感した。





結．







　アイリによるチートの一件が解決してから数日。

　匠は以前のように、再び戦力を蓄たくわえるため《隔離世》を訪れていた。

《デュエル》で奉納点フエイスを得てはそれをミカやアイテムの強化に使い、さらに勝利を重ねていく。ＫＯ勝利ができる確率こそ落ちてきていたが、堅実に力を伸ばしていた。

《ラウンジ》の一角。匠が次に《デュエル》をする相手の品定めをしていると、横から声をかけられた。

「調子いいじゃん」

　顔を上げる。Ｌｕｎａルナがチロを連れて歩み寄ってきているところだった。

　メガネでオーラを抑えた、オフモード。ダウナーな感じでポケットに手を突っこんだままＬｕｎａから問われる。

「ここんところ、気合入ってるみたいだけどなんかあった？」

「気合入ってる、ってわけじゃないけど」

　Ｌｕｎａには一度、ちゃんと話しておきたいと思った。なかなか踏み切れずにいたが、Ｌｕｎａからこうして尋たずねてきてくれたのなら、これ以上の機会はないだろう。むしろこのタイミングを逃したら、ますます言いづらくなる。

「決めたんだ。なんとなく、この戦いに勝った時、どんな世界にするかって」

「……そっか」

　少しの間を置いて小さくつぶやいたＬｕｎａルナは《ラウンジ》を見渡し、続ける。

「気づいてた？　プレイヤー、ちょっとずつ減ってんの」

　匠たくみはうなずく。土曜の夜──プレイヤーが最も多くなる時間帯にもかかわらず《ラウンジ》は、Ｌｕｎａの言うとおり以前ほどの盛況を見せていなかった。

　まだ閑散とまではいかないが、じきにそう表現するときが来るだろう。匠はその景色を思い、口を開く。

「ああ。……ぼちぼち、近づいてるんだろ」

　この戦いの、終わりが。

　終息に向かっていく戦い。それは、一つのことを意味している。

　匠とＬｕｎａが、敵対するという事実だ。

《戦せん極ごく》で頂点に立った暁にもらえるものは、世界を思い通りに作り替える力ということだ。もしかしたら、お互いの望む世界を両立することができるかもしれない。

　それは言い換えれば、どちらか一方の願いしか叶かなえられないかもしれないということでもあり、二人は己の願いのために楽観的な考えをすることができなかった。

　可能性に賭かけ、勝者に自分の願いを託す。そんな甘い感情を今さら持ち込むことはできない。二人は己の望む世界のため、敵対する。それが自然の摂理として。

　そんな現実が、匠の胸に改めて染み入ってくる。

　二人の間に漂ただよっていた沈黙を破ったのは、Ｌｕｎａだった。

「ギルド、解消しよっか」

「……」

　匠は口をつぐむ。Ｌｕｎａの提案は意外でも何でもなく、Ｌｕｎａが言い出さなくてもそのうち匠から告げるつもりだった。

　匠はスマートフォンを操作し、『運営』にギルドの解消を申請する。ギルドメンバーからの同意は必要ないらしく、匠の決意と裏腹にあっさりとギルドはなくなった。

　あまりにもあっさり過ぎて、実感がわかないくらい。しかし事実として、匠とＬｕｎａがかつて在籍していたギルドはなくなっている。

　スマートフォンの画面に視線を落としたまま、匠はつぶやく。

「……あんたと戦うのは、最後にするよ」

「アタシも、アンタは最後まで見逃しておいてあげる」

　お互いに、甘いのだろう。これからどう成長するかわからない以上、今のうちに倒しておくのが得策ということはわかっていても最後の最後──戦い合わなくてはならないという状況に追い込まれるまで、その戦いを後回しにしたいと思った。

　ギルドを解消した以上、馴なれ合いはここまで。そう思った匠たくみに対して、Ｌｕｎａルナはさらに告げる。

「ね。ＬＩＮＥのＩＤ、教えて」

「……」

　口を閉ざしたままの匠に、Ｌｕｎａは言葉を重ねる。

「《戦せん極ごく》がなくなったら、もう連絡できなくなるわけじゃん。それ、アタシとしてはもったいないかなーって」

　その気持ちは匠も同じだ。

　だが──とある事情が匠を気まずくさせ、重々しく口を開く。

「……や、俺、ＬＩＮＥやってないんだけど」

　たちまちＬｕｎａが、「信じられない」という顔をした。

「アンタ、なんのためにスマホ持ってんの？」

「う……なんとなく」

　特に理由はないが、今さらガラケーというのもないだろう、くらいの動機だ。Ｌｕｎａが、じれったそうに手を出した。

「あー、もう。いいから、スマホ貸して」

「あ、うん」

　その剣けん幕まくに圧倒されて匠は言われたままにスマートフォンを差し出す。Ｌｕｎａはひったくるようにそれを奪うと、目にもとまらぬ速さで何やら操作し、匠に返した。

「はい。これで、オッケイ。アプリダウンロードするついでに、アタシのＩＤ入れといたから」

「……サンキュ」

　そこで、会話は途切れてしまう。匠は自分のコミュ力の無さをこの時ほど恨んだことはなかった。

　やがてＬｕｎａは、小さく告げて踵きびすを返す。

「……じゃ」

「ああ。んじゃ」

　ざく、ざく、と玉たま砂じや利りを踏みしめる音とともにＬｕｎａとチロの背中が遠ざかっていく。ゆっくり、ゆっくり──

　小さくなる後ろ姿を見送っていると、ミカから問われた。

「タクミ。よかったのですか？」

　即答することはできない。様々な思いが頭を駆け巡るが、やはり匠の結論は変わらなかった。

「よかったさ」

　胸に宿る痛みすらも「よかった」と言える程度に、匠たくみの中では答えが出ている。

「敵対するからって、相手を否定することにはならない。拳こぶしを交わすからこそ、よりいっそう相手のことを深く知ることができる。それを教えてくれたのは他でもない、あいつとお前だ」

　それがわかっているのなら、闘争はお互いを滅ぼしあうだけじゃない。

　もっと違う、尊い意味を持つことができる。

　軍神をパートナーに持つ者として匠は、そう断言できる。だからこそ、匠は進む。いつかＬｕｎａルナと戦うとき、彼女をがっかりさせないように──自分の思いが、この程度かと思われないように。

「行こう、ミカ。俺たちの望む世界のために」

　強さを求め、また新たな一歩を鳥居へと向かって踏み出した。





　　　○






　匠がスタミナを使い尽くして現世──自室に帰ってくると、幼女に迎えられた。

「おー、ようやく帰ってきたか。ずいぶんと熱心なことよのう」

　と、我が物顔でくつろいでいるのは小学校高学年ほどの、赤い髪をツインテールにした幼女──に見えるが、その古めかしい口調どおり、彼女は外見通りの年齢ではない。

　天照大神アマテラスオオミカミ。太陽の象徴にしてこの国の主神として祀まつられているのが、目の前にいる存在だ。たとえハンバーガーとポテトとドリンクを机の上に広げ、リクライニングチェアにふんぞり返っている姿には威厳などカケラもなく、どこからどう見ても態度のでかい幼女にしか見えなくとも、だ。

　匠はつっこむ気にもなれず、力なく尋たずねる。

「なんであんたはまた、わざわざ現世で待ってんの？」

「ちと、内密な話があってのう。《ラウンジ》では誰かに聞かれる可能性があるゆえ、ここで待たせてもらった」

「それはまた、ずいぶんと用心深いもんだな。何の用？」

「ちょっと待っておれ。すぐ食べ終わる。冷めたハンバーガーなぞ食いたくない」

　と、照り焼きバーガーにかぶりつくアマテラス。ハンバーガーなど食べ慣れておらず、口や手をべたべた汚すだろうと考えていた匠だが、アマテラスは器用に照り焼きバーガーを食べ進めていく。

　匠の視線に気づき、アマテラスが顔を上げた。

「なんじゃ、もの欲しそうな顔をしよって。ほれ、ポテトをやろう」

「……どうも」

「礼には及ばぬ」

　差し出されたポテトを二人でつまみつつ、アマテラスが切り出す。

「さて、用というのは他でもない」

　ぴしっ、と芋の先端を突きつけて言うことには、

「妾わらわと《デュエル》せい」

　匠たくみは突然の提案に面食らう。だが返事は決まりきっているので、フリーズからの回復も早かった。

「誰が負け確の戦いなんてするかよ」

「そう悲観したものでもなかろう？　少なくとも妾の《フェイタルミラー》は対策済みと聞いておる」

　アマテラスのアビリティ、《フェイタルミラー》は『すべての攻撃を反射する』、という規格外の効果を持つ。だが今回の事件を通じて匠が得たアイテムならば、アマテラスのアビリティを無効化し、攻撃が届くようになる。

　アビリティを無効化するアビリティやアイテムの報告がされていない現状では、おそらく、唯一アマテラスにダメージを与えうる可能性だろう。だからといって匠はアマテラスに挑む気にはなれなかった。

「それを抜きにしても、あんたの戦力についてまるで予測がつかないのが怖い。《デュエル》が始まった瞬間、即リタイアって可能性もある。ゲームバランスっていうか、パートナーの性能差については間違いなくクソゲーって断定できるからな、このゲーム」

　苦々しい顔で語る匠にアマテラスが向けたのは、意味深な笑みだった。

「あながち、そうでもないらしいがのう」

「どういうことだ？」

　意外そうに身を乗り出す匠に、アマテラスも背もたれから小さな体を起こす。

「強力なパートナーを引き当てる者は、めぐり合うべくして己おのがパートナーと出会う。そういう風になっている……と、ある者が言うておった」

　思わせぶりな言葉に匠は、探りを入れる。

「それって、『運営』か？」

「さて、のう」

　明かすつもりはないらしい。アマテラスはふたたびトスン、と背をイスに預けた。

「ま、ヌシの言うことももっともじゃ。しかし妾と戦ってもらわねば困る。《戦せん極ごく》とか関係なく、この世界が滅んでしまう」

「世界が、滅ぶ？」

　突拍子もない言葉をにわかには理解できず、オウム返しするだけにとどまる匠。アマテラスはすごむでもなく、世間話の延長のように続ける。

「言ったじゃろう？　内密な話じゃ、と。妾わらわがここまで赴いてきてやったのは、ヌシに《戦せん極ごく》の目的を教えるためじゃ」

　ずっと気になっていたこと。謎なぞが多いこのゲームの真実を教えてくれるというのならば──

「聞かせてもらおうか。このゲームの、意味を。なんのつもりで人間と神様が手を組んで争っているのかを」

　ポテトを食べ終わるとアマテラスは、ゴミをまとめて虚こ空くうへとかき消す。ようやく真面目まじめに話をする気のようだ。

「妾たち──八百万ヤヲヨロズの神々については、どれくらい知っておる？」

　匠たくみは改めて、自分の知識をさらってみる。

「基本的なこと……そうだな、Ｗｉｋｉに載ってるレベルなら、って感じ。情報源ソースが一つってのは安心できないから図書室にある本で補強してるけど、まあＷｉｋｉと本の間で矛盾みたいなのは見つからなかったな、今のところ」

　匠の答えにアマテラスが、すかさず問いを重ねる。

「では、妾の母については知っているな？」

　予想していなかった質問に面めん喰くらいながらも、匠はうなずく。

「まあ、なんか幸さち薄い神様だなーって印象だけど」

　正確にはアマテラスはかの女神から生まれたわけではないが、同じく彼女から生まれたわけじゃないミカも母と呼んでいた。おそらく八百万の神々にとって概念的な『母』として扱われているのだろうと匠は思っておく。

　その名前はイザナミ──夫であるイザナギとともに日本列島や数々の神々を生んだとされる女神であるが、その末路にはいささか同情する。火の神を生んだことによる火傷やけどが原因で命を落とし、黄よ泉みの国まで夫が迎えに来てくれたが結局逃げられた、というものだ。

　そんなエピソードを思い出している匠に、アマテラスも苦笑を浮かべる。

「そうじゃな。伝でん承しようも事実も大差ない。あの人は、不幸続きの人じゃった。中でも極めつけが、己おのが伴はん侶りよに裏切られたことよ。……もっとも、妾が生まれたのはその後のことじゃから知った風な口はきけぬがのう」

　そう言うとアマテラスは、不意に皮肉げに頬ほおをつり上げる。

「裏切られた際に母は『一日に千人殺そう』と恨み言を吐いたらしいが──くくっ。慎つつましいものではないか。まるで深しん窓そうのお嬢様の物言いよ。この世界で実際に、日に何人死んでいると思うておったのかのう？」

　匠はそれに応こたえることはできないが、気にせずアマテラスは続ける。

「母の言葉に父は、『ならば一日に一五〇〇人生もう』と返したそうじゃ。まるで小学生のやり取りじゃが、数字は正直じゃのう。ついこの間までロックバンドが『四十八億の個人的な憂ゆう鬱うつ』と歌っていたかと思えば、今や世界の人口は七十二億というではないか」

　だんだんと、じれったくなってきた。このままアマテラスの気分に任せるといつまでたっても本題にたどり着かないのではないかと思い、匠たくみは問う。

「回りくどいな。結局、何が言いたいんだ？」

「おっと。つい、脱線してしもうた。つまるところは、のう」

　と言いつつアマテラスが、いきなり自分のブラウスのボタンを外し始めた。

　いくら見た目が幼女であろうと、それはマズい。ミカの言うところの、事案になってしまう。匠は慌ててアマテラスを止めようとし、

「ちょっ……あんたっ！　いったい、なにしようって──」

　声を失う。




　ブラウスの下から現れたのは、真っ黒に塗りつぶされた深い闇やみだった。




　目の前にあるものが理解できず、放心する匠にアマテラスが告げる。

「一日に千人殺す。母の呪のろいは日に日に肥大していき──やがて、妾わらわを蝕むしばんだ」

　どういう理屈なのか──と考える方が無意味だろう。神々の法を、人間の知恵で解釈しようとするなど、おこがましいにもほどがある。

　ただ黙して説明を待つ匠に、アマテラスは口を開く。

「《マガツヌボコ》──かつて、この世界を創生した鉾ほこと対ついをなす、破滅の鉾。それが、妾を蝕む呪いの名じゃ」

「創生の、対……」

　呆ぼう然ぜんとその名を繰り返し、匠は神話に記されている創生の鉾について思い出す。

　アメノヌボコ──神話によると日本列島は、イザナギとイザナミがその鉾で大地をかき混ぜたことによって生まれたという。アマテラスを蝕むのが、その対極であるというのならば──

「妾がこの世に倦うむたび、呪いは進行していく。この虚無が全身に達するとき──それが、破滅の鉾を起動させるときよ」

　かつて、世界を創つくったのと逆の力。

　それが起こるというのならば──

「消滅、するのか？　日本が」

　匠の問いにアマテラスが、小さく鼻を鳴らした。

「その程度ならばまだよかったのじゃがな。どうも、母はこの国を滅ぼすだけでは飽き足らぬらしい」

「じゃあ──」

　匠たくみがしていた最悪の想像が、アマテラスの口からあっさりと告げられる。

「そう。この世界そのものを滅ぼす。そういう呪のろいじゃ、これは」

「──」

　想像を絶する規模の出来事に、匠は何も言い返せなくなる。アマテラスは諦てい観かんしたように嘆たん息そくした。

「こいつが発動すれば、後にはもう何も残らぬ。訪れるのは崩壊ではなく分解──残るとすれば、それは虚無じゃ」

　抽象的ではあったが、アマテラスが何を言いたいかはわかる。

　原初、何もなかったころ。

　そこに戻る、というのだ。

　立ち尽くす匠に、アマテラスから改めて頼まれる。

「だから、ヌシに戦ってもらいたい。言うたであろう？　この呪いが進行するのは、妾わらわがこの世界に倦うむたびに、と。ヌシが遊び相手になってくれれば、妾の倦けん怠たいも少しは晴れる──世界が、延命できる」

　突きつけられた真実。ただのゲームだと思っていたことが持つ本来の意味を知ってしまった匠は、ムキになって声を張り上げる。

「……わかるかよ。今の説明で、何を理解しろっていうんだよ!?　だいたい、あんたがリタイアしたらどうなるんだ!?　あんたが遊べなくなったら、本末転倒じゃないか！」

　勝てると思っているわけではない。だがもし、そうなってしまったら──匠の不安にアマテラスが答える。

「それこそが《戦せん極ごく》の目的でな。妾を倒せば、クリア。世界は救われ、ハッピーエンドというわけじゃ」

「あんたを倒せば？　バトルロイヤルじゃないのか？」

　あらかじめされた説明ではそういうことになっていた。匠の指摘にアマテラスは、鷹おう揚ように応じる。

「そのルールは変わらぬよ。じゃが、妾を倒せぬ以上、どのみち妾は最後まで残るじゃろう。仮に妾が途中で脱落する羽目になっても、最後の一柱を決めるまで続行じゃ。妾の後あと釜がまを決めねばならぬ」

　アマテラスの口ぶりは、まるでそうなるのを望んでいるかのようだった。決められた運命を覆くつがえす、大番狂わせ。そんなものが起こってくれることを願うような。

「妾もろとも呪いを滅ぼす。そのために神々同士を戦わせ、力を研けん鑽さんさせるための儀式。妾を楽しませるというのは時間稼ぎの手段であって目的ではない──はずじゃった。しかし結果的には、どう下方修正しようとも妾の力が他の神々を下回らぬのよ」

「……」

　なにか、手段があるはずだ──などと考えられるほど匠たくみは楽天的ではない。どちらかというとネガティブな思考をしがちな匠は完全に絶句し、アマテラスがブラウスのボタンを留とめ直しつつ声をかけてくる。

「と、いうわけじゃ。ヌシらに断る権利はない。この世界を一秒でも長持ちさせたいのならば──」

　アマテラスの顔が上がる。

「せいぜい、妾わらわを楽しませよ」

　告げるアマテラスの瞳ひとみは匠の知る達たつ観かんしたものではなく、わずかな希望に必死で縋すがり付つこうとするものだった。

















　あとがき






　腰が快方に向かったおかげか、思っていたよりも順調に二巻をお届けすることができました。お久しぶりです、内うち田だ俊しゆんです。




　そんなわけで、銭ゲバナルシスト眼鏡とペストマスク不審者が退場する代わりに巨乳アイドルとゴスロリ不思議ちゃんが加入するという二巻です。万人にとって幸せな交代だと思います。

　ロリババアスキダガーを自称し、

「おまえはロリババア好きで、オレはのじゃロリ好きだ！　そこになんの違いもありゃしねぇだろうが！」

「違うのだ！」

　みたいなやり取りをする日もきっと遠くないと思っているのですが、それはそれとしてアイリみたいなタイプも自分の好みでして。「アイリーンかわいいよアイリーン」ってノリで書いていたら担当様から「アイリ良かったです。怖くて」というお言葉をいただき「かわいいじゃなくて怖いのか……」と複雑な気分になりました。




　最後に、いつもの謝辞とさせていただきます。

　担当のＮ様。いつも多くのアドバイス、感謝です。次巻は満を持してのアマテラス無双ということで、今まで以上にお手を煩わせることになるかもしれませんがよろしくお願いします。

　イラストの天あま凪なぎ青せい磁じ先生。今回も素晴らしいイラスト、ありがとうございました。レギュラーメンバーはもちろん、新キャラも可愛かわいらしく、イラストが上がってくるたびにテンションを上げさせてもらいました。

　編集長のＹ様や校正様、営業の方、その他出版までに関かかわっていただいた方々。皆様のお力添ぞえがあって、また本を出すことができました。

　知人各位。毎度のことながら、サポートありがとうございます。

　そして、この本を手に取ってくれた読者の皆さま。次でこの戦いも終わりを迎えることとなります。《戦せん極ごく》の勝者がどんな世界を選び、どんな結末を迎えるのか──どうかお付き合いいただければ幸いです。




　それではまた三巻でお会いできますように。


二〇一四年　一二月　内田俊
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